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位
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・境
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地
質

あ
っ

て、

川
内
町
は
、
愛
媛
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
し

道
後
平
野
の
東
端
に

北
部
及
び
北
東
部
は
高
制
山
脈
の
連
山
を
境
と
し
て
祖
泉

郎
重
信
町
及
び
周
桑
郡
に
続
き
南
部
は
凶
国
山
脈
の
支
脈
が
あ
り

議口
神
山
を
初
め
て

O
O
O米
以
上
の
高
峰
を
連
ね
上
浮
穴
郡
に
接

し
三
方
が
連
山
に
阻
ま
れ
て
い
る
。
西
は
重
信
川
を
墳
と
し
て
道
後
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黒
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松itJl川

ブj南

ノノJillケ森

l.1Llケ森

の

概

観

平
野
に
展
開
し
平
地
は
北
及
東
の
山
側
か
ら
重
信
川
と
表
川
の
A
門流

地
点
に
ひ
ろ
が
る
台
地
で
、
こ
こ
に
多
く
の
耕
地
と
部
落
が
あ
り
、

そ
の
他
は
各
河
川
の
流
域
と
谷
間
に
あ
る
↑キ
地
に
釧
地
と
部
落
が
制

長
く
述
っ
て
い
る
。

河
川
は
連
山
に
似
を
発
す
る
井
内
川
、表
川
、
本
谷
川
、渋
谷
川、
宝

LH
水
川
等
各
部
落
の
中
央
を
流
れ
重
信
川
に
合
流
し
、
消
川
双
十
一谷
川

は
各
消
川
及
土
谷
の
部
落
を
流
れ
て
中
山
川
に
合
流
し
て
、
七
八
五

町
歩
の
刺
地
波
慨
に
そ
の
水
量
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
。

〔ま

な

る

河

川
〕
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次
に
各
部
落
の
標
高
を
調
べ
て
見
る
と
、
大
字
吉
久
が
一

二

O
米

で
最
も
低
く
、
井
内
の
大
平
や
松
瀬
川
の
水
越
、

或
は
禍
川
の
海
上

等
は
最
も
高
く
て
、
そ
の
標
高
約
五

O
O米
に
達
す
る
。

他
の
諸
部
落
は
そ
の
中
間
の
高
さ
の
位
置
に
あ
る
。

〔部
落
の
襟
一尚〕

落 部 |海抜

m 

て1二と1 久 120 

;lt 方 150 

中/111] 140 

三島31・手 200 

庄 屋元 280 

プミ 500 

則 之内 200 

aEL I /Il 250 

日 浦 350 

問 屋 400 

谷 300 

「自 )11 

I!草 上 500 

越

各
部
務
の
川
町
平
均
と
思
わ
れ
る
地
点
の
椋
高
で
あ
っ
て
各
部
落
に
於
て
も

一門川
低
に
著
し
い
差
の
あ
る
事
は
山
岳
の
傾
斜
地
で
あ
る
ζ

と
を
一示
す
。

二
、
境

界

北
部
は
重
信
町
大
字
山
之
内
部
落
、
{子
麓
及
び
大
野
と
境
を
接
し

て
高
制
山
脈
の
分
水
嶺
に
よ
っ
て
界
し
、
転
じ
て
北
東
に
の
び
相
之

谷
は
虚
空
臓
峠
を
も
っ
て
「
桜
木
相
之
谷
」
と
境
を
分
つ
。
更
に
旧

内
村
岡
桑
と
中
川
村
千
原
の
界
を
面
木
山
に
結
び
黒
森
に
速
な
る

分
水
嶺
に
よ
っ
て
周
桑
郡
丹
原
町
に
接
す
る
。
南
方
は
黒
森
峠
、
白

猪
峠
、
井
内
峠
、
大
根
木
越
を
以
て
上
浮
穴
郡
市
河
村
、
川
瀬
村
、

組
泉
郡
重
信
町
上
林
に
接
し
て
い
る
。
西
は
重
信
川
を
距
て
て
重
信

問
に
接
し
て
い
る
。

面

積

門川
内
町
の
土
地
〕
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川
内
町
の
面
積
を
地
目
別
に
見
る
と
、
山
林
が
最
も
多
く
全
体
の

七
割
五
分
に
及
ん
で
い

る
。
田
畑
等
の
耕
地
は
西
部
平
坦
地
旧
川
上

て
い
る
。

地
区
を
主
と
し
て
東
谷
、
西
谷
等
各
河
川
の
流
域
に
階
段
状
に
聞
け

言1- : 

面[

何 II昭和31'1三10月民家
行 |経泣調査による。

孟三2出-竺|竺些 Ihl
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門
H
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畑

牧野

雑種地

宅
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公共nJT也

十
判
中i
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山
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Y|k:101i 
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水

u1Ii 

作

る

製

よ
部

に

査

市

山

調

図

魁

の
地

一旧

省

1
一川

設

一日

建

の

四
、
地

質

一口向細
山
塊
は
大
部
分
花
岡
山
石
類
か
ら
成
る
が

証
一の
南
部
一
叶
山

ち
旧
川
上
村
地
区
は
和
泉
砂
岩
層
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
南
を
境
す

る
四
国
山
脈
の

一
帯
は
安
山
岩
、
特
に
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
に
お
お
わ

れ
て
い
る
。

又
東
旧
桜
樹
村
治
川
地
区
は

結
品
片
山
石
か
ら
成
っ
て

い
る
。
木
町
の
約
七

O
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
る
山
地
は
、
殆
ん
ど
砂

岩
及
び
頁
岩
に

お
お
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
層
は
大
坂
の
和
泉
砂
川付

と
同
じ
も
の
で
和
泉
岩
層
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
又
地
質
学
上
冶
れ
な

中山
火
山
例
造
線
が
、
丹
原
町
絞
瀬
か
ら
血
ケ
森
、
務
駄
森
の
頂
上
の
市

制
剤
り
低
部
、
郡
中
を
ぬ
け
て
お
り
、
地
質
学
上
変
化
に
宮
み
興
味

~ 3 ~ 

深
い
所
で
あ
る
。
各
河
川
の
流
域
は
、
砂
山
屈
で
あ
る

こ
と
云
う
ま

で
も
な
い
。
本
町
の
地
質
図
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

五
、
土
性
に
つ
い
て

土
性
は
主
と
し
て
壌
土
及
び
砂
壌
土
で
あ
り

)11 
J-
1む
IZ 

Jli 
gj) 

に
連
続
す
る
台
地
地
域
と
井
内
川、

表
川
の
流
域
に
あ
る
洪
積
層
地

時
は
、
火
山
灰
土
擦
が
多
く
、
地
域
内
の
秋
落
田
は
、

一
四
O
町
歩

特
殊
土
壌
は

一
二

O
町
歩
で
あ
る
。
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第
二
章

区

画

川
内
町
の
行
政
を
七
大
字
六
六
区
に
区
分
し
各
区
に
は
区
長
を
世

に
沿
っ
て
新
庁
舎
が
山
米
、

く
。
附
和
三
三
付
制
に
よ
れ
ば
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
新
国
道

そ
の
附

川
内
中
学
校
が
位
設
せ
ら
れ
、

近
に
民
家
が
出
米
て
、
新
に
其
処
に
派
結
が
形
成
せ
ら
れ
る
と

こ
と
で

は
あ
る
ま
い
。

役
場
前
と
云
う
よ
う
な
松
の
木
の
生
れ
て
来
る
の
も
、

大河
之
内 |字

|二 iまJ守問 11><

則
之
内

保 一永)1IJ)liJ 徳
ヶ 之乙
内 171

~r.谷野南北吉

) 1 rfi 

=子
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)11 )11 )1，1 

下中上
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回
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田
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迷
い

'平

1>< 回 t& 烏三背 i会添 川 ノjく上上
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第
三
章

一、と一品

ご自
1.Im 

川
内
町
の
介
平
均
気
温
は
、
以
氏
の
一
六

・
八
度
で
、
月
一平
均

O
位
以
上
の
月
は
八
ヶ
月
、 南

ブJ

竹 川上 ド中市 天白山東

之 之中

511 木砂川， IIIJ 場事¥1凶東村
「一一一一一一一
~，ゴ

久

正=

ヌL

象

古 一卜小 1111八 :1じ茶 長年道板

/ 八森院

久 IIIJ坂虫万万笠 木 liiJ戸

-5-

一
月
の
平
均
気
温
は
五

・
三
度
で
あ
っ

て、

八
月
の
そ
れ
は
二
八

・
五
度
で
あ
る
。
ま
た
八
月
に
お
け
る
気

視
、
何
H
の
最
高
平
均
は
三
二

・
二
度
で
、

一
月
に
お
け
る
気
侃
旬

日
の
最
低
平
均
は

0
・
二
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
川
上
小
学
校
観
測
に

よ
る
二
0
年
間
の
統
計
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
町
内

で
も
、
大
字
滑
川
地
区
、
大
字
河
之
内
地
区
、
大
字
井
内
地
区
等
の



気
温
の
状
態
と
は
、
可
成
相
違
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(1) 

J

「

均

気

m

主IL均机 皮 ミ|乙均f忌I.=1J温度 平均&低llTrl度

二 }II I六 二 川 1 二 川 六段
- -':. 'ー」 ー J二 一ーヒ"ILi 
ー ハ 一 一 小ハ iJllJ1， 1 二 ~!; I ~ Iて 州!|1l dl 校 l天六年E山躍年 学 年候
liil絞j l| 1111jbiil |;11 |問所 Illil校問所

1月 5，3 1 6.4 1 8，1 1 9，7 1 0.2 1 0，7 

2月 5.9 1 6.7 I 9，0 I 9.8 I 0.1 I 0.7 

3月 9.3 1 9.9 1 12.9 1 13.3 1 2.2 1 3.2 

4月 15.2 1 15.4 1 18.4 1 18.8 1 6.2 1 7.6 

5月 19.9 1 19.7 1 23.2 1 23.0 1 10.8 1 12.1 

6月 23.5 1 23，4 1 26.5 1 26.4 1 15.2 1 19.0 

7月 27.5 I 27.6 I 30.2 I 30.5 I 19，7 I 22.0 

8月 28.5 1 28，8 1 31，2 1 31，8 1 19.7 1 22.4 

9 )~ I 24.9 25.4 I 27，6 I 28.0 16，7 I 18，8 
10月 19，3 120.0 122，0 122.9 111.3 112.2

11月 14.0 1 14.7 1 16.7 1 17.5 1 6.4 1 7.1 

12月 8.7 1 9.2 1 11.7 1 12.3 1 2.6 1 3.0 

年半均 16.8 I 17.2 I 19.8 I 20.3 1 9.3 I 10.9 

(
山
川

t
Ad

午
前
叩
時
観
測
)

二
、
降

量

水

降
水
虫
は

四
国
山
脈
と
古川
制
山
脈
の
影
響
を
受
け
て
山
間
部
は
比

較
的
多
い
が
平
均
部

に
あ
っ

て
も
松
山
測
候
所
と
は

一
O
O粍
以
上

多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

(1) 

)":1 

且J.

I~ 
1X| 平 均降水量 H自和三O年度降 水量

一二 上川 六六位111 一一 上川 六一L 松山 雨 j内|ロ|

!r:E 小山I，r:， gl~ ハ測 iu: I lr~ ボ

閉 学校 IMJ jj候7 
年学 年 {氏 ‘y 

間 校 問所

1 )'] 47.1 51，0 94.2 71.6 

2 tJ 65.1 61 .3 54.4 17.8 

3 )'J 86.6 91.2 120.2 146.9 

4 )J 101.6 119，9 82.3 70.1 

5月 109.1 128.7 228.8 198.1 122.0 

6 )二l 226.9 210.2 226.2 248.6 280.0 

7月 235.5 178，2 220.4 184.8 399.0 

8 fJ 150.4 99.3 51.8 80.1 132.0 

?月 265.7 173.7 444.7 300.6 323.0 

10月 118.6 107.1 151.1 89.4 202.0 

11JJ 67.7 71.2 13.7 14.6 似12号
12月 60.6 61.1 21.8 20.4 他は観能

イド ~i 1.534.9 1.352.9 1.709 .6 1，443.0 
ij(lJ不

~ 6 ~ 

最
近
に
於
け
る
最
大
雨
量

昭
和

一
八
年
七

凡

二
二
円

(
一
二
口

l
二
五
円
)
雨

U

昭
和
二

0
4
九

月

一
七
川

(一

六

n
l
一
七
日
)

昭
和
二

O
年

一
O
月

一
O
円

(

八

日
J

一
一
目
)

八

O
二
、
六
粍

一
七
て

O
H

二
二
凹
、
問
H



そ

の

他

(1) 

風
向

(ロ
件
川
)
及
び
風
力

l沼 l附 If{:l l問 |問

メ手~I 荊l 荊l *11 *11 

四 O 

西 2.2 [lj 2.5 来 1.4 凶 j!!i 1 )二j

四 2.4 東 1.9 TLlj 1.0 四ー i!1T 2 )j 

四 3.0 東 3.6 jJ4 1.5 }'j:[ 凶 5月

j)[j 3.4 T)[j 1.8 j)[j 1.5 東 T)[j 4 )'J 

四 2.0 Jlr 1.4 凶 1.3 日目 南西 5月

東 3.2 T!!i 2.4 北東1.6 jJlj 四 6月

jJlj 2.5 j!!i 1.7 凶 1.8 山 *凶 7月

凶 1.4 Jt:[ 1 .6 l出 1.4 耳1 来日H 8 )-j 

P4 2.2 東 1.9 j!!i 2.2 北東 J;lr 9 J'J 
東 2.2 東 2.3* 1.6 甘ノ官T、 東 10月

JI:[ 3.9 東 1.9 ヌ1 東 11月

耳:[2.0 東 2.5 l!!i 1.3 Plj j!!i 12)'j 

凶 2.5 耳:[2.1 l!!i 1.5 i!!i 旬、1':均

:/5' 

凶

暴

風

日
数
(
昭
和
一
五
年
か
ら
同
二
四
年
ま
で

一
0
年
間
)

ザ

ヶ

/一

立

叫

一
江

川

一
川
一
日

刊
一
阻

止

間

一
例

ト
ケ
下
手
勾
一
日
一
L

L

j
一
川

リ

一
同
一
日
一
川
一
心

は

一

27

J

J

J

J

J

1
一
〔

〔

一
〔
一
〔
一
〔
一

1
一
〔

1
一

1

(3) 

天

気

4.1 

4.31 9 . 41 16.5 

2.7111.41 14.2 

(4) 

射t

象

5.814月

6.6 

8.3 

6.215月

57181 7.2 

4.6 

01 11. 01 9.6 

6.719月

1.71 12.31 13.5 

01 11.41 11.2 

6.916月

7.8 

4.6 

5.8 

7.8 

7.4 

JJ;i113111 h:lit 

;12|;;:; 
01 12.01 11.7 

6.11 10刀

5.71111'j 

6.61 12月

0113.5111.5 

。110.31 11. 1 
0.11 9.61 10.9 
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第
四
章

物

生

一
、
植

物

愛
間
以
県
が
他
物
地
迎
学
上
眠
時
林

に
属
す
る
か
ら
川
内
向
も
そ
の

範
囲
を
山
で
ず
、
町
内
到
る
処
祖
和
な
気
候
と
慈
雨
に
恵
ま
れ
、
農

作
物
等
も
米
、
去
、
梨
、
王
制
黍
、
務
麦
、
か
一芸

ベ

茶

、
桑
、
E
z
--

B
J
.
1
 

1wuJ

，s・F

等
を
主
と
し
て
甘
版
、
甘
訟
の
栽
培
可
能
な
る
も
冬
季
に
入
れ
ば
特

別
の
保
護
を
必
要
と
し
、
加
子
山
半
子
笥
も
一

年
生
の
作
物
と
な

っ

て
冬
季

に
は
川
白
死
す
る
に
王
る
。
熱
情
植
物
に
到
つ

て
は
栽
培
不
可

能
で
あ
る
。

一%
来
杉
桧
等
の
針
葉
樹
は
近
代
人
工
造
林
の
結
果
今
日
の
様
況
を

見
る
に
到
っ
た
も
の
で
、
木
町
の
天
然
林
相
は
カ

vv
、

ν
イ
類
の
市

緑
淵
葉
樹
林
及
松
林
で
あ
っ

た
。
し
か
も
市
緑
淵
葉
樹
林
が
大
部
分

で
あ
っ
た
が
順
次
伐
採
せ
ら
れ
て
人
工
造
林
が
こ
れ
に
代
り
現
在
は

社
設
林
と
し
て
伐
っ
て
居
る
に
す
ぎ
ぬ
。

大
字
則
之
内
三
鳥
村
社
、
川
上
大
宮
神
社
等
は
そ
の
代
表
的
な
も

の
で
あ
る
う
。

桧
、
杉
等
の
沼
市
定
在
樹
は
、
本
町
奥
地
の
河
之
内
、
井
内
、
消

川
地
区
等
地
味
肥
沃
な
る
地
に
植
栽
す
る
に
適
し

そ
の
他
前
山
の

地
に
は
松
の
保
育
を
す
る
を
可
と
す
る
。

本
町
に
産
す
る
植
物
の
種
類
は
極
め
て
多
く
、
各
編
詳
述
す
る
如

く
な
る
も
、
由
緒
あ
る
古
木
、
珍
奇
な
る
値
物
に
到

つ
て
は
場
天
王

相
の
大
枠
、
医
王
寺
の
橡
、
吉
久
長
泉
寺
の
「
ピ
ヤ
ク

ν
ン
」
大
字

河
之
内
金
毘
経
寺
の
杉
の
大
木
、
滑
川
光
明
寺
の
大
杉
の
外
白
猪
の

施
の
白
糸
革
、
伊
政
ク
リ
ム
ラ
、
井
内
山市口一柳峯
の
石
南
の
群
生
、
井

内
黒
岩
の
桃
の
野
生
、
河
之
内
雨
滝
の

「
い
す
の
木
」
の
叢
生
が
あ

り
、
ま
れ
な
も
の
で
あ
る
が
大
字
吉
久
の
「
お
き
ち
も
づ
く
」
は

EX

部
省
指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
っ
て
本
町
の
誇
と
し
て
大
切
に
保
存

-8-

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ニ
、
動

物

川
内
町
は
気
候
祖
暖
で
あ
る
か
ら
、
各
極
の
動
物
の
生
育
に
適
し

殊
に
全
町
の
七
割
ま
で
も
山
岳
地
帯
が
あ
る
か
ら
鳥
類
等
其
の
種
類

が
似
る
多
い
。

「
家
畜
」

山
村
資
似
の
利
用
上
、
出
回
か
ら
牛
の
飼
育
が
行
わ
れ
て

来
た
が

近
年
は
更
に
飼
料
作
物
の
栽
培
改
善
、
酪
農
の
振
興
に
よ

ぐコ
て

乳
牛
か
農
家
に
は
大
む
ね
各
戸
に
一
頭
の
牛
を
飼

し
一

二

ミ

6
4
B
カ

育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

山
羊
、
細
半
、
豚
等
も
飼
育
し
て
い
る
が

あ
ま
り
多
く
は
な
い
。



「
家
禽
」

鶏
は

一
人
一
羽
養
鶏
を
最
低
目
標
と
し
て
飼
育
し
て

い

る
。
知
駐
は
'H
色
レ
グ
ホ

l
ン
で
あ
る
。

フ
決
議
・義
的
」

恨
め
て
低
調
で
あ
る
。

「
野
生
動
物
」

と
し
て
は
山
岳
が
重
畳
し
て
い
る
か
ら
、
猪
、
臨

料
、
狐
等
が
松
'H
山
し
刺
地
近
く
に
浦
、
兎
等
が
出
て
農
作
物
に
害
を

加
え
る
。

「
鳥
類
」

に
は
紙
子
、
山
口
、
刷
、
嶋
、
佐
、
百
舌
鳥

四
十
千ti

雲
雀
等
最
も
多
く
、
燕
、
時
、
鵠
備
、
鳶
、
府
等
も
居
る
。

「水
産
動
物
」

主
伝
川
の
支
流
表
川、

及
び
其
上
流
井
内
川
、
則

之
内
川
、
木
谷
川
等
に
は
鮎
、
税
、

ハ
ェ

、
昭
八

ヒ
メ
マ
ス
等
が

抜
息
し
て
い
る
が
其
数
少
く
、
温
泉
漁
業
組
合
が
年
々
和
魚
を
放
流

し
て
そ
の
明
州
を
は
か
つ
て
い
る
。

名
所
の
山
川
池
に
は
州
一
鮒
を
飼
育
し
て
い
る
が
其
数
刊
少
で
あ
る
。

第
五
章

災

生口

治
水
液
慨
が
完
備
し
て
い
な
か

っ
た
過
去
に
於
て
は
、
川
内
町
は

地
班
的
保
岐
に
支
配
せ
ら
れ
て
、
風
雨
洪
水
の
た
め
に
被
害
を
う
け

た
こ

と
は
勿
論
、
早
害
に
も
苦
難
を
な
め
た
。
太
古
の
時
代
を
想
像

す
れ
ば
、
現
在
の
南
方
全
部
が

一
面
の
川
原
で
あ
っ
た
事
は
地
層
の

発
闘
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る

し
、
河
之
内
や
列
内
の
山

崩
れ
に
よ
っ
て
現
在
の
耕
地
部
落
の
形
成
せ
ら
れ
た
事
等
も
作
易
に

想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
吾
々
の
先
机
が
自
然
と
戦
い
乍
ら
開
拓

し
て
来
た
現
在
の
刺
地
は
大
昔
か
ら
の
先
制
の
人
々
の
汗
と
一
日
の
紡

品
で
あ
っ
て
、就
巾
大
字
南
方
、北
方
は
全
問
の
穀
倉
地
情
で
あ
る
。

し
か
し
此
処
に
も
往
昔
幾
度
か
重
信
川
の
氾
椛
に
よ
っ
て
芙
回
の

流
失
を
見
た
事
一
一
円
な
ら
ず
、
今
に
残
っ

て
い
る
傑
の
集
積
は
そ
の

名
山
別
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
、
近
時
士
木
正
副d
の
科
学
的
技
術
の
発

~ 9 -

達
に
よ

っ
て
、
こ
れ
等
の
護
岸
対
策
は
着
々
と
効
を
奏
し
漸
ゃ
く
安

物
の
感
を
さ
え
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

き
り
つ
け

昔
の
人
々
が
、

そ
の
水
害
対
策
に
備
え
た
、
従
防
の
切
付
則
樹
木

の
松
或
は
紙
の
木
等
、
今
は
全
く
影
を
憎
め
ず
取
除
か
れ
て
、
豆
七

川
の
沿
岸
を
除
く
外
は
、
吉
久
川
川
に
小
数
の
松
並
木
を
践
す
の
み

と
な
っ
た
。

山
間
部
に
於
て
は
、
愛
版
川県
の
治
山
治
水
対
策
に
よ

っ
て
、
砂
防

工
事
或
は
山
留
工
事
等
、
着
々
実
施
せ
ら
れ
て
お
る
。
更
に
川
内
町

発
足
以
来
は
、
永
久
橋
の
架
設
、
設
岸
工
事
の
町
立
替
工
事
の
施
行

取
民
、
砂
防
、
護
岸
対
策
等
、
着
々
実
行
せ
ら
れ
、
災
害
復
旧
と



更
に
根
本
的
な
、
愛
媛
県
道
前
道
後
治
山
治
水
対
策
の
実
現
は
、
木

問
の
大
な
る
JV

引
却
で
あ
る
。

次
に
最
近
に
於
け
る
災
害
の
種
別、

発
生
回
数
及
被
害
の
状
況
を

ロ
レ
ト

3
0

4
2
u

-

災
山
の
科
別
、
発
生
回
数
及
び
被
告
制

み耐乏ど~ I 風答|ォペ;:I冷害|恥:

fflド主 千円
被1，1~:綜I 1 380 452 778 

一 一 一

回数 2 

28"ド
被害復l2.500 237 622 

回数 4 

29"1= 

被害匁i15.1日 8 

回数

30"1ミ

被害勾l 20 91 

回数 2 

|被官勾I11.185 299 

第
六
章

人

口

川
内
町
の
総
戸
数
は
二
、
三
二
四
戸
で
総
人
口
は
一
て

'L
ミ

ru

-
/
」
ノ
ィ
ノ

人
で
あ
る
。

人
口
密
度
は
一

平
方
粁
一

O
三
人
で
あ
る
か
ら
、
温
泉

郡
で
は
低
い
方
で
あ
る
。

こ
れ
を
職
業
別
に
見
る
と
、
出
業
が
円
収
も
多
く
、

凶
一戸

一、
ノL

で
、
全
体
の
七
割
八
分
に
及
ん
で
い
る
。
次
は
商
業
の
一
四
二
戸
で

そ
の
大
部
分
は
旧
川
上
地
区
間
筋
で
あ
る
。

他
は
各
部
務
に
数
戸
が

散
在
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
工
業
は
二
ハ
戸
、
其
の
他
サ
ノ
ー
ビ
ス

属
す
る
も
の
、

業
が
三
一
戸
で
、
何
れ
も
川
上
町
筋
を
主
と
し
て
い
る
。
北(の
他
に

い
る
。

即
ち
労
務
者
の
如
き
も
の
は
、
三
一
一

一戸
と
な

っ
て

(附
表
山
及
凶
参
照
)

2 戸数、人口、住宅 I (1) 
総戸数 2.324戸

総人 口 11.869人

人口語 l文 103人

，;;.: *~，業 1. 824戸

水 j主業 01/ 

工 業 161/ 

商 業 1421/ 

サ ー ビス業 311/ 

そ の他 3111/ 

67.513坪

3.3321/ 

4.7701/ 

9751/ 

76.5901/ 

138.070.600円

1.803円

~ 10 ~ 

戸
数
、
人
口
、
住
宅

一
見

昭
和
詑
年

度

(
川
内
町
役
明
訓
)

職

業

別

戸

数

民家 住

専用 住

イ1!: H'1 1/ 
縦 FTI 家屋
総床 I日 1'>'1
5平 和日 勾i

坪当 73平!IIli勾l

宅

宅* 

毘



山
業
態
別
人
口
及
び
附
帯
数

豆

町

旬

。

側

一
M

W

間

引

一
回

刊

品

匂

布

Q
仰

-

F

十
一

一

一

ーーー

一

一

日
一口
「叫

叶

4司
刊

判

叫

件

一刻

利

回

以

州

司

功

一J
q

a
人
一
0

3

3

5

2

6

一
2

1

2

7

一
『55555f

川
一足
一
4

Ah

一

↑

-
FL

川
町
一

一

一

一

昨町
一一
」
司
l
d

i
川叫
l
川
J
J

q

d
ll
川引
l
q叶
l
寸
則叶
1
4|
1
4
ハ
|
引
っ
内
i
川
つ
出
町
l
寸
引
ぺ

一口
一
部

引

相

一
6

花

田

叩

一
升

6

沼

引

自

%

一
部

一人
一
7

8

一

1

一

一

リ

一一
業

業

業

一
業

業

業

一
業

業

業

業

務

業

一

制

一

猟

バ

一

一
円
し
必
事

崎

一

引
川

一

:

一

一
J

動

謎

ス

泣

一

ィ

一

利

点

一

一

小

印

公

E

一

一

び

び

訂

一

設

造

計

一
及

聞

及

ビ

ム

円

計

一

一

一

一

昨H
-

一
=
ロ
ャ
ト

一

一

及

放

一

一

業

呆

{

一ノ

一

↑

-

一

一
J

刺

通

一

部

一

分
一

法
相
J

一

一

完

融

愉

主

一

~
一

山

林

漁

一
鉱
山
山
製

一川

金

巡

サ

公

分

一

総

ド
一
第

一
次

-GA
一
節
二
次
陀
班
点

一

第

三

次

産

業

一

問
和
白
作
悶
勢
淵
査
資
料
に
よ
る
(
滑
川
を
A
パ
む
)

2，4181 

終
戦
後
は
彼

μ平
人
や
外
地
か
ら
の
引
傷
者
等
で
村
の
人
口
が
若

る
し
く
別
加
し
た
が
、
自
然
増
加
の
分
は
産
児
調
節
等
で
断
滅
を
辿

り
、
社
会
的
動
態
で
は
就
業
主
(
他
の
関
係
で
離
村
す
る
も
の
が
増
加

し
て
全
体
と
し
て
は
刊
か
に
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
(
附
表
問
参
照
)

(3) 

人

|コ

ill)J 

1L~ 

lXJl川L 7的人口!悠一I!li Icl~ I :ZiC ，'-I I~A ~t '.1". ^ I ili~ !li I… 年次月IJ"" I IU ~七 i 死 亡 | 増以転入

人 AI AI A 

81 1861 4881 630iム

1 "j J <J 7nol 149' 3081 6白|ム
622，ム

6051ム

579
1ム

44 

149 

89 

171 

ム

ム

ム

人

n
L

口
o

n

γ

A斗
円

U

A
斗

O

J

4

1

η
4
Z
J
U

-
-
円
ノ』

ワ
ι

q

l

ηζ

I i/!J: 

λ 

488 
11.1 

1861 

149 

E H自利127"1

308 9 28"r 

403 130 99 22ヲ29イド

481 141 94 235 30"1 

98 
円

γ
M
J
 

の
4ヲ
ヘ
JU1
 

76 208 31"下

12，171人

12，022 " 

11，933" 

11，869 " 

11，852 " 

lコ

" 

IIi-l羽127"下人
28"f. 
2ヲf下

30"1". 

31"下

" 

-"0 jJlli 

" 

~11 ~ 

" 
" 



(4) 

年
令
別
人
口
椛
成

は lι|
H付平11 30 "r 
女 |1dよF業のノL内l二l

O~ 4)" 679 644 1，323 
5~ 9 752 750 1，509 

10~1 4 678 657 1，335 
15~19 554 

20-24 458 981 
25~29 421 871 
30~34 355 395 750 
35~39 281 324 
40~44 282 341 

45~49 258 270 

50~54 265 269 
55-59 249 213 
60-64 190 173 
65-69 142 166 
70~79 210 218 
80才以上 51 57 

1 5，8251 6，叫 11，8691 5，518 

(5) |ヌ

附
和
初
作
の
同
勢
調
作
一資
事
よ
り

(
泊
川
郎
it
m

を
合
む
)

一一 一 一 一一一一一-
tコ ゴU 一一 二ニヨゴ三三プく
f、 ニニ Cコーじ こ二 :fL .t=; 

JドH 惣和(ネー永

内忠岡ケ

下 上 下丸免谷野

11 UIJ徳昔日狩日J]
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第

一一

『

E
E

，ノ

内

田I

編

第

一
章

川
内
町
の
沿
革

一
、
三
内
、
川
上
両
村
の
合
併

明
治
紙
新
ま
で
は
、
川
上
、
三
内
、
市
川
の
各
地
区
共
に
松
山
球

に
所
属
、
北
方
村
、
南
方
村
、
松
瀬
川
村
、
洲
之
内
村
、
河
之
内
村

は
久
米
川
、
北
口
久
村
、
井
内
村
は
」叫
ん
八
郡
の
内
で
あ
っ
た
が
、
ぷ
保

十
一
年
の
郡
替
に
よ
っ
て
、
南
方
村
、
州
之
内
村
(
後
則
之
内
村
と

改
む
)
川
之
内
村
は
呼
'
一
八
郡
に
郡
替
と
な
っ
た
。

明
治
凶
年
の
廃
部
山
首
県
に
よ
り
、
幾
多
の
変
遷
の
後

明
治
六
斗

変
版
以
と
な
り
、
明
治
十
三
年
に
至
っ

て
浮
山
八
郷
は
、
上
浮
穴
郡
と

ノL

111¥ 
の

つ
に
分
れ
、
何
之
内
村
、
井
内
村
、
則
之
内
村
、
南

方
村
、
吉
久
村
は
下
一存
穴
郡
に
、
北
方
村
、
松
瀬
川
村
は
久
米
郡
の

州
い
い
帖
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
米
合
併
分
制
酬
を
く
り
か
え
し
、
明
治
二
十
二
年
自
治
制
の
施
行

に
よ
り
同
二
十
三
作
一
月
久
米
郡
北
方
村
、
松
瀬
川
村
と
下
浮
穴
郡

南
方
村
、
吉
久
村
の
問
ケ
村
が
合
併
し
て
久
米
郡
川
上
村
と
な
り
、

の

誕

生

下
浮
穴
郡
河
之
内
村
、
則
之
内
村
、
井
内
村
の
三
村
は
三
内
村
と
な

っ
て
発
足
し
た
。
そ
の
後
明
治
三
十
年
凶
川
抑
制
実
施
に
よ
っ
て
三

川
上
村
は
温
泉
郡
に
編
入
せ
ら
れ
た
。

内
村
、

以
来
三
内
、
川
上
向
村
は
隣
接
村
と
し
て
、
人
仙
、
風
俗
、
料
慣

を
同
う
し
、
産
業
経
済
に
密
接
な
る
関
係
を
保
ち
、
あ
る
時
代
は
、

組
合
立
小
学
校
を
投
出
す
る
な
ど
、

'H然
的
に
別
宿
の
伎
を
加
え
、
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大
正
時
代
よ
り
耐
村
の
合
併
説
起
り
、
右
識
者
の
中
に
は
調
脊
研
究

を
進
め
実
現
に
努
め
ん
と
し
た
者
も
あ
っ
た
が
、
立
(
機
到
ら
ず
実
に

十
年
来
の
抗
出
と
な
っ
て
い
た
。

た
ま
た
ま
昭
和
二
十
八
年
九
川
一

川
を
以
て

「
町
村
合
併
促
進

法
」
が
公
布
せ
ら
れ
、
同
十
川
一
口
よ
り
こ
れ
が
実
施
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
二
十
二
年
町
村
制
の
発
布
以
来
、
六

十
年
の
期
間
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
山
に
時
代
の
進
歩
は

実
に
目
覚
し
い
も
の
が
あ
'っ
た
。
即
ち
、
交
通
に
七
ろ
、
教
育
に
し

ろ
、
政
治
産
業
文
化
等
実
に
隔
世
の
感
が
あ
る
の
で
あ
る
。
交
通
が

盛
ん

に
な
れ
ば
、
立
派
な
自
動
車
通
行
道
路
が
必
白聾
に
な
る
し
、
木



橋
の
橋
で
は
間
に
合
は
ぬ
よ
う
に
な
る
。
小
さ
な
村
で
昔
の
俸
の
太

一半
を
夢
み
て
い
る
こ
と
が
で
き
ぬ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
町
村
が
合
併
に
よ
り
組
織
、
運
営
を
合
理
的
、
且
つ
、
能
率

的
に
な
し
、
住
民
の
福
利
を
増
進
す
る
よ
う
、
規
模
の
適
正
化
を
図

る
目
的
に
ら
る
事
に
よ
っ
て
三
内
、
川
上
両
村
に
於
て
は
県
の
勧
詰

及
び
促
進
法
の
示
す
処
に
よ
り
、
岡
村
合
併
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
の
で
あ
る
。

ニ
、
三
内
村

川
上
村
合
併
促
進
協
議
会

初
め
は
両
村
北
〈
「
合
併
世
話
人
」
な
る
者
を
と
っ
て
先
進
地
の
視

察
研
究
等
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日
に
三
内

村
役
場
に
於
て
三
内
村
、

先
ず
「
三
内
村
、

川
上
村
合
併
研
究
委
員
会
を
開
催
し
た
。

川
上
村
合
併
促
進
協
議
会
規
約
」
を
設
け
、
協
議

事
務
所
を
、
三
内
村
大
字
則
之
内
甲
二
、
八

O
O番
地
、
三
内
村
役

場
に
置
く
こ
と

と
し
た
。
そ
の
協
議
会
の
規
約
第
一
条
に
は
、
こ
の

協
議
会
(
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
)

は
、
三
内
村

川
上
村

(以

下
「
関
係
村
」

と
い
う
。
)
合
併
促
進
協
議
会
と
称
し
関
係
村
が
問

村
合
併
促
進
法
第
五
条
の
規
定
に
基
い
て

「
町
村
合
併
に
必
要
な

調
査
」
、
「
新
村
建
設
計
画
の
策
定
」
そ
の
他
合
併
に
関
す
る
協
議
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
会
長
及
委
員
四
一
人
を
も
っ
て
出
発
し
、

こ
の
規
約
を
昭
和
二
九
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
に
し

た。
ー
、
三
内
村
、

川
上
村
合
併
促
進
協
議
会
委
員
名
簿

上

会
長

村

長

助

役

収
入
役

議

長

副
議
長

議

員

山
協
川
町
一
事

森
林
組
合

出
津
委
員
長

消
防
凶
長

青
年

団
長

教

育

長

婦
人
会
長

学
識
経
験
者

職

員

代

表
Ij~ 

大

窪

附

市

日

野

恒

好

佐

伯

好

見

田
井
一
十
郎

近

藤

朝

見

富

久

卓

実

子
加
川

一旦

-
1

4
1
j
f

t

 

曽

我

部

音

波

東

仙

太

郎

佐

伯

武

久

北

条

胤

美

佐
々
木
喜
十
郎

近

藤

義

消

高

間

繁

市

高

須

賀

義

則

近

藤

た

づ

え

近

藤

仙

近

藤

嘉

代

近

藤

金

凹

郎

戒

能

川

太

菅

野

芳

明

二
十
一
名

村

)11 

t

z

 

ふふ
1

ト

小

L
F

助

役

収
入
役

議

長

副
議
長

議
回
以

内
M

協

長

森
林
組
合

民
業
委
員
長

消
防
団
長

青
年
団
長

教

育

長

婦
人
会
長

学
識
経
験
者

職

員

代

表

樋

口

光

春

日
独
郎
国

志

波

部

武

美

大

西

時

久

田

中

正

一

名

越

明

香

ぇ

1

4

九

44t

コ

刀

ふ

7

2
山
山

波

部

数

一

大

西

悔

古

今

列

春

長

渡
部
鹿
太
郎

n
口

i
B

昨
日
間
い
い

r
E

J
」

ノ

古

川

当

J

栃
木
平
太
郎

佐
伯
伊
達
留

菅

野

斗

清

池

川

八
重
子

f

、
v
rJ

-e-

ミ

刀

市

ぶ

「
H

刻
沢
ヨ
シ
ヱ

三
津
山
保
太
郎

国

井

正

計

問

中

正

親

二
十
一
名

中、I
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(
上
記
委
員
の
外
に
昭
和
三
十
年
二
月
十
祝
日
を
も
っ
て
両
村
と
も
村
会

議
員
、

em落
総
代
(
以
長
)
代
表
、
学
識
経
験
者
宅
多
数
を
委
員
に
依
似

し
大
同
凶
結
、
合
併
へ
伯
車
を
か
け
た
ω

)

愈
々
合
併
す
る

と
云
う
事
に
な
れ
ば
、
新
町
村
建
設
計
画
の
前
提

と
な
る
べ
き
両
村
の
希
望
条
件
を
調
整
し
て
、

「
合
併
後
の
新
関
係

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
の
椛
惣
を
繰
り
、
新
村
百
年
の
大
計
を
樹
て

る
県
礎
資
料
と
す
る
た
め
に
、
左
の
通
り
協
議
会
を
開
催
し
た
。

2
、
村
の
合
併
に
関
す
る
協
議
会
協
議
事
項

て
〈
円
仰
の
形
式
(
新
設
対
句
合
併
)

二
、
新
町
村
名
(
懸
μ
公判介、

雪
門
ひ
易
く
、
書
き
易
い
斬
新
な
も
の
)

三
、
役
場
の
位
置
(
委
員
会
付
託
)

問
、
M-M営
造
物
の
処
分
(
基
本
財
産
後
廻
し
、
行
政
財
産
持
容
、
処
分

は
新
村
で
)

仁
川
、
議
会
議
員
の
任
則
と
定
数

(
委
員
会
付
託
)

六
、

一
般
聴
の
脈
由
民
の
身
分
に
つ
い
て
(
委
員
会
付
託
)

七
、
町
村
税
の
賦
諜
率
に
つ
い
て
(
低
き
に
つ
く
)

八
、
国
民
俗
版
保
険
の
取
倣
に
つ
い
て
(
現
在
の
も
の
を
推
し
す
h

め
る
)

ー、

被
保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項

2
、
保
険
給
付
に
関
す
る
事
項

5
、
国
保
保
険
税
、

一
郎
負
担
金
に
関
す
る
事
項
(
六
割
給
付
)

4
、
財
産
及
営
造
物
に
つ
い
て

(
直
営
診
療
所
と
す
る
)

5
、
そ
の
他

九
、
郎
一
治
瓜
絡
日
没
置
に
つ
い
て
(
後
廻
し
)

十
、
自
治
功
労
者
の
取
扱

(
委
員
会
付
託
)

土
、
関
係
町
村
で
構
成
す
る
一

郎
事
務
知
人
件
の
処
世

(火
砕
以
等
)

豆
、
民
協
仙
川
〈
日
、
そ
の
他
公
共
川
休
の
取
扱
に
つ
い
て

(新
村
で
)

十一ニ
、
民
業
委
員
会
灰
域
を
と
う
す
る
か
(
当
分
現
在
の
ま
h
)

十四
、
合
川
切
実
施
の
時
期
(
九
月
県
会
提
出
回
収
)

十車
、
新
町
村山
山
及
川
画
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
引
羽

ー、

新
村
名
、
懸
公
募
集

内
〆
ム
、

“H
 

京
、
そ
の
他

新
町
村
佳
設
計
画
は
、
新
町
村
恒
久
の
計
の
竹
山
般
を
な
す
も
の
で
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あ
る
か
ら
、
そ
の
策
定
に
当
つ
て
は
、
治
新
な
柿
恕
を
も
っ
て
臨
む

と
共
に
、
あ
く
ま
で
も
実
現
可
能
な
健
実
な
も
の
と
す
る
事
、
及
び

新
町
村
誕
生
を
機
と
し
て
、
強
化
さ
れ
た
行
川
政
力
を
活
用
し
て
諸

施
設
を
盤
備
統
合
し
て
、
経
費
の
効
率
的
迎
用
と
行
政
の
能
率
化
を

は
か
る
事
女
第
一
と
し
、
新
町
村
建
設
計
画
を
雌
定
す
る
事
の
因
刻

な
場
合
は
、
大
綱
的
な
暫
定
計
画
を
建
て
て
、
合
併
後
に
実
現
す
る

如
く
、
特
に
新
町
村
桂
設
計
画
に
要
す
る
経
貨
の
川
似
と
し
て
は

地
方
債
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

て
新
町
村
建
設
基
本
方
針



二
、
町
村
役
場
支
所
統
A
H
整
備
に
関
す
る
事
項

三
、
小
学
校
、
中
学
校
そ
の
他
教
育
文
化
施
設
の
獲
備
統
合
に
関
す
る
事

戸ト
J

1
J
 

問
、
消
防
胞
設
の
統
A
門
整
備
に
関
す
る
事
項

一h
、
病
院
は
政
療
所
そ
の
他
術
生
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

六
、
回限
内
腕
投
、
保
育
所
そ
の
他
厚
生
施
設
整
備
に
関
す
る
市
中
頃

七
、
道
路
続
梁
そ
の
他
土
木
施
設
整
備
に
関
す
る
事
項

八
、
水
道
事
業
、
自
動
車
巡
送
業
そ
の
他
公
営
企
業
に
関
す
る
事
項

九
、
什山
本
財
政
造
成
に
関
す
る
事
項

十
、
/
引
の
外
〈
円
仰
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
必
裂
な
合
併
町
村
の
永
久

の
利
益
と
な
る
べ
き
建
設
事
業

十一
、
財
政
訂
悶

十二
、
そ
の
他

三
内
村
川
上
村
合
併
促
進
協
議
会
専
門
委
員
会

川
上
村
合
併
促
進
協
議
会
専
門
委
員
会
事
務

分
掌
規
程
を
設
け
て
総
務
部
、
財
務
部
、
教
育
部
、
社
会
部
、
土
木

ま
た
別
に
三
内

村
、

部
の
専
門
委
員
会
を
置
き
委
員
附
託
と
し
て
研
究
さ
せ
た
。

車窓

務

音li

て

新
川
村
点
引
に
関
す
る
事
項

二
、
役
場
の
位
置
等
に
関
す
る
明
項

三
、
議
会
の
議
員
の
任
期
と
定
数
に
関
す
る
事
項

問
、

一
般
職
の
脈
回
以
の
身
分
に
関
す
る
事
項

五
、
郎
都
述
絡
員
設
置
に
関
す
る
事
項

六
、
自
治
功
労
者
等
の
表
彰
K
関
す
る
事
項

七
、
関
係
町
村
で
構
成
す
る

一
郎
事
務
純
今
に
関
す
る
事
項

八
、
新
村
建
設
計
画
に
関
す
る
事
項

九
、
啓
蒙
報
道
花
関
す
る
事
項

十、

そ
の
他
、
他
の
部
に
属
し
な
い
事
項

J
パ
ai
 
I
 
務

古fi

て
歳
入
歳
出
に
関
す
る
事
項

二
、
財
-
弘
に
関
す
る
事
項

三
、
公
営
企
業
等
に
関
す
る
事
項

凶
、
そ
の
他
、
財
務
に
関
す
る
事
項

教

剖l

青

- 16-

て
小
学
校
に
関
す
る
事
項

二
、
中
学
校
に
関
す
る
事
柄引

三
、
諸
学
校
及
び
諸
学
級
に
関
す
る
事
項

問
、
公
民
飢
活
動
等
に
関
す
る
事
項

γ

八
、
青
作
団
に
関
す
る
事
項

六
、
腕
人
会
に
関
す
る
事
項

七
、
社
会
教
育
に
関
す
る
事
項

八
、
そ
の
他
、
教
育
に
関
す
る
事
項

社

会

笥i

て

国

民
俗
成
保
険
事
業
に
関
す
る
事
項

二
、
病
院
診
療
所
需
に
関
す
る
事
項

三
、
授
産
胞
設
保
育
所
に
関
す
る
事
項



問
、
公
山
川
住
宅
に
関
す
る
事
項

丘
、
隔
雌
病
舎
に
関
す
る
事
項

六
、
火
葬
場
に
関
す
る
事
項

七、

そ
の
他
術
作
及
、
ひ
厚
片
山
胞
設
に
関
す
る
山ド羽

二t

木

剖1

¥』一一一/

一
、

一
般
土
木
に
関
す
る
事
項

二
、
民
業
十
木
に
関
す
る
功
項

一二
、
林
業
土
木
に
関
す
る
事
項

問
、
災
山い
い
け
佐
川
に
関
す
る
引
項

江
、
'出
世
俗
電
話
に
関
す
る
事
項

六
、
民
業
に
関
す
る
中
市
唄

七
、
林
業
に
関
す
る
事
項

八
、
そ
の
他
土
木
及
び
勧
業
に
関
す
る
事
項

こ
の
規
定
は
附
利
二
十
九
年
凶
月
八
日
よ
り
施
行
す
る
。

「
守
門
委
員
」

は
最
初
の
委
員
四

一
名
の
中
か
ら
収

っ
た
。

か
く
て
附
和
二
十
九
年
三
月
に
合
併
促
進
協
議
会
の
設
立
が
で
き

規
約
の
制
定
、
村
議
会
の
議
決
、
県
知
事
の
認
可
等
も
完
了
し
て
山

発
し
た
も
の
の
け
以
も
難
点
と
な

っ
た
こ
と
は
、
明
治
二
十
二
年
川
村

制
実
施
以
来
六

O
年
の
旧
村
意
識
の
脱
退
の
出
来
ぬ
事
と
「
新
村
役

場
仙
躍
問
題
」

及
び

「
中
学
校
統
合
及
校
舎
建
築
位
置
問
題
」

等
で

ら
っ
た
。

川
上
、
三
内
二
村
合
併
問
題
も
「
東
温
六
ケ
村
合
併
問
題
」
の
拍

到
す
る
等
の
事
も
あ
り
議
論
百
山
山
山
廿
U
勿
に
決
定
す
る
に
到
ら
ず
、
川
(

間
合
併
協
議
会
事
務
局
は
資
料
の
提
出
儲
川氷山
地
動
等
に
努
力
を
致
し

昭
和
二
十
九
年
九
月
県
議
会
上
程
を
目
標
に
促
進
協
議
会
及
各
部
市

門
委
員
会
を
開
催
し
て
、
研
究
を
進
め
一
方
弘
知
活
動
、
或
は
部
務

別
懇
談
会
等
を
開
催
し
て

前
進
の
態
此
を
弛
め
ず
合
側
へ
迎
進
し

た
。

四
、
三
内
村
川
上
村
合
併
促
進
協
議
会
経
過

昭
和
二
十
九
竹
内
川
七
日
三
内
小
学
校
に
て
山
似
し

第
一
同
促
進
協
議
会

た
。

第
二
問
問
川
十
五
円
川
上
村
役
湯
に
て
間
似
し
た
。

山

協

議

事

項

ー、

役
場
の
仇
位

以

L
A
，
似
は
新
閃
辺
沿
い
民
地
を
出
さ
な
い
泊
地
と

す
る
ω

2
、
談
会
議
日
の
任
則
定
数
日
治
法
第
九
十

一
条
第

一
明
に
よ
る
・刀
法

で
、
川
村
単
位
に
選
挙
灰
を
設
け
、
両
村
同
M
J
数
巡
山
ω

定
数
二
」i
六
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b
h叫
5
、
新
村
は
「
村
」
に
決
定

4
、
国
民
健
康
保
険
の
取
扱
現
在
三
内
村
の
行
っ
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
は
紋
統
し
、
川
上
村
は
早
急
に
開
始
、

三
内
村
の
紘
に
沿
う
べ
く
進

め
る
ζ

と
に
決
定
し
た
。

第
三
回
協
議
会

一九
月
二
十

一
円
三
内
村
役
場
に
附
似
し
た
u



源
泉
地
方
事
務
所
中
村
総
務
課
長
、
森
主
事
、
門
問
主
事
来
会
。

協

議

事

項

ー
、
両
村
長
よ
り
部
落
懇
談
会
の
模
様
の
説
明
あ
り
、
両
村
共
合
併
に
異

存
は
な
い
が
、
よ
く
調
査
研
究
し
て
合
併
を
進
め
る
よ
う
要
望
が
あ

っ

た
u

2
、
新
村
建
設
一
致
項
案
に
つ
い

て
討
議
し
た
u

役
場
の
位
置
問
題
調
整
出
来
ず
次
回
持
越
散
会
し
た
ω

七
凡
二
十
八
日
川
上
村
天
迎
教
会
に
開
催

怖
仲
間
同
協
議
会

協

議

事

現

役
場
の
位
置
纏
ら
ず
総
務
委
員
、
正
副
委
員
長
、
辺
事
者
に
協
議
を
付
託

し
協
議
す
る
む
決
論
が
山
な
い
の
で
総
務
委
員
、
正
副
委
員
長
会
を
聞
き

協
議
す
る
事
と
な
り
、
九
月
県
会
提
出
を
再
臨
認
す
る
ω

第
五
同
協
議
会
八
月
三
日
三
内
村
役
場
に
て
関
似
し
た
。

問
題
は
役
川
崎
位
置
、
他
に
適
地
を
燃
が
す
む

第
六
回
協
議
会
九
月
七
日

川
上
村
役
場
に
て
開
催
し
た
。

ね
・
泉
地
方
事
務
所
長
、
総
務
謀
長
、
門
田
主
事
米
会
。

協

議

事

項

1
、
第
五
同
促
遊
協
議
会
で
総
務
委
員
会
付
託
の
役
場
位
置
の
澗
査
を
委

員
長
よ
り
報
告
あ
り
協
議
の
結
果
、
川
上
村
市
旧制
、
坂
本
氏
宅
を
購
入

す
る
乙
と
に
決
定
し
た
ω

2
、
中
学
校
統
合
方
針

一
村
一
中
学
校
と
し
、
昭
和
三
十
年
度
松
瀬
川
中
学
校
、
昭
和
三
十

一

れ
つ
皮
川
上
中
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
三
内
中
学
校
に
統
合
す
る
ζ

と
に
決
定

し
た
ν

3
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
と
定
数

町
村
合
併
促
進
法
第
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
新
定
員
四
人
、

任
期
は
新
村
成
立
の
日
か
ら
満
一
ヶ
年
と
す
る
乙
と
に
決
定
し
た
ν

4
、
次
の
事
項
は
再
確
認
が
さ
れ
た
ω

川

基

本

財
IM

庄の
処
分

制
限
員
の
身
分
保
証

判
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱

判
部
落
連
絡
員
設
置
方
法

同
一
部
事
務
組
合
に
関
す
る
事
項

5
、
合
側
実
施
の
期
日

八
月
県
議
会
に
提
出
、
実
施
を
十

一
月
三
日
の
目
標
で
進
む
こ
と
に
申

人
件
せ
た
ω

6
、
協
議
事
項
及
び
新
村
建
設
社
間

協
議
事
項
及
び
新
村
建
設
計
画
の
協
議
が
な
さ
れ
、
乙
の
計
画
に
よ
り
、

'W
孫
懇
談
会
を
早
急
に
聞
き
、
村
氏
各
位
の
納
得
を
ね
る
こ
と
を
申
合

せ
散
会
し
た
ω

部

落

懇

談

会

第
六
同
促
進
協
議
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
、
新
村
建
設
計
四
史
綱
に

基
き
次
の
通
り
部
族
懇
談
会
を
実
施
し
た
。
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(2) 

jL内
月中，j

士十十八の

日日日日分

午
後
八
時

凶
谷
小
学
校

土
谷
小
学
校

令
民
間
航
J
寸

三
内
村
役
場

〆ノ

" 

" " 



十
六
日

川

上

村

の

分

九

月

八

日

松

瀬

川
校

M

八

日

仙

税

会

主

九

日

川
上
村
役
場

九

日

川
上
小
学
校

十

円

北

方

公

立

十

日

波

部

総

一
宅

十

一
日

長

泉

寺

十
川
一
口
川
上
村
役
場
に
開
似
し
た
。

昭
和
三一
十
勾
二
月
十
九
日
川
上
村
役
以
に
て
開
似
し
た
o

mm
和
三
十
年
三
川
十
三
口
川
上
村
役
場
に
て
開
催
し
た
。

〆〆

政
元
公
会
堂

1/ F
仏
民

1
i
J

，L
t
j
H
 

r
 
，，
 

1/ 1/ 1/ 1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

第
七
回
協
議
会

第
八
同
協
議
会

第
九
同
協
議
会

五
、
村

;夫

定

名

ー
、
村
合
併
弘
報

「
新
川
内
村
誕
生
す
」

昨
年
存
三
内
村
、
川
内
村
の
合
併
促
進
協
議
会
が
生
れ
て
以
米

一
年
余
、
慎
重
審
議
を
重
ね
、
そ
の
間
幾
多
の
迂
余
曲
折
が
あ

り
、
村
民
各
位
に
も
何
回
と
な
く
相
談
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

遂
に
笑
を
む
す
び
三
月
二
十
日
合
併
促
進
協
議
会
及
両
村
、
村

会
に
於
い
て
三
内
、
川
上
の
両
村
合
併
決
議
が
成
立
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
重
な
る
事
項
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
と

「巳
4

ゴ日
口

一
、
新
村
の

名

称

一
、
新
村
実
施
期
日

一
、
新

村

役

一
、
学

校

の

強

制

一
、
村
議
会
の
編
成

の村

長

選と

議

挙民

「
川
内
村
」
と
呼
称
す
る
。

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日

場

現
川
上
村
大
字
南
方
二
八
八
番
地
へ
新

築
す
る
。
新
庁
舎
の
完
成
す
る
ま
で
現

川
上
村
役
場
を
使
用
し

場
に
出
張
所
を
置
く
。

現
三
内
村
役

小
学
校
、
中
学
校
共
に
当
分
の
間
現
状

の
通
り
と
す
る
。
但
し
巾
学
校
は
統
合

の
方
針
を
も
っ
て
五
ヶ
年
以
内
に
現
三

内
中
学
よ
り
新
庁
合
附
近
の
聞
に
他
校

す
る
。

第
一

一川
の
選
挙
に
限
り
、
旧
三
内
村
、

旧
川
上
村
の
地
区
別
に
選
挙
区
を
設
定

し
て
各
々
十
三
人
(
合
計
二
十
六
人
)

宛
の
議
員
を
選
出
す
る。

一
新
村
発
足
後
な
る
べ
く
早
く
、

未
定
、
法
定
期
間
五
十
日
以
内
)
村
長

及
村
議
会
議
員
の
選
挙
を
執
行
す
る
。

新
村
発
足
事
項
は
順
次
決
定
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、

大
体
右
の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
、
来
る
四
月
二
十
五
日
吾
が

~ 19 ~ 



「
川
内
村
」
は
輝
や
か
し
い
発
足
を
い
た
し
ま
す
。
新
村
の
行

一

手
に
は
幾
多
の
苦
難
と
歓
喜
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
お
互
に

一

し
っ
か
り
と
手
を
執
り
あ
っ
て
一
致
協
力
、
こ
の
苦
難
を
開
拓

一

し
大
き
な
希
望
を
現
実
に
す
る
よ
う
努
力
致
し
ま
し
ょ
う
。

一

昭
和
コ一
イ
句
三
川
二
十
五
日

三

内

村

長

川

上

村

長

三
内
村
議
会
議
長

川
上
村
議
会
議
長

2
、
村
名
募
集
当
選
決
定

大田凶大

1!1i ;)1 !1i 口 窪

11与十 光 H青

久 郎 谷 市

か
ね
て
募
集
中
で
あ
っ

た
新
村
名
応
募
者
三

四
三
名
の
多
数
に
の

花
衡
の
結
果
、
新
村
名

「
川
内
」
と
決
定
、

ぼ
り
、
共
新
村
名
合
計
一
凶
五
砲
の
多
き
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
が

昭
和
三
十
年
三
月
十
九

日
の
促
進
委
員
会
に
於
て
発
表
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

A
H
川
川
村
の
旧
村
名
川
上
村
の
「
川
」
と
、
一
二
内
村
の
「
内
」
を
執

見
た
る
制
点
か
ら

り
、
且
つ
重
信
川
本
流
横
河
以
東
の
川
の
内
に
在
る
地
勢
上
よ
り

し
た
。

「
川
内
」
と
云
う
名
称
を
呼
称
す
る
こ
と
と

当
選
者
三
五
名
に
山
県
金
一
万
円
を
等
分
に
贈
呈
し
た
。

3
、
温
総
第
二
九

O
号

昭
和
三
十
年
三
月
三
十
日

温
泉
地
方
事
務
所
長

三

内

村

長

足

川

上

村

長

民

村
の
廃
置
分
合
に
つ
い

て

温
泉
郡
三
内
村
、
及
び
川
上
村
に
か
か
る
標
記
に
つ

い
て
は
、
別

紙
告
示
写
の
と
お
り
処
分
さ
れ
た
か
ら
御
了
知
叫附
い
た
い
。

¥I!J る。村を内 温泉都 第重媛県告方ミ

羽三1 設置 三

霊媛県知事 十年三 附し 村及ぴ内 O ニ

月 三利 廃川上村をし λ 二十 f十1: 号

久一口 j四j 

J会 十五 その

定
I ! E をもか

乱立 ら

回
施っ
イ丁て

す }II
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六

、

新

村

建

設

計

画(2; (1) 

新 会 川干
設 7・ 7~~ j 祈;:-V~ 内?

品村イ|村
ケ:;:)11 
担上
高也
<<. 
λ、

何
41 
oi 

m 
JC 

"え

el 



方針の増新築の改学校伎作(中4) 盤学校位凶の中 小学校学凶医 小学校(1)統合価専の整U他設文化のL肱州教官そt 方針の庁作(H転月4j11 叫所イ3のr也役場姐Zの2EI 位1役tのFUEt現Tる，そ場す役t関ζ 針ブ。瓜本〉J4建町l新没1 、

(4) (3) (2) (1) JI~ (4) (31 (21 (1) て

建至閉!ると で巳 作統す方る

ミ高I与I てまする

公共施は礼 八八ヨ伶立

合統盤備病(制同合の2E) 療所撃備(絵1)統合攻dのがk出4病術合k、使庁恥荷ぺt会量【

直 (，.1) (8) (7) (o) (51 
す 統将/、 、

統代備務の教t委会口t の備捺紘9離凶のIiJ 引介備修f'航統会のll: 項寸mれるJ亡哨統Oの格学の他佼J~ 千川絞似件J'校小Iγド、1><".学校のI学~l Z1るJトll ζ bl|1ザ没h 1 1 J 

IYcIの

(2) (1) -， ~ I OO) (9) (8) 千 (Gl (5) 

~ 21 ~ 



(4) (3) (2) (1) のの
八 (2) (1) 整他

ー七 (3) 

の治 Z業jJ河 tTI 道整二{也仁道 設の宅公 会脊保 ijilLl引|ミ育呆 の他火
~事 1LI 川 の 路側i=U持 の{山jlli園

整4iil{施/桁1芥1j 4t 1 3の\~項草木J/il! jお、 務!ι?|到J公 JiJT 地所
'I~ 治 j二 1\記 11111 場ll-7Jl の 設n
項ノk 木間i →パXILて7 Y血住 統 のの l υ~Gえvノ、

(4) (3) (2)へ ホニハ ロ イ (1) ハ ロ イ (2) (1) 
七 (3) 

守t1内41-j|什;t i1; 、、 、、、、 船i村 る 、 、 、次 悶 {育所を呆 J交を現一寸
lζ る 界門 山 林や道 良県 国 す Jl1 。 公のを 9出邑土L1 j-Y羽P じ 川
努 I各白 。各河 道道 道道道る政を 1主政持lzl-天担lL|!| ?;l 厚生 市用 上め 橋改 、、、、、、 。

を 、{宅jー施す新*1 
るす |じ

る。i域にj}:j 川共、修促 急度緊 度緊急、5緊急1:;山怯、弘形、十 考& し
。る一

常 1仁Hiを設る
o t=l 

ヲ，jX凡 つ"又凡ナど o /¥ ¥ 
ガ5E民JLfJ二/立lt1、3 ニ

地 復1災古 巡 lζlζ {ζ1111~河Nl ~弓~~ 必 し冬拘、す置設 設
多く 。応じ応じ応じ線川 の 度裂

衛生長のる事 事 iJ|刷3タコl Pi T 
県 川 逐逐巡の車線停場開 4改Z の 公 。るる

R i i主計す 。 f |調 。 ま 1{Lζ円L高A口|、1 
の化 で

の所 すす の り
昂を 現 公務
~.~j は 上川 f衆id 砂をるるる改 逐 lζ カ〉

I~î ~在
。。。

修 iJ( 努る
保育

工 11iIJ 
。
3を め 。

(1) るのー (3) (2) (]) !cO (2) (1) a，，;J~ 
'N本基 !Jl述 、 l羽材、 Ji'i，汗 項lAす関 't;~. jt 水す隊!公
琴ilc{三項!戎基

す|業)Ij I7E l発jJEli PE 事*の~首L る7J1
|刻U;J l乙木 る Ij

IJIJ るl発業}IJ {の也事 事項合業すIlli |羽Jtj
項事fl こE 発事 事事項る造 すj主 公業 lζ 

(l) (3) (2) (1) (2) (1) 

木 林 の整 村 を有 JイJTl 造林と林平山IJ定材、 ~- (也 7tEE 統合 出 公必
J1;j 、基し と 保林

め を盟fる 一家命 l業JI;J 質F~' ~なzf 
l並宮木 、造 設に ui 成る 受庁 。 導析檎し
の県を夫 材、 有対 lと (C 0 Jをnけ のの 発 EをZ;iる也
造行整々和合1 Ii見しょ 努造 て 定折 組、人並 1究l幾肝
成造備の す てつ め林 r~Jj 、 光司王 閉 じ正;
を林 す分 の る 、て る事業度化経す にを肯勢を佳 設に
はのる里子 、 。胞統合 。 釘 る当5 イ~1じ-t i:-Iを1j:J す 簡
か 払 o を 「 業

拡し並経林業 め 側す整l る。道よ水fI 
る ド新 l列造材、 案を たし 充に林flJT-l k る。生し 設置。げ村liIi

主 語何 E 言陀るしを地 lζ 分 編る プピ

受内し合収歩 成し 悲木
ilJil j行モ 、 。 、

新川xけに
を置 1のJi1導をノデレ 限民 導指|幾てあ JTl 森 JI;J ~-

、る政 」 林 111 き発う村 る
村基 国 ~I を 資 、!Cけの IJiJ Jt |を苅

。

有国~iI品 il泉村 1n~[ つ 、 認 設の
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(11) (3) (2) (1)言 (4) (3) (2) 
(l)311E 14Ml三

のlt の112合婦 4育12 、 すjEIjのt 関す交通 るlお也十 生との
統JIi:統品協Il 人 :Jt るHiF 〕負に

r舌 な;I<他
合委合 会統犬[i[、 りm 他ll¥ 1111 iに[11Ii 改

る久lζ

会員 事項合~fj~ 統の {山 関す ?どの合
1没 ，~ 投手IlfJj

(11) (3) (2: (1) (4) (3) (2) (l) 

伝回l ~ニl 統
統メ整入 統/整入 仙村の るる伊 適 J也 る表 日改内村樹新立会 分 メr弘I、 す 内 早101o o欽政 すの jが也[)流本11 

との 3在 る'，11J91 ~ t公 る迎
す n，fJ {1m 市m'fI1U 。話を改修 交A山 道は不を を
る I~I 1- すす IJIJ 、線拡充す j凶復及 f足 と
。やl る るる 殺を発問新jliを を 11-1び励 共
0) よ よよ

事Ez件 語央中ま るZ日JZ五Z百つ つつ
業
叫指す
f行f行 るす問 。 。の 。来

委 導す 場す
。る との しjIi災の

会員
村内 。し国 、地 惑

る るる て引 で 号法 (C 留
を
。 。。

放 同ノて 911 ~.\ζ よ 慣を
i也 送 ifス長 る怒り
[5ど :[;没HUl f己B 認u は く流 封l

数沈 s U山EIliTltf火 除
業委 を 紘lJ 致 しし

旋 すす kmた fド

A主 13 12 11 10 9 8 7 6 I 5 4 I 3 

バ
110 *if 司~~話.-、 日y，'刈、! ゾT U~、l 同 数f史夫 Jl1公金分JI ¥ うf，jどJj也71111]

入 支 日Z
中↓1111iえ J~[); í; 

村 )1又 I~ 入 [1['1 支
本↓放 ~X イl三 五ト

令μldMrd〈 J、(、、、ノI 
1土び
入法び業 iJ1H 立l 

び千 引JFll 債 入 五モ メJ'、F イト づと ペト 術税

き11対巴ヨ
王E [!.とJ =プミ之

z 

E亡亡コココ b' g 
E Eコ ヨヨ 区ヨ ノ1 区割 年皮初l

tコ ー/、
?・ミ 主 主 ヨヨ 亡コ ~ し二，'，ミミ 巴ヨ Cコ

(一)

長
IIIJ

L 
平日

入 ¥-

度
放
ひ

繭
z 

二=二二" 
-¥ニヨ 一 = ブc :;;0'<ミ

ノー、

g JCC1 ココ
主主 r主主4 区日 J一、 巳到 年度-tゴ -<=; コプミ

プニヌじし Cコ 三ヨ Cコ z 
一= /L  、 gg Cコ ブーL

後
五.
i自

巴旦 - 〆/rLq oJc I:!EI '" 
フ『

区五 年
CCE ココ

CCココ
-<=; rCCココ、

豆宝 S乙旦 r、 gg r、、
ヒヨ ププしc = ヨE五 〈コ 支 度J、 ノ、 'z.9 Cコ

年

度
の

f25 、
<=; 』ー プミ

~ /.〆 !対
r、、

CC=pココiく -ーtコ 4CCZ ココ
ヨヨ

J、
ヨニ， 立日

g 
Z区旦

度/R r、 ブjU U ~ 三豆 35. 
gg プc

政

一=G氏周 二二 三三 二彦、 jく 一ーー ~ ー;:;/1 

〈ヨr二三、〉、 〈C亡二ココ、コ ニ=ニ f、、 ヨ，，- プミ、 ー~ I I ，I、、、 ~ I f、、 ~、 イq~三
主 g 云さ克 2 君 呂;i副王!」

一一・ ニ:::.. J "/ミ =ヨェコi.11
、 、、、

/E九
H 三-¥ニ=:: 1 -1=:: 

ョニョヱ: 亡プ=弓コ ーブ一じ 巳ヨヨ到: 亡
f

コ
k 

仁 t-L.Q 一 六六 九

(O 凶。 作
皮

(回

{月下立
j 

[11 
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i友
14 13 12 11 10 918 7 615 4 31211 

~ð /ム、‘i 選 統 ll1 1 E'[ f~~ 

施設白社労。会書J教育白

jニ ~ 11交議

11'， 支 業 長~ ~ξ 、

挙 ~il;'.j p(l *干 {対 木 lf'i 1 J易会
干t iJ寺 1:1: IYJ 

/ 三度皮"r 日Ï~ 金 7~ 1~ 1 ~ r~ 1 l~ y~ 1~ I ÿ~ I y~ 

巴-一U 日、
2/-tコ5 、、 ;~ 1 ~ー--b"コ、a 

Eコ、
z区jztH kb 、之

亡刊ヨニヨコゴ e院f，g、、
ーヒ ヨ=ヨ

"豆t二玉王ゴ jーI:!.壬ーL3 d 
o 

/4-= = E 一=、、

= 11 

Ct三コ三コ 三ftz三、、 一プ区会tごミ割
-1=: cコ

-Jtz、 E-ttz z コ、
三=五

区ノブーヨ、L 、
4度下

g 
三三、 ーL = 

皮
ヨC-tcヨコL 支rヒ主、、Z 

~句、
ーヒ

-至-宝 ーヨ三ヒ豆三ゴ 二ニ-t=二= 、二
4j2 u 、

Cコ

一J宅-三、、

三2主1=:主三、 -プーt-ー豆U 、

3・〈

度
/Z『町、、
C一ヨCo'三コ /-ヨtゴ三、、

-tゴ -t= Cコ 去-三五
rプ一、し、、

亡zf=tz 、コ、z 

E圭3 区割 ニニ、 ーtc;、 "'" 

度Cヨtゴ互コ 豆Jt一z三、
ーE、L 、

~t::: Cコ
フt=:宍 Eー-tコー2 、 ブz=b 、， 互=主 -プし :iC 

f1EL、、Ji C-ZtコZ2L 2fじ豆丈、 プfJスミ、、 ニニーヒニ二 ーoコ 23tz ・(;1 :ー一巳-コ、 三三x三三E プ-=tz〈= C-ヨ三一ヨコ三、 ブ二ーユーLr I :ニ互PニRι プ亡ププコミ〈U、 l ~二一三一、 口三ヨ1げ~ヨ1 乙~ /1 

て 内沢 j)t 

資

|の

会債t'i: 単型1佐 柿型業 的経費
他
一一一一

巨τご=E主=主、 cO 一ZーコーE 、
Cコ

プrrc〈g、 c二三ヨ》三コまミ、 〈c三三三三ココ、 一ーf一-、

三=it司ゴz三、、 cCニ2ニニコE、E コ 5gg三

EC』l“zZEココgS、 ニCCヨ=ココ王ニ、 ープ二三二Eーミ、 Cζ二コL、、コ プCECココミミ、〉 プ3ニニニニh〈ミ、

QI8 zgg12 

夫呂

包 I~
-24-

F付 ~J~

そ物人

の件存|ニ

他 1'i:1 1~ 

3二Z一E217二t、a プErヒコく、ゴ、 ーー叫-ヒ一ニゴ、ゴe 

Cヨ巴-1ヨ忌コ= 、I I -ー1=;、 -ヒ-ゴ、
f3、E 一U一-

jCコiii亘-tz i U 

夫-ヨt主二、g-三1=:三、五 二ttz J 、
Eヨi7Liロコ吋1、 C区-一uD民、 -ー-ーuし-、

三一日L三、J 一C吐2コ3コ、 一ーψじL、・

日

;，.~ 

同

þ.~ 

経

費

兄IJ

内

訳



I)~ 訳 l附 l lH lM lH lrr lH
3D'iJSt 1 311，1'!立 321，1:151:1 331，1'JJt 1 34'[:'1立 35イI'Ht

1. 教 手I 5，000 

2. i'1: JJ..I~ 'I~ 4. 

3. イ泉純 11，¥[ ~I 'r}~ 1.500 

4. ft j並:1木仙 1.000 1，000 600 ろ.000 5. 

5. I;~ ~土木-1/( 300 1.000 

6. I;~ 業経済 {ム 1.300 7.600 900 9. 

社会及λ}1. び 1.800 2.000 1.000 600 5. 7・ ，');1JJ )iI1i. ~& ~~ 
8. JK ~;!;: 1.友 11-1 1~ 

9. 公共企業仙

5.000 2.800 9.200 11.600 4.000 32.600 

/、、 II!{ IIH II!{ 117{ II{{ II{{ II{{ 1IiJ， 

羽l 羽l 利l 羽l 羽l 羽l 羽l 手11 羽l
r E 

c コ JL ， ， L: ;.~、VLI = 

度 度 ιl: 民; J見; 1st J!J.' J!J.' !よ

468 ~25 6 32 111 30年
767 189 325 6 64 180 31 
1.367 598 189 325 5 64 180 32 
2.117 754 598 189 325 5 64 182 33 
2.693 260 754 598 189 644 5 63 180 34 

2.868 260 754 598 361 644 5 67 179 35 
3，455 260 754 1.188 361 644 5 64 179 36 
4.186 260 ↑.490 1.185 361 643 63 179 37 
4.438 514 1.494 1.181 360 643 66 180 38 
4.446 515 1.494 1.186 360 644 66 181 ろ?

4.430 512 1.494 1，180 360 640 63 181 40 
4.408 517 1.495 1.186 359 645 65 141 41 
4，187 512 1.491 1.181 359 644 -1 42 
4.185 518 1.489 1.180 359 639 -1 43 
3.554 514 1.496 1，185 359 44 

3.188 517 1.499 1，181 45 
3.188 517 1，499 1.181 46 
2.001 512 1.489 47 
516 516 48 

メ弘、
II. 
じ "、、 7L ヨじf 位g f、、
171.1 

Ct-コ r~五S
Cブ【とコ吋じ iニ = L: CFコL 

ご1; = L.; 
~ 

V'-I 
L.;. 
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込
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川

内
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起

仙
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昭

和

三

十

年

度

事

業

計

画

明

細

書

(単
位
千
円
)

~Ml 1虫w-独111 ~MJ- 独i詳 1虫単 独単 二〈ltZ品¥ 独単 栂別事業

号-ilH業l ? 8 7 6 5 4 3 2 

林 1& j本 村

F 校増築内中』二

f生

道 送 IJ~ メI二X1 
道 IhJ J;; 

改 r81F314L 4 
家 "日 改

にt仁ii }T 
政 相| D 業

修 1JIIi 
校弓ニ

修
九似きF又L l 

建築1-'{ 1，{ 一一一 安I
名

イー

i区也三内 一 所t~i事業
年

rl-J 延長 敷 四 度 11] 延長 数

普通教室幽霊
一卜欽筋 事

歪A、gC米コ

j出

菜室米

i也
延 |建椅コン 業

寅 教 翼

上 上
Fニgド クリ| 

内

自 室 立JF!J& 
~干司

区民、
司Z目注王

c〈Cコココ、 プヨCjEコミu 、
亡C亡コココ、

= 、

ZCョEコz、z E CCCコココ g cコ
CCプココU 

Cにζコココ、 ーζJC一ココ、 CC= ココ

同 ItJli
3 助

以 率

医|

〈

E

亡コ
コ
コ

g 庫

|司

~Q、

上

寄
付
金CC

亡コ
コ

コ

、
CC
亡コ
コ

コ

、
CCζコ
コ

コ

、
jl;j 

J巳 昨日

三亡亡亡コ

三

コ

コ

、

ー

1ECCzコ
コ
コ

g 
、

呂 CCE
コ
コ
コ

、

財般起立の

そ

主

内

一一
C
旦コ

g 、3 

ー

豆フ

C

句

互
コ

、 、 f

三主

c
五

、

コ

、

主
〈亡

C
コ
コ

コ

、

CCC
コ
コ
コ

、

CCCコ
コ

コ

、
ノ

CC
ーコ
コ

、
g 吉川

設イ四
E

1j I| 

学

家

政

校
d→ヲ
pκ 
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オ;J~こλ品、 ~~( rli 二;Jl正A ¥ ニハ11.:爪ム ;J!、C/;ム1 H(1ji こ;Jt-:iム1 1虫単 共公

18 17 61 15 14 13 12 11 10 

林 林 林 F9AUふ~ 1~; 

日。宅会建築Eき
ノJ一、回、i 1vl、

道 道 i'=i 
犬、

A益 ili 道 民
/、、

道

改 改 Ni 
|沼

改 改 改
釘( 1111 

改

4基 修
主rr :t11 

修 修 修
建 府1

修

1せ 型t 築1~ 一一 rょ!~ 政 7~ 
-日ま工7'止11I L ・
一一 1'1 

イー

一一一 一一
年

巾延長

寺巾雲 建昨
度 rl1 延長 rl-J 延長

書巾著室
度 巾延長

封、米。 g 珂7
米 包米

一一. 一、

米 包米
Zノ、E1ト54LL C亡米U 二ココ

三一豆、
CCCフココ・コ号、 g CC仁EコココH 、 7CCpFココq 、E 

呂
CCCCココココ、

I-'q 、

呂〈CEココ 〈C4ココ2 
cδ コ

cCプココb 

cコに、{ Cコ、 Cコ、
5 

Cコ、
5 py I~ V~I 

Cコ、 、 、 、

C亡ココ JZ- CJ= 1 コ
CC会tコニコ、ゴ 3ノ亡f一コく、 ζ亡ζコココ c亡yココq g 

cCじtコg コ、 Cr-コ、、

、

-Jc3二1~コ，Le 一 cコゴ プCEココζミ EζJ一ココ、 g 

ペにC22コゴコ0く、 一〈Cζ=コココ、
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八
、
滑
川
及
び
明
河
の
一
部
編
入

三五2ジミ

ヨ-一
一
日

相
川
部
落
は
、
古
来
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
山
以
郡
旧
三
内
村、

そ
の
人

旧
川
上
村
と

の
交
流
が
深
く
、
住
民
の
親
成
関
係
も
多
く
、

伯
、
風
俗
併
出
、
生
活
及
び
経
済
等
に
密
接
な
関
係
が
み
る
の
で
、

治
川
部
落
民
は
町
村
合
併
促
進
法
の
施
行
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
治

川
分
村
委
員
会
を
組
織
し
、
部
落
全
員
箸
名
の
下
に
、
祖
泉
郡
川
内

位ヨ

九
、
川

内

町

の

発

足

村
に
沼
川
地
区
編
入
合
併
を
せ
ん
も
の

と
、
旧
桜
樹
村
及
び
中
川
村

川
内
村
に
そ
れ
ぞ
れ
要
望
し
た
。

か
く
て
昭
和
三
十

一
年
に
到
っ

て、

周
桑
郡
丹
原
町
、
岡
田
野
村
、

問
中
川
村
の
三
ケ
村
を
合
併
し
て
、

新
丹
原
町
と
す
る
機
運
が
熟
し

た
た
め
、
中
川
村
及
び
県
の
関
係
筋
よ
り
、
滑
川
部
洛
を
川
内
村
が

受
入
を
為
す
よ

5
に
と
の
要
望
あ
り

川
内
村
と
し
て
も
数
回
に
豆

区旦

っ
て
村
議
会
で
協
議
検
討
の
末
八
凡
七

U
、
制
川
地
区
制
入
合
併
を

決
議
し
た
。

か
く
て
昭
和
三
十

一
年
九
月
一

日
を
も

っ
て
、
周
桑
郡
中
川
村
大

~ 34 ~ 

字
削
川
、
大
字
明
河
中
の
字
九
騎
、
海
上
、
出，
U
M
の
区
域
が
編
入
合

例
川
内
向
と
な

っ
た
。

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日
、
新
川
内
村
が
誕
生
す
る
に
当
り
、

三
内
、
川
上
両
村
合
併
促
進
委
員
会
で
、新
聞
休
を
村
と
す
べ
ぎ
か
、

川
と
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
研
究
諜
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、

内
村
は
そ
の
而
積
に
於
て
も
、
人
U
K
於
て
も
、
川
制
を
施
く
に
よ

く
、
旧
川
上
村
に
於
て
は
、
古
米
讃
岐
街
道
の
山川
駅
と
し
て
、
人
馬

の
交
通
繁
く
、
商
工
業
家
粁
を
並
べ
、
繁
華
な
る
町
並
を
呈
し
て
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内

町

第
一
章

基

本

構

想

本
町
は
川
町
和
三
十
年
凶
川
二
十
五
日

旧
三
内
村
川
上
村
が
合
併

し
川
内
村
と
な
り
、
盟四

一

L
l
一
l
、
ー
さ
"H
I
l
i
k
F丹
川
也

z-4ィ
ノ
「
/

一

L

l

μ

マ致
指

1
1
ノ
J
q
，メ
7

1
l
JJ

区
を
編
入
合
併
し
町
制
を
施
行
し
、
「
川
内
町
」
と
し
て
発
足
し
た
。

本
川
の
係
火
的
変
遷
、
並
び
に
川
知
状
分
析
の
泊
松
に
お
い
て
見
ら

れ
る
後
進
性
は
、
人
間
的
に
も
社
会
的
に
も
、
訓
朋
的
転
換
を
必
要

と
す
る
。
他
十
間
町
界
的
食
糧
の
過
剰
生
産
に
加
え
て
、
所
謂
最
近
の

山
品
作
況
之
は

日
本
出
業
の
将
来
に
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
出

業
を
小
心
的
産
業
と
す
る
本
町
に
於
て
は
、
抜
本
的
な
改
善
を
企
凶

し
て

こ
れ
が
恭
搬
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
時
代
の
進
運
に
伴
い

果
樹
、
古
川
陸
、
寄
託
、
制
穏
改
善
を
と
り
入
れ
た
、
多
仏
川
形
州
民
業
経

営
を
合
理
的
に
推
進
し
、

X
豊
富
な
森
林
資
似
を
活
川
し
て
、
資
本

の
蓄
積
に
努
め
、
商
工
業
等
町
民
所
得
水
準
を
向
上
し
て
、

生
活
の

安
定
を
も
た
ら
す
べ
く
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
実
施
す
る
。

こ
れ
が
た
め
に
は
自
然
的
、
社
会
的
環
境
を
充
実
整
備
し

て
、
川

の

歩

(新
町
建
設
計
画
実
施
状
況
)

み

民
一
致
団
結
の
体
制
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
々
什
樟
機
関
団
体
の
有

機
的
結
合
と、

連
紫
と
を
保
持
し
て
円
滑
な
る
町
政
運
営
に
寄
与
し

国
県
行
政
に
協
力
し
て
、
治
山
治
水
、
交
通
路
菜
、
教
育
、
文
化
等

本
町
の
重
要
課
題
解
決
に
過
進
し
、
以
て
新
川
必
設
の
班
似
実
現
に

努
力
す
る
。

i
、
人

口
、
雇
傭
、
所
得
及
び
生
活
水
準
に
関
す
る
構
想
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木
町
の
人
い
は
向
然
的
に
は
、
人
日
明
加
を
辿
っ
て
出
る
が
、
社

会
的
人
口
は
転
出
者
の
噌
大
に
よ
り
減
少
し
て
居
る
。
こ
れ
は
本
町

の
労
働
に
比
し
こ
れ
を
吸
収
す
る
川
州
事
業
が
少
く
、
似
か
に
第

時
産
業
の
位
設
業
が
余
剰
労

h
(ハ
仙
川
)
を
吸
収
し
て
出
る
程
目以
で
、

」
の
建
設
事
業
場
も
、
そ
の
数
が
減
少
し
止
む
な
く
町
外
へ
転
出
す

る
ん
苧
に
よ
っ
て
、
生
活
を
新
持
せ
ん
と
す
る
者
が
附
加
の
傾
向
に
あ

る
こ
と

を
示
す
。

今
後
の
生
産
年
令
人
口

と
、
農
家
余
剰
汚
刈
は
、
山「
々
防
相
加
す

べ

き
は

一一
一
ン
ゼ
佼
た
な
い
所
で
あ
り
、
川
民
一
山
利
水
準
に
つ
い
て
も
、
前

述
の
潔
岐
に
あ
る
単
純
な
釧
臆
小
心
由
業
は
、
経
常
困
難
と
な
り



加
う
る
に
農
地
の
零
細
化
、
生
産
年
令
人
口
の
摺
加
等
、
生
活
水
準

の
低
下
を
予
測
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
が
対
策
と
し
て
は
、
経
官
の
高
広
化
に
よ
る
生
産
相
時
と

余
剰
汚
h
A

の
完
全
消
化
の
方
途
を
講
じ
、
今
後
の
家
族
計
画
と
相
候

っ
て
、
松
似
的
な
海
外
移
以
及
ひ
川
以
外
人
組
対
策
を
陣
立
し
、
新
制

産
業
開
発
等
に
よ
る
諸
施
策
を
強
h
H
に
推
進
し
所
得
の
地
大
に
よ
る

生
活
の
公
立
を
則
す
る
の
で
あ
る
。

2
、
土
地
利
用
の
高
度
化
、

そ
の
他
、
立
地
条
件
の
整
備
及
び
産
業

の
振
興
に
関
す
る
構
想

本
川
は
山
林
地
引
が
七

O
Mmを
占
め
る
関
係
上
、
森
林
資
似
を
洲

養
し
、
林
陀
物
の
雌
似
を
阿
る
。
文
開
裂
に
よ
る
州
地
川
市
を
開
拓
し

適
地
迎
沌
の
尖
を
あ
げ
る
。一
寸
川
地
引
に
於
て
は
、
田
川
の
生
産
M
n

を
向
上
す
る
為
に
、
之
が
れ
川
悦
条
件
の
強
備
に
努
め
、
旧
慣
に
ゆ
せ

ず
農
業
経
営
の
転
換
を
似
す
と
共
に
、
積
極
的
に
農
業
の
振
興
に
努

力
し
、
出
旅
物
供
給
地
刊
と
し
て
の
、
凡
ゆ
る
方
途
を
誹
じ
る
。
又

商
工
業
と
の
連
黙
を
保
持
し
て
、
出
産
加
工
、
手
工
業
等
小
企
業
と

の
関
連
に
於
て
発
以
を
策
す
る
。

3
、
道
路
其
の
他
土
木
交
通

通
信
施
設
の
整
備
に
関
す
る
構
想

国
県
道
の
改
修
佐
伯
を
促
進
し
、
町
道
の
充
実
に
努
め
、
交
通
機

関
の
高
度
利
用
の
方
途
を
講
ず
る
。
建
設
関
係
事
業
を
推
進
し
て
、

治
山
治
水
は
勿
ん
刷
、
州以
来
聞
係
、
土
地
改
良
事
業
に
対
し
て
も
、
之
が

松
備
を
図
る
。
川
内
有
糾
放
送
屯
一
日
設
備
の
充
実
に
努
め

IIJ 

な

連
絡
機
能
を
保
持
し
、
政
治
経
済
各
段
の
発
展
助
長
を
促
進
す
る
。

4
、
教
育
文
化
厚
生
に
関
す
る
構
想

月一J
校
教
育
の
目
標
を
ぷ
俗
学
刈
の
向
上
と
、
道
徳
教
育
の
実
践
に

お
き
、
師
道
を
仲

m
yし
て
制
件
教
行
を
徹
底
し
、
川
子
山
中
川
指
呼
十川
に
於

て
人
特
形
成
の
京
地
を
川
町
い
、
教
育
効
泉
の
向
上
に
努
め
る
。

此
が

た
め
脱
出
を
仙
沼
備
し
て
学
校
教
育
の
目
的
達
成
に
中
旬
与
す
る
。
社
会
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教
育
は
金
町
学
校
と
し
て
の
公
民
航
組
織
を
充
実
し
て
、
各
機
凶

川
休
と
の
川
尚
な
る
連
絡
淵
終
を
保
持
し
、
住
民
の
教
徒
を
高
め
生

沼
市
到
に
符
与
す
る
。

文
化
教
養
の
高
位
な
進
以
に
よ
っ
て
、
精
神
生
活
山
川
に
於
け
る
凡

ゆ
る
活
動
を
助
長
す
べ
く
努

h
す
る
。

厚
生
活
動
に
於
て
似
縫
術
生
を
徹
底
し
て
生
活
環
境
を
泊
潔
に

し
、
従
械
に
し
て
活
動
的
な
身
体
の
養
成
に
努
め
る
。
特
に
生
活
改

普
を
批
進
し
、
旧
出
を
打
破
し
て
新
生
活
運
動
の
基
礎
を
峨
う
為
に

凡
ゆ
る
方
途
を
講
ず
る
。

5
、
財
政
及
び
金
融
に
関
す
る
構
想



本
町
は
合
併
当
時
の
公
約
に
結
く
、
各
種
事
業
の
遂
行
に
全
力
を

傾
注
し
た
の
で
あ
る
が
、
健
全
財
政
の
立
場
を
堅
持
し
、
基
本
財
産

の
造
成
に
努
力
し
、
以
て
本
基
本
計
画
の
基
礎
を
確
立
す
る
。
可
能

な
る
財
政
力
の
限
広
に
応
じ
、
重
点
的
に
施
策
し
て
経
常
的
支
出
に

つ
い
て
は
、
合
理
的
方
途
を
考
肱
す
る
外
、
特
別
会
計
の
支
出
に
つ

い
て
は
、
極
力
独
立
採
算
性
を
以
て
最
大
の
効
栄
を
あ
げ
、
経
済
的

原
則
の
維
持
に
努
め
る
。
起
債
附
置
等
に
つ
い
て
は
、
慎
重
を
期
し

此
が
償
還
に
つ
い

て
も
、
充
分
検
討
を
遂
げ
て
施
行
す
る
。

川
上
、
三
内
農
業
協
同
組
合
の
企

而
的
利
用
を
促
進
し
、
町
民
の
利
便
に
寄
与
す
べ
く
努
め
る
。

本
町
の
金
融
機
倒
と
し
て
は
、

第
二
章

政

治

昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日
、
新
川
内
村
は
目
出
度
誕
生
の
花
戸

を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
説
を
町
長
に
す
る
か

と
云
う
事
に
つ

い
て
は

話
合
の
上
、

見
三
内
村
長
大
保
晴
市
氏
を
推
薦
、
初
代
の
村
長
と
し

た
。
助
役
に
国
井
敏
光
氏
、
収
入
役
日
野
恒
好
氏
と
所
制
三
役
は
決

定
し
た
o

A
n
併
の
申
合
せ
に
よ
り
議
会
議
員
は
今
回
に
限
り
三
内
地

区
、
川
上
地
区
共
に
十
三
人
宛
を
選
出
す
る
事
と
し
て
次
表
の
者
が

第
一
回
の
川
内
村
議
会
議
員
に
選
出
せ
ら
れ
た
。

一
、
川
内
村
(
町
)
自
治
関
係
者
、
村
(
町
)
議
会
議
員
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休

的

一以

次

一
一川

同

一
同

近

朕

十

三
郎

一
日

同

一
同

近

雌

安

長

一一
川

町

↑
同

一
似
郎
数

一
一川剛
一口
、川
、
一
O
E
--一O、山
、
一山
一死
亡
巡
臓

〈
1

川

芥

一長
市
山
一二

、四
、一5
E
Z一回、車
、
九

一任
則
前
了

11亡官官
に部
よ取
る一
事fI死

制
見
氏
が
就
任
し
た
。

議
長
一議
日
は
決
っ
た
。
議
長
は
名
越
明
呑
氏
、
副
議
長
に
は
近
藤

し
て
利
点
協
同
の
和
仰
に
よ
っ
て
、

新
川
内
川
の
辺
世
に
当
つ
て
は
、
公
平
無
私
、
旧
村
芯
識
を
払
拭

只
官
新
村
山
山
設
計
阿
の
実
現
に

努
力
し
た
。

昭
和
三
十
四
介
任
期
品
川
j
改
選
に
よ
り
次
の
如
く
な
っ
た
。
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所 委委

月 員員員員 局数
ノ」¥ー 四 三 二七八 IJq七 三

九人 人人人人人人人人
委

務長

教育納;1¥1.業辺保国 IIIJ /.1.務r長IIIJ )'J 員
長 、 、民税 十

ま小 !成 、賛五 役助 )'J 
IR 省記 室、談、E出 章 、
r:lli 
2 
d委業徴唾説、戸籍 収Z説K l14l寺h 3、

看

三三沢三 Ji_二 姉Zl『fλIi f 
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配生
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差i-

、
川
内
町
役
場
処
務
規
定

第
一
意
事
務
分
掌
(
係
名
)
文
章
を
略
す
。

1
、
総
務
課
、
庶
務
係
、
議
会
係
、
戸
籍
係

2
、
税
務
課
、

町
民
税
係
、
固
定
資
産
税
係

3
、
厚
生
保
険
-説
、
民
生
係
、
保
険
係
、
保
俄
術
生
係

4
、
産
業
経
済
制
師
、
勧
業
係
、
林
業
係
、
土
木
係
、
配
給
係

5
、
収
入
役
の
下
に
会
計
係
を
置
く

第
二
条
各
係
の
事
務
の
分
掌
を
次
の
と
お
り
と
す
る
。

岳

山

か

方

削

本

t

1

i

 

庶

務

係
て
公
印
及
び
町
印
の
保
竹
に
関
す
る
ζ

と
。

一
、
職
員
の
任
免
、
分
限
、
懲
戒
、
給
与
、
服
務
及
、
ひ
そ
の
他
人
事

花
関
す
る
こ
と
。

て
各
窓
団
体
の
綜
A
口
調
査
に
関
す
る
乙
と
。

て
日
直
及
び
宿
直
に
関
す
る
乙
と
。

て
歳
入
山
山
予
算
に
関
す
る
乙
と
。

て
庁
舎
使
用
に
関
す
る
こ
と
。

て
文
章
の
収
受
発
送
、
一制
作
持
及
び
保
存
に
関
す
る
乙
と
。

て
官
報
、
県
抑
制
、
及
び
そ
の
他
法
規
の
整
理
に
関
す
る
乙
と
。

一
、
貯
蓄
に
関
す
る
ζ

と
。

一
、
消
防
に
関
す
る
ζ

と
。

て
広
報
に
関
す
る
乙
と
。

て
統
計
調
資
に
関
す
る
乙
と
。

て
自
術
隊
に
関
す
る
ζ

と
。

ぞa
'.A:ョ

条
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て
他
係
の
セ
れ
に
屑
さ
な
い
乙
と
に
関
す
る
こ
と
。

議

会

係
て
議
員
に
関
す
る
乙
と
。

戸

籍

係
一
、
戸
利
及
び
引
氏
品
位
以
に
関
す
る
こ
と
の

て
身
分
及
び
印
鍬
の
剥
明
に
関
す
る
こ
と
。

一
、
沢
川
切
に
関
す
る
こ
と
の

て
犯
非
人
名
併
に
関
す
る
こ
と
の

て
人
口
動
態
川
代
に
関
す
る
乙
と
の

税

務

課

町

民

税

係

て

町

民

税
川
仙
波
、
徴
収
に
閉
す
る
こ
と
れ

て
そ
の
他
税
務
に
閲
す
る
こ
と
。

回
定
資
・
川
税
係

て
凹
定
祝
日
一
円
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

て

J
l
一
地
及
び
氷
川
ム
ハ
松
に
関
す
る
こ
と
。

て
土
地
改
良
川
い
的
賦
課
徴
収
に
関
す
る
こ
と
の

厚
生
保
険
課

民

H
1

係

て
生
活
保
訟
に
関
す
る
こ
と
。

て
民
引
委
員
に
閃
す
る
乙
と
の

て
行
旅
病
人
及
び
行
協
死
人
に
関
す
る
こ
と
。

て

似

ぺ
に
問
す
る
乙
と
。

て
災
生
口
救
助
、
赤
十
字
、
恩
給
、
住
宅
そ
の
他
民
生
に
関
す
る
乙

ム」
。

保

険

係
て
閃
民
佐
山
保
険
に
関
す
る
こ
と
。

て
国
民
佐
山
保
険
直
問
診
療
所
に
関
す
る
こ
と
の

一
、
円
一貯
労
働
布
保
険
に
閲
す
る
こ
と
。

保
仙
衛
生
係

て
保
促
術
ぺ
に
閲
す
る
と
と
。
市
信
川
、
川
内
川
術
パ
」
知
山
介
、
市
小

川
川
三
ケ
川
村
伝
染
病
院
、
落
地
、
高
犬
四
位
録
、
そ
の
他
山
葬
火
葬

認
可
に
関
す
る
こ
と
。

e

凡
業
経
済
課

納

た

係
て

山

工

、山
林
、
ぷ
・
川
、
初
地
及
び
そ
の
他
制
業
に
関
す
る
こ
と
け

一
、
地
代
家
賃
の
統
制
に
関
す
る
乙
と
。

一
、
矧
光
に
問
す
る
こ
と
。

林

業

係
て
山
林
及
び
山
林
火
入
杵
可
に
閲
す
る
こ
と
n

- 41 -

ゴ

木

係
て
土
木
建
築
に
閲
す
る
こ
と
の

て
水
防
花
関
す
る
ζ

と
。

て
土
地
改
良
川
刊
に
関
す
る
乙
と
。

て

町
内
屯
話
に
関
す
る
こ
と
の

配

給

係
て
米
変
配
給
下
仕
仰
に
関
す
る
乙
と
の

一
、
転
山
山
、
抗
明
書
交
付
花
関
す
る
こ
と
。



会

訂

係
て
金
銭
、有
川
副
作
付
及
び
物
口
問
の
山
納
訴
に
保
竹
に
関
す
る
こ
と
。

て
決
算
に
関
す
る
こ
と
。

て
帥
川
口以
の
恩
給
及
び
佐
山
保
険
組
合
に
関
す
る
こ
と
。

一
、
財
産
の
れ
政
及
び
処
分
に
関
す
る
と
と
。

て
土
地
改
良
川
い
会
川
に
関
す
る
こ
と
。
そ
の
他
会
計
に
関
す
る
ζ

ム」
。

O
条

例
川
内
町
役
以
の
位
置
条
例
(
昭
和
三
十

一
4
八
月
三
十

一
日
条
例
加
七
号
)

第
一
条
地
方
自
治
法
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
川
内
町
役
協
の
位
百
を
川
内

川
大
字
南
方
二
八
六
需
地
に
定
め
る
。

凶

刊

円

以

こ
の
条
例
は
附
和
三
十

一
日
年
九
八
八

nか
ら
胞
行
す
る
。

四
、
川
内
町
役
場
庁
舎
建
築

旧
三
内
、
川
上
両
村
合
側
後
は
、
旧
川
上
村
役
場
を
本
庁
と
し
旧

三
内
村
役
場
を
支
所
と
し
て
、
新
村
川
内
村
役
場
事
務
を
執
っ
て
い

庁
舎
を
砧
築
す
る
こ
と
は
、
合
併
の
基
本
条
件
で
あ
っ
て
、

た
が
、

既
Yこ

位
誼
問
題
等
研
究
論
議
の
末

大
字
南
方
市
場
の
二
八
六
番

地
、
坂
本
鎮
雄
所
有
の
宅
地
一

O
O
四
坪
と
屋
敷
田
一

一反
凶
畝
凶
歩

を
居
住
家
屋
一

O
四
町
と
共
に
、
二
二
五
万
円
で
譲
り
受
け
て
い
た

の
で
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
十
八
日
第
一
回
協
議
会
を
開
似
、
不
用

建
物
の
処
分
、
居
住
者
五
位
帯
の
立
退
、
州
制
作
者
の
離
作
術
的
問
題

等
円
満
斡
旋
処
理
の
上
、
建
築
工
事
設
計
を
松
山
市
の
後
藤
種

一
氏

に
依
頼
し
た
。
か
く
て
同
月
村
議
会
に
於
て
、
永
井
為
蔵
、
近
藤
朝

川内町役場庁舎 (1沼相31年?月竣工)

~ ~2 -
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管
理
を
委
任
、
文
事
業
者
を
指
名
し
て
、

見
、
官
野
健
一

、
神
野
正
策
、
松
川
玉
樹
の
五
氏
を
選
任
し
、
山
山
築

同
年
三
月
五
円
指
名
競
争

入
札
を
村
議
会
議
員
会
員
立
会
の
も
と
に
執
行
し、

引川
負
金
制
て

月
十
五
日
起
工
式
を
挙
行
し
た
。

一
九

O
万
円
で
株
式
会
村
大
同
控
設
の
洛
札
す
る
と
こ

ろ
と
な
り

七
月
末
端
成
の
予
ん
ん
で
あ
っ
た
が
、
折
柄
の
栴
雨
期
を
迎
え
、

事
は
知
行
し
介
ー
ら
も
八
川
に
入
っ
て
完
成
し
、
新
村
巾
火
同
道
十

一

号
線
に
臨
ん
で
、
前
方
表
川
沿
に
広
々
と
し
た
回
闘
を
見
渡
し
た
、

ト
の
庁
舎
が
辿
築
さ
れ
た
。

山
門
J

の
殿
室
、
総
刈
数
二
三
二
、

O
九
坪
二
階
位
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
|

そ
こ
で
九
日川
八
日
を
卜
し
、
滑
川
地
区
の
編
入
合
併
及
び
町
制
笑

胞
を
記
念
し

〈
日
せ
て
'L
川
合
H

治
成
の
祝
幻
式
を
愛
版
県
知
事
久
松
山

旬
北
川

4
叫叫川川

T
J
A
I
-
JiBPJ
刷
山
川

《包
トh
p

~ 43 ~ 

町
内
川
人
会
ヨ
似
の
泌
立
会

武
氏
を
始
め
町
内
外
の
凶
係
者
代
表
百
余
名
を
い
附
き

尚
工
会
ま
似
の
抑
川
大
会
保
吋
多
彩
な

一日
川
に
立
る
祝
釘
行
事
も
町
民
お
け
び
の
内
に
そ
の
必

似
を
な
し

を
山
じ
た
。

九
八
十
日
役
切
を
新
・
打
点
けに
務
転
し
、
三
内
出
張
所
を
廃
止
し
た
。

旬、格 11 .，j( 
明。 官'1':建主rr
J 二一 庁
五日 !iJ. 問弁 附 -7-1r 介

ヨこ 半時

栄七九政
，:1' 1)4八，，'， fP.J J山

ノ¥ 一一 ノ¥

七七七
月;，1'1'- Jol; 

一
問
二
八
坪
七
合

古

町

三

、T
ハ
坪

利

郎

三
、出
昨

三批
引
い
節
三
、冗
昨

l

l

zu
fじ
、

一

-
J
U
1

一e
H

J

j
ノ
J
I
ノ

一

Z
T
L
L
n
L
F

訂
八
て
六
七
昨

計

八

、
一
七
坪

一
八
九
、O
一
坪



附
属
家
庭

(木
造
平
犀
建
)

総

延

坪

数

て

事

業

政

土

地

賃

上

賀

工

事

政

側

口
開
設

備

目

-

c

k

U

Y

4

 

い
別
刷

日

t
p

五
、
川
内
町
表
彰
さ
る

内
抗
、
三
三
坪

二
三
二
、

O
八
坪

二
、
二
五

O
、

0
00
円

一
二
、
六
九
五
、

O
七
八
円

七
八
七
、

O
O
一
円

六
六
八
、
二
六
九
円

二
ハ
、
問

0
0、
三
問
八
川

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
十
九

n自
治
庁
長
官
か
ら
「
新
町
砧
設
の

治
績
顕
著
」
の
出
版
を
以
て
表
彰
さ
れ
た
。
十
二

月
十
八
日
愛

版

県

知
事

室
に
於
て
其
伝

達

式
が
行
わ
れ
町
長
は
其

状

の
而
目

を

ほ

ど

こ

し

、Tj
I .r~ 
}ゾ

た
。

表
問:rJ5大臣
!'Iiti庁長官

サノ
1.!ノ
'シ'

表

村山
ν

愛

知l

J突

愛
媛
県
瓶
泉
川
川
内
町

民
間
は
発
足
以
来
協
同

一
致
よ
く
そ
の
巡
併
に
力
を
尽
し
新
町
建
設

の
笑
を
あ
げ
た
治
績
は
ま
乙
と
に
顕
著
で
あ
る
。

よ
っ
て
乙
乙
に
表
彰
す
る

昭
和
三
十
三
作
十
一
月
十
九
日

悶

務

大

臣

利

治

庁

長

官

表

すノ
1.1"'.: 
Oゾ

、玉、j
 
-

次
で
翌
年
一
月
三
十
日
間
似
全
国
町
村
会

定
期

総
会

に
お
い
て
同

会
長
か
ら
全
国
の
模

範
的
な
優
良
町
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

愛
媛
以
侃
泉
川
川
内
町

地
方
'Uリ中川
の
L
4
U
M
を
断
現
和
衷
協
同
治
績
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

よ
っ
て
ζ

乙
に
乙
れ
を
表
杉
す
る

m和
三
十
円

q
一
月
三
十
日

合
同
町
村
長
会
長

第
三
章
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一
十
二
、
公

-
批
白
・42-n

-

n川
本

・ι山
T
H1

町

一同
V
州

国

よ
れ
川

支

w 
;Jj 

金金'l~

三()
山
、七九五
一

一山
、四O
七
、O
一一
一一

七九
、O
九E
、一(四
O

一一
c
c

1入
!二1

第
四
章

諸
官
署
の
整
備
充
実

一
、
松
山
地
方
法
務
局
川
内
出
張
所

法
務
局
川
上
山
町川一
山
は
、
明
治
十
九
年
登
記
の
制
度
が
我
固
に
初

め
て
係
刑
さ
れ
て
以
来
、
松
山
区
裁
判
所
の
管
内
で
あ
っ
た
温
成
部

北
吉
井
、
南
吉
井
、
小
野
の
四
ケ
村
及
び
松
山
区
裁
判
所
麻

川
上
、

生
出
張
所

(
引
在
の
似
部
出
張
所
)
管
内
で
あ

っ
た
侃
泉
郷
拝
む
、

一内
の

二
ケ
村
の
村
当
局
及
び
関
係
有
志
の
熱
烈
な
る
要
望
に
よ
っ

て
、
明
治
凶
十
一
年
六
月
二
十
四

H
、
松
山
地
方
法
務
局
管
内
三
十

九
出
仮
所
小
第
三
十
三
番
目
の
出
張
所
と
し
て
分
割
新
設
が
成
り
同

年
七
月
二
十
円
、
旧
川
上
村
大
字
北
方
二
千
二
百
六
番
地
所
在
の
阿

井
丑
雄
所
自
の
山
家
屋
を
地
一五
川
上
村
当
局
に
於
て
借
上
げ
提
供
し
た

仮
斤
舎
に
よ
っ
て
発
足
を
見
、
次
い
で
翌
明
治
凹
十
二
年
五
月
十
五

日
間
所
二
、
二
七
九
番
地
に
川
上
村
有
志
九
十
余
名
の
蹴
金
に
よ
っ

て
新
営
さ
れ
た
川
上
村
提
供
庁
舎
に
移
転
し
、
附
来
五
十
年
を
経
過

七
二九
、E
山山
一

七
、三
八
、九三(〕一

一C
五
、六一一そ八
ニ坦一
一c
c

一、O
六
ニ
、三(〕
二

八
、さ一
八
、四四七
↑

一、引(
)
O

、coo-

一一天
、出一竺
一、一壬千
九

し
て
、
庁
舎
も
次
第
に
老
持
と
な
っ
た
の
で
、

0

・八
一
八
九
、五

六・八一
七
三

、一

一・一一一一

、
一三
七
、山

一o
c

=
一、八四一

、九

の
一
に
現
庁
舎
を
新
築
し
て
提
供
し
、

バ
二
十
六
日
、
地
元
川
内
町
に
お
い
て
同
町
大
字
南
方
六

O
凹
番
地

|昭
和|

十

レ

同
年
十
二
月
十
日
移
転
し
て

人々
H
に
至
っ
て
い
る
。

法
務
省
出
仙
川
制
改
革
及
び
町
村
合
併
実
施
等
に
よ
り
、
げ
名
は
当
初

，
可
川
川
上
中
心

-Z
R
と
な
り
、

J

J
一
I
t

-

-

;

の
松
山
区
裁
判
所
川
上
出
張
所
が
昭
和
二
十
二
年
、
松
山
司
法
事
務

~ 47 -

同
二
十
凶
作
総
山
地
方
法
務
局
川
上
山
張

同
三
十
二
年
松
山
地
方
法
務
局
川
内
出
張
所
と
、
順
次

一的
と
な
り

改
称
さ
れ
て
い
っ
た
。

当
げ
の
事
務
内
容
は
、
不
動
産
登
記
、
商
業
受
記
、
各
麗
法
人
登

記
、
及
び
土
地
、
建
物
各
台
帳
事
務
で
あ
る
が
、
不
動
産
の
得
喪
変

一史
又
は
商
事
会
社
及
び
各
種
法
人
等
の
設
置
や
役
員
変
史
等
に
つ
い

な
い
の
で
重
要
な
事
務
で
あ
る
。

て
は
当
げ
に
於
て
登
録
文
は
登
記
を
し
な
い
と
第
三
者
に
対
抗
出
来

当
出
張
所
は
現
在
地
元
川
内
町
及
び
杭
泉
郡
重
信
川
同
小
野
村
の



一ケ
町
村

一
円
総
而
積
約
三
百
四
十
平
方
粁
の

広

い

地

域
を
管
粘

し
、
土
地
家
屋
台
帳
約
十
万
九
千
筆

土
地
位
物
登
記
簿
約
十
万
七

千
筆
の
ほ
か
各
麗
商
事
会
社
や
組
合
、
法
人
の
登
記
約
等
を
管
制
ほ
し

最
近
三
ケ

4
聞
に
お
け
る
年
間
取
扱
事
務
量
の
概
数
は
登
記
事
件
二

万
件
、
台
帳
事
件
七
千
二
百
件
、
こ
の
登
記
税
及
び
手
数
料
収
入
は

凶
両
二
十
三
刀
川
に
上
り
、
中
磯
地
区
登
記
所
中
、
伊
隊
出
張
所
に

次
ぐ
大
登
記
所
と
な

っ
て
お
り
、
職
員
は
所
長
以
下
三
名
で
あ
る
。

現
日
舎
は
敷
地
約
百
四
十
坪
、
延
辿
坪
約
六
十
川
町
の
近
代
位
築
で

特
に
倉
山
ん
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
火
性
永
久
住
築
で
あ
り
、

の
規
岐
に
於
て
又
そ
の
匙
築
様
式
に
於
て
県
下
全
出
恨
所
中
随
一
の

立
派
な
も
の
で
あ
っ
て
、
本
h

刊
皮
県
下
三
十
九
山
張
所
小
九
ケ
バ
の

廃
止
決
定
の
情
勢
下
に
於
て
当
庁
は
永
久
的
不
動
の
地
位
を
椛
保
し

た
る
も
の
と
佐
賀
の
至
り
で
あ
る
。

因
み
に
舵
代
所
長
の
氏
名
£
の
通
り
で
あ
る
。
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一回
、
三
、
一八三

二

百

辺

主

同

一九
、
=一、
ニニ一二ニ一
山

本

治

生

一同

三
、
=一、
一九一
一凹
一止

問

俊

行

-同

ニ=一
、
一ニ
、
=z一

二六
、
八
、
四一

E

一二
ニ、一一国

{現
任
-

-

附
和
三
十
三
年
三
月
旧
登

二
、
松
山
地
方
法
務
局
川
内
出
張
所
庁
舎
の
建
築

記
所
庁
舎
の
老
料
、
又
法
務

当
局
の
出
張
所
の
統
民
合
計

回
に
よ
り
川
内
出
恨
所
の
事

円F

ぺご

務
虫
、
並
に
、
町
民
の
利
用

度
等
を
勘
案
し
て
そ
の
存
続

の
必
要
を
認
め
、
改
築
す
る

の
議
が
興
り
、
大
字
南
方
字

土
砂
六

O
四
番
地
に
土
地
を

選
定
し
て
百
三
十
五
坪
を
員

松山地方法務局川上山張所

- ~8 -

上
げ
た
。
よ
っ
て
後
藤
種
一
設
計
士
に
設
計
を
依
頼
し
て
、
事
務
所

木
造
平
屋
位
十
六
坪
六
合
、
書
庫
鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
辿
延
十

七
坪
五
合
、
住
宅
木
造
平
屋
二
十
一
坪
五
合
、
計
五
十
五
坪
六
合
を

辿
築
す
る

こ
と
と
な
り
、
同
年
七
日
刀
二
十
八

日
、
六
業
者
を
選
び
詰

負
入
札
を
な
し
、
結
果
大
同
建
設
と
百
七
十
五
力
円
に

て
契
約
を
締



結
、
同
年
八
月
三
日
松
山
地
方
法
務
局
長
等
を
招
い
て
、
地
鋭
悠
討
を

執
行
工
事
に
着
手
す
る
。

周
年
十
一
月
二
十
六
日
そ
の
竣
工
を
み
る
。

込
山

-
-

U
A

U
刷

1
J

，HL

敷

地

買

上

貨

工
u
m
H

此

(
建
築
山
川
敷
地
造
成
政
そ
の
他
)

剣

山

計
二
、
O
二
三
、
八
円
六
円
也

八 一
三一 七
一 七 一μ

一二 |川
じ Ir 二
|川 O 二
I'J I'J I'J 

、
県
営
重
信
川
流
域
治
山
事
務
所

温
泉
郡
治
山
事
務
所
の
概
況

あ
る
国
土
の
変
遷
が
、
そ
の
民
族
消
長
の
股
火
を
あ
ら
わ
す
こ
と

が
砂
く
な
い
の
で
あ
る
。
わ
が
郡
の
よ
う
に
土
地
の
七
割
が
山
町
で

あ
る
場
合
は
、
山
林
の
推
移
は
極
め
て
大
き
な
惹
義
を
も
つ
も
の
で

ゐ
っ
て
、
古
く
か
ら
我
々
の
為
政
者
た
ち
の
う
ち
に
、
山
を
治
め
る

こ
と
を
施
政
の
去
と
し
た
者
が
す
く
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

わ
が
引
川
以
仰
の
治
山
事
業
の
肢
か
〈
は
、
か
な
り
永
い
の
で
あ
る
が

国
の
施
政
の
う
ち
に
取
入
れ
ら
れ
て
か
ら
は
、
未
だ

四
十
余
年
に
す

ぎ
な
い
。
州
ち
明
治
維
新
後
未
だ
新
た
な
森
林
制
度
が
整
備
せ
ら
れ

な
い
う
ち
に
一
方
に
は
産
業
開
発
、
土
地
開
拓
の
機
運
が
勃
興
し
た

為
各
地
の
森
林
は
乱
伐
せ
ら
れ
荒
廃

の

一
途
を
た

ど
り
つ

つ
あ
っ

た
。
そ
こ
で
明
治
八
年
に
林
野
の
官
有
区
分
が
行
わ
れ
、
明
治
十
四

年
農
商
務
省
設
置
と
共
に
、
山
林
局
出
張
所
を
置
き
、
同
十
九
年
に

は
二
十
一
日
林
区
を
設
立
し
、
固
有
特
別
地
の
川
目
を
一
新
し
た
。
し
か

し
民
有
林
の
荒
脱
着
し
く
森
林
法
制
定
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
明
治
三

十
山
叶
に
森
林
法
が
発
布
せ
ら
れ
、
公
私
有
林
は
こ
の
法
仰
の
下
に
取

以
わ
れ
、
似
火
林
を
設
け
て
、
森
林
を
荒
J

脆
か
ら
保
護
す
る
と
と
も

に
、
積
極
的
に
治
山
工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
叫
に
お
い
て
も
大
正
初
年
間
に
初
め
て
、

主
と
し
て
品
峨
部
禿

山
地
川
市
の
森
林
緑
化
を
期
し
て

そ
の
名
称
も
地
磐
保
護
工
事
と
名

付
け

砂
防
し
一一事
を
施
行
し
て
い
た
が

そ
の
後
重
信
川
流
域
の
土

-49 -

砂
流
出
著
し
く
、
下
流
の
人
家
、
釧
地
山
桃
防
は
、
句
作
拡
大
な
被
佐
官

を
受
け

こ
れ
を
放
置
せ
ん
か
そ
の
及
ぼ
す
災
害
は
、
民
生
の
安
定

民
業
経
済
に
多
大
の
附
中
古
を
芯
起
す
る
の
で
、
昭
和
三
介
ー
以
に
於
て

事
業
名
称
も
荒
出
林
地
復
旧
工
事
と
改
称
し
、
崩
壊
山
政
の
彼
旧
に

鋭
ぷ
努
力
し
て
米
た
が
、
附
和
十
八
年
間
二
十
年
の
豪
雨
に
、
大
災

山中一口
を
以
り
特
に
松
瀬
川
、
河
之
内
、
井
内
に
於
て
は
随
所
に
山
地
崩

域
が
発
生
し
人
家
の
川出
没
、
道
路
の
決
油
、
橋
梁
粉
地
の
流
失
等

そ
の
被
害
激
甚
に
し
て

そ
の
早
急
復
旧
は
必
須
と
せ
ら
れ
、
繭
後

高
度
の
技
術
と
最
大
限
の
予
算
を
導
入
し
て
、
復
旧
事
業
に
迎
進
し

現
在
に
及
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。



尚
そ
の
間
に
お

い
て
も
林
務
課
は
重
信
町
と
と
も
に
川
内
町
を
重

要
地
域
と
し
て
指
定
し
流
域
全
体
の
林
野
保
全
計
画
を
樹
立
し
、
万

全
の
復
旧
に
省
手
す
る
と
共
に
、
重
信
川
流
域
中
心
部
川
内
町
大
字

北
方
に
、
治
山
卒
業
事
務
所
を
設
立
し

(
昭
和
二
九
年
三
月
)
北

条
市
、
松
山
市
、
温
泉
郡
を
所
管
と
す
る
左
記
治
山
業
務
女
実
施
し

て
い
る
。

ーし

て

山川
波
地
復
出
山
引
業

て
渓
閉
山
川
峻
防
止
が
業

て
は
げ
山
復
旧
引
業

て

山
政
山
山
地
防
仕
事
業

て
地
す
べ
り
防
止
引
業

て
中
小
川
似
林
造
成
事
業

ち
な
み
に
昭
和
二
十
七
年
度
以
降
現
在
(
昭
和
三
十
三
年
度
を
含

む
)
ま
で
の
実
結
は
而
粒
に
お
い
て
二
五
町
歩
施
業
経
費
五

:h 

O
万
円
で
あ
る
。

尚
昭
和
三
十
三
年
度
に
お
い
て
民
有
林
野
荒
廃
現
況
細
分
調
査
を

実
施
し
管
内
荒
廃
林
地
の
実
体
を
把
握
し
て
、
年
度
計
画
に
器
、品目、
事

業
施
行
止
な
図
り
、
民
生
の
安
定
、
産
業
経
済
の
発
展
に
寄
与
せ
ん
と

し
て
い
る
。

現
在
事
務
所
職
員
は
事
業
主
任
以
下
八
名
で
あ
る
。

四
、
松
山
営
林
署
川
上
担
当
区
事
務
所

(
大
字
南
方
市
場
)

明
治
維
新
以
降
、
国
有
林
野
の
保
護
管
理
を
目
し
て
、
設
置
せ
ら

れ
た
保
護
区
は
、
大
正
の
末
期
、
担
当
区
と
改
名
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が

昭
和
二
十
五
年
一
月
二
十
七
日
、
当
区

内
利
山
事
業
所
失
火
の
際
、
事
務
所
参
考
書
類
一

切
を
焼
失
し
、
そ

の
沿
革
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。

トi

担
当
区
内
の
概
要

ー
、
川
上
山
当
以
下
務
所
の
位
位
相
川
泉
市
川
内
町
大
字
南
方
市
場

2
、
担
当
似
峻
町
村
名
川
内
向
(
一
部
を
除
く
)
、
重
信
町
、
小
野
村

?白川
J
、
F
，r
~
L
サ

;
〉
14

F
;
J

5
、
符
Mm同
国
有
林
並
び
に
{
呂
行
進
林
地
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国
有
林
所
在
地
は
川
内
町
大
字
井
内
及
び
大
字
河
之
内
、
重
信
町

大
字
上
林
の

一
団
地
で
あ
り
、
石
槌
山
系
山
脈
を
南
西
に
縦
走
し
、

杭
泉
郡
、
上
浮
穴
郡
の
郡
界
線
を
な
し
て
い
る
。

土
地
は
急
傾
斜
地
が
多
く
、
治
山
治
水
そ
の
他
に
よ
り
全
山
水
似

河
内
公
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

公
有
林
野
官
行
造
林
地
は
、
大
字
北
方
に
約
百
余
ヘ
ク
タ

ー
ル
を

有
し
、
刷
令
約
三
十
余
年
に
達
し
良
好
な
造
林
地
で
あ
る
。



4
、
町
村
別
担
当
而
砧
(
単
位
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
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業

M
汁
同

訓
剣
山
μ

要

ー
、
造
林
山
H
a
荒

地

山
町
、
航
付
、
下
入
刈、

つ
る
切、
歩
道
の
新
設
補
修
、

防
木
川
献
の
整
備
、
病
巾
主
口
の
防
除
等
。

2
、
治
山
山
ド
業
岡
山
林
内
の
山川
境
地
の
彼
川
平
業
。

3
、
収
磁
ド山ド
業
天
然
ぺ
林
の
立
木
を
先
払
う
九
の
収
磁
調
査
、
そ
の
他

人
て
造
林
地
の
間
伐
調
査
等
の
事
業
。

4
、
そ
の
他
の
引
業

境

界

の
整
備
、
盗
誤
伐
の
防
止
等
、
国
有
林
並
び

に
山
刊
行
進
林
地
の
保
泌
行
政
に
関
す
る
事
業
笥
。

)
 =一
労
務
関
係
の
附
概
要

事
業
の
性
格
上
労
力
を
要
す
る
期
聞
が
、
季
節
的
、
断
続
的
で
あ

る
為
、
地
元
住
民

の
農
林
業
の
副
業

と
し
て

そ
の
供
給
を
受
け

延
人
員
も
数
千
人
に
及
ん
で
い
る
。

地
元
住
民
の
国
有
林
に
対
す
る
関
心
は
深
く
、
常

に
誠
意
を
も
っ

て
事
業
に
協
力
し、

円
滑
な
事
業
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と

に
対

し
、
当
局
は
点
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

官
帥
川
名

山

林

技

官

山
林
事
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司
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三
二
年
四
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現
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一
、
道
路
、

第
五
章

一_L..

5ζ 

通
、
通
信

橋
梁
そ
の
他
土
木
施
設
の
整
備

1悶

日日

至
昭
和
二
同
年

H

二
h
年
六
月
一

二
九
年

三
一

年

事
在
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担
当
灰
事
務
所



i
、
国
道
十
一
号
線
改
修
工
事
(
松
山
小
松
悶
)

国
道
十
一
号
線
は
国
道
二
十
四
号
線
と
し
て
従
来
も
本
町
内
を
通

過
し
て
い
た
が
交
通
発
達
の
た
め
路
面
の
損
傷
甚
だ
し
く
そ
れ
に
幅

員
の
噌
加
、
路
線
の
変
更
等
の
必
要
を
生
じ
元
川
上
、
三
内
、
桜
樹

等
の
関
係
町
村
で
促
進
期
成
同
盟
を
作
り
関
係
官
庁
に
陳
情
を
な

し
、
昭
和
二
十
七
年
度
か
ら
工
事
が
進
行
さ
れ
た
、
其
の
問
地
元
と

し
て
の
本
町
も
常
に
協
力
態
勢
を
整
え
其
横
地
代
金
及
び
関
係
補
似

等
を
な
し
て
工
事
の
進
捗
に
助
力
し
て
い
る
。

国
道
十

一
号
線
山
地
代
金
及
補
償
額

i口:.... 1/ 和11自 年

長I三勾度 二度作 一句度 O作度 4度九1八年度 七政'1 度

宣七言喜主百主 塁ニ塁ニ主主主七語2| 
ブニニU CCO コ3 CEO二コ〉 三八二二三 寸プ九=く 3一ニ5一Pl 領 |

t¥fj， 

一 ")八111 1 

2
、
其

の

他

町
道
稲
川
ふ
復
旧
状
況

|川

ケ
所

、
円

O
O千
円

災
害
復
旧
状
況

二
一
ケ
所

県
道
弘
形

l
横
河
原
停
車
場
線
法
界
門
橋
を
永
久
橋
に
、
河
之
内

そ
の
他
寝
堤
、

一一

て
五
四
O
千
円

徳
吉
地
内
表
川
護
岸
工
事
を
町
立
替
工
事
で
施
行
、

3
、
橋

~~ 

砂
防
、
護
岸
工
事
が
県
、
建
設
省
で
施
行
さ
れ
て
い
る
。

)11 

刈
，
及
川

(昭
和
引

4
4
バ
竣
工
)
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法

界

門

街
(川川
和
認
年

5
月
竣
工
ソ
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z
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台
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こ
、
建
設
省
国
道
十
一
号
線
工
事
々
務
所

国
道
十

一
号
線
の
改
良
及
び
舗
装
工
事

三
、
目

i内

国
道
十
一
号
線
は
も
と
二
十
四
号
線
と
称
せ
ら

て

所

在

愛
媛
県
祖
泉
郡
川
内
町
大
字
則
之
内
永
野
叩

四
、
事
業
内
科

れ
松
山
市
、
川
内
町
、
西
条
市
、
丸
亀
市
、
高
松
市
を
経
て
徳

四
八
八
及
び
一

、
八
八
一

島
市
に
至
る
四
国
北
部
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
延
長
二
四
四

・
七

一一
、
話叫

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
八
日

立



粁
の
重
要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

五
、
国
道
整
備
十
ヶ
年
計
画

昭
和
三
十
一
年
度
に
於
て
松
山
市

よ
り
小
松
町
安
井
に
至
る
延
長
三
四

・
七
粁
の
区
聞
に
つ
い
て

改
良
工
事
二
十
億
四
千
万
円
、
舗
装
工
事
五
億
五
千
万
円
を
も

っ
て
十
ヶ
年
計
画
を
樹
立
し
た
。
そ
の
内
容
、
改
良
工
事
に
つ

い
て
車
道
師
員
、
都
市
計
画
区
域
二
十
五
米
i
十
七

・
五
米
。

松
山

i
川
内
町
一
ヶ
谷
九

・
O
米

1
七

・
五
米
。

一
ケ
谷

l
安

井
六

・
五
米
。
橋
梨
、
杭
長
二

O
米
以
上
の
も
の
十
柄
。

国
道
十
一
号
線
は
永
野
か
ら
則
之
内
徳
吉
を
経
て
似
引
を
通
っ
て

土
谷

へ
出
る
予
定
で
あ
る
。

川
内
郵
便
局
の
概
況

l
、
川
内
郵
似
局
の
沿
亦

務
政
時
代
か
ら
明
治
の
初
期
に
於
け
る
庶
民
の
通
信
は

飛
仰
に

よ
っ
て
文
通
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
北
日
の
川
上
駅
は
讃
岐
街
道
の
要

衝
で
あ
っ
て

時
的
附
飛
仰
の
巾
紘
一山
で
あ

っ
た
。

現
在
の
宮
西
区
、
中
之
町
区
を
西
川
と
呼
び
、
大
宮
社
前
か
ら
以

東
を
、
東
町
と
云
っ

て
市
場
が
あ
っ
た
。

(市
場
の
地
名
A
「
に
残

つ

て
い
る
)
伝
馬
所
も
あ
っ
て
、
地
方
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

明
治
四
年
我
が
固
に
郵
似
制
度
が
布
か
れ
伝
馬一
助
か
ら
、
国
営
の

郵
便
取
扱
所
に
切
替
ら
れ
、
明
治
七
年
十
一

月
十
六
日

川
上
郵
便

局
の
誕
生
と
な

っ
て
愛
媛
県
で
第
四
四
番
目
の
局
と
な
っ
た
。

初
代
の
所
長
は
、
宇
和
川
虎
太
郎
氏
で
あ
る
。
当
時
は
郵
便
制
度

の
指
鮭
時
代
と
も
云
う
べ
く
、
{目
前
骨
思
惣
に
依
存
し
た
頃
だ
か
ら
一
山

長
と
な
る
に
は
、
相
当
有
力
者
で
あ
っ
て
財
力
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。開

局
し
た
が
郵
便
事
務
の
み
で
、
受
持
範
囲
は
旧
南
北
吉
井
、
持

志
、
川
上
、

三
内
に
跨
っ

て
い
て
、

し
か
も
此
の
事
は
大
正
六
年
六

月
に
田
窪
郵
便
局
が
置
か
れ
る
ま
で

凶
十
三
年
間
の
長
き
に
及
ん

~ 54 ~ 

だ
。此

の
間
、

東
隣
及
阪
神
方
而
行
き
の
郵
便
及
び
小
包
は
川
上
局
で

紘
越
し
、
大
き
な
枠
車
で
小
松
ま
で
運
搬
し
、
桧
皮
峠
で
山
賊
で
も

出
た
ら
と
云
う
の
で
ピ
ス
ト
ル
を
所
持
し
て
行
っ
た
と
云

5
の
も
、

今
は
夢
物
語
と
な
っ
た
が
、
昭
和
二
年
四
月
国
鉄
が
松
山
駅
へ
開
通

す
る
ま
で
続
い
た
。

屯
信
機
は
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
に
設
置
せ
ら
れ
、

モ
ー
ル
ス

信
号
に
よ
り
一
打
一
瞬
に
し
て
、
千
里
の
止門
佼
も
交
換
し
時
代
の
寵

児
赤
塗
自
転
車
で
滑
川
、山
之
内
、
上
林
の
奥
ま
で
配
達
し
通
信
の
ス

ピ
l
ド
振
を
発
揮
し
世
の
安
寧
と
幸
福
に
寄
与
し
た
も
の
で
あ
る
。



電
話
は
、
町
内
約
三

O
O側
、
公
衆
屯
話
約
八

O
倒
、
全
町
内
の

隅
々
に
ま
で
行
渡
っ
て
、
そ
の
思
恵
に
浴
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も

の
略
矢
は
、
大
正
十
二
年
二
月
松
山、

川
上
電
話
線
が
架
設
せ
ら
れ

て
か
ら
で

「
氾
話
の
一
人
ご
と
」
と

一円
っ

て
物
珍
ら
し
が

っ
た
の

も
、
笑
え
な
い
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
で
あ
る
。

郵
使
物
の
起
搬
は
、
川
V

品協
鉄
桃
川
版
印
肌
ま
で
祉
き
、
此
処
で
受
波

を
し
て
い
た
が
、
現
在
は
亦
拾
の
羽
川
'
川
動
車
が
一
日
二
回
、
松
山、

砥
部
、
久
谷
、
岡
町
を
廻
っ

て
迅
速
に
巡
搬
さ
れ
て
い
る
。

明
治
初
年
国
家
財
政
不
如
意
の
下
に
、
全
国
二
済
に
置
局
し
た
関

係
で
低
賃
銀
制
を
採
っ
た
た
め
、
郵
便
局
の
経
貨
等
請
負
制
で
発
足

し
た
の
で
、
従
業
員
の
給
料
物
件
費
等
す
べ
て
、
局
長
の
芯
図
の
ま

ま
で

比
較
的
恵
ま
れ
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
が

1111 
府|
十

十
) J 

六
十
五
年
の
永
き
に
及
ん
だ
こ
の
制
度
も
改
め
ら
れ
、
山
の
進
辺
と

共
に
待
遇
が
改
説
ロ
せ
ら
れ
、
国
の
直
結
支
弁
と
な
っ
て
国
家
公
務
日

と
し
て
、
従
業
員
の
身
分
が
安
定
し
た
。

思
移
り
年
変
り
て
、
川
上
郵
便
局
設
置
以
来

八
十
六
年
の
現
在

で
は
、
愛
媛
県
下
中
位
の
局
勢
で
、
平
和
な
農
村
環
境
に
恵
ま
れ
て

は
い
る
が
、
特
別
な
産
業
文
化
施
設
も
な
い
ま
与
に
、
大
幅
な
躍
進

は
見
ら
れ
な
い
。
現
在
局
長
以
下
二
十
二
名
の
従
業
員
は

公
衆
サ
ノ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
貯
蓄
の
噌
強
に
精
励
し
て
い
る
。

2
、
川
内
郵
便
局
の
年
表

| 代 !I. ~U-LI 1._1に ご 代 一 -1C一一位一 位liJ!J
| 芭公本坂 三lqz 城 三"崎城 1]1、尚辺波 ull太此川和 j 長局

IIIJ之 rlJ 1 "'，: '=1 1 3'1';包上川 1><:111]之下 以来 '8 If:;'L局
東!lE i1;~丸石 所|可 J9[布'H 11抗|み121屯 リIjj(}訂\':1~)clj l刊也会
月七年七十 )J九作六 )J九年二 )Jケ1I イl九 十 問]gJ

1/ 11 大 1/ 11 I 11 1111 I 11 1/ I 11 I 11 11 リ!l'I;;jえL 
I七 三四E 二五'Ei 三ヨプ ニ~:r\、 一J一、 芳一主 ノ、 治-1ニゴ

) J世
巴耳 =J-cコ ゴL:一-一 -骨. ニュ ー ζコ 一一

局 易間J志i-Z問T屯 尉長 包小)長司 局長 局長 局長 j長dlZbf拘史束j会j州担主H 

辞任長保村を局開設信務版RE局長就任 辞{で 使取邸任命 辞任 任命 砕仔 替交の 事嘗wk金f行雨橡 現信量長任命所取扱耳使 官寸げ

2務険I[収1分自すit I}及U.1 以jTEl HjUJI l 4l間t3f17 4事主制所; lHj 設I~fl 
J1114及日7 北南山1f，i υkf1j 7 1、 i始m 川 と

日下 内共
J仁I~ ペIIIJモ ElζT項

四JJ!X の以 lζ三 Jj6飛
男児 次の 就代 11.関111111i i 
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あはで子 し上 上
る，i.1Itあは て村 伝
ー る.1I~ い村 15 考
の ー る長 所
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ー、

基
礎
調
査

目
的
達
成
の
た
め
、
基
礎
調
査
の
重
要
な
る
に
よ

り
、
町
内
を
凶
十
五
区
域
に
分
け
、
抹
拠
調
究
を
行
っ
た
。

2
、
年
度
実
胞
計
回

町
内
農
林
関
係
指
導
者
が
、
計
画
を
樹
立
し

特
に
農
村
他
校
高
年
班
を
編
成
し
、
こ
れ
を
振
興
計
画
推
進
付
体

と
し
て
、
節
一
年
次
に
は
次
の
よ
う
な
事
か
ら
手
を
つ
け
た
。

(1) 

土
地
条
件
の
終
的
、
「
初
地
出
養
計
剛
」

酸
判
土
…
械
の
改
良

を
目
指
し
、
全
町
三
ケ
一山
に
モ
デ
ル
地
区
を
ぷ
山
仇
し
て
実
施
。

「
州
民
地
似
合
」

J
間
純
物
を
放
出
し
て
行
う
。
「
川
水
路
設
置
」

「山
川
池
修
制
」

松
似
川
牧
町
他
反
則
之
内
の
池

ケ
一山
を
修

盟
、
水
不
足
を
な
く
し
て
明
ー民
を
す
る
。

「
農
地
控
備
」

問
地
開
発
指
定
を
受
け
て
や
る
。

(2) 

民
地
拡
帳
、

「
間
抑
計
画
」

何
之
内
、
外
内
の
部
泌
に
開

墾
可
能
地
を
開
墾
せ
し
め
て
、
桑
川
例
を
新
杭
す
る
。

司
ぺ

U

地
区
は
、
火
、
冷
で
あ
っ
て
稲
刊
の
時
期
が
遅
れ
て
、
一公
判
が
山

農
地
利
川
の
一
日川
皮
化
、
L
ー

ー

、

げ
川

川
之
内
、
土
谷
、
比山
U

仲
村
J

J
{
i
l
 

米
な
い
。
よ
っ
て
モ
デ
ル
地
択
を
ぷ
山
し
て
、
収
品
ハ
川
州
引
を
古川
め

る
た
め
、
大
平
山
民
事
組
合
に
判引
いね
機
附
入
、
秋
川
鈴
持
、
そ
菜

麦
類
、
削
料
作
物
我
山
等
を
行
う
。

(4) 

山
林
原
野
利
用
高
度
化
、
優
良
牧
草
類
の
埠
入
。
栄
養
仙
の

一両
い
優
良
牧
草
を
普
及
す
る
。

(5) 

判
別
郡
の
改
良
、
火
、
冷
地
水
稲
裁
的
改
山
昔
、
水
稲
健
前
育
成
を

な
し、

早
組
放
出
を
奨
励
し
、
採
濫
闘
を
設
置
し、

病
虫
害
防

除
対
策
等
を
た
て
て
動
噴
機
を
購
入
し
た
。

nb
 金

」
で
共
同
防
人
、
労
力
の
節
減
を
は
か
る
。
索
道
を
つ
け
る

山
万
点
の
合
列
化
、
動
力
農
機
以
共
同
時
入
、

「
農
業
改
良
資

と

か

弘

同

作

業
所
を
投
凶
す
る
。

(7) 
し

ょ1~
刷
I~i\ 
の
W: 
j)止

を
は
か
る。

果
樹
悶
芸
の
振
興

み
か
ん
、
梨
、
桃
等
の
適
作
地
を
選
定
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(8) 

街
路
振
興
、
農
家
刷
業
奨
励
の
た
め
、
導
入
計
画
、
飼
料
計

州
を
樹
て
本
介
皮
乳
牛
十
五
、
和
牛
二
五
、
制
羊
三

O
、
山
平

四

O
、
知
凶

O
O
O羽
を
「
有
吉
農
家
創
投
資
金
」
に
よ
り
ヰ

入

「
家
ι市
町
'U
川比
一所
」
を
則
之
内
に
施
設
す
。

(9) 

花
盛
振
興

木
川
山
山
部
に
多
い
畑
作
地
川
市
に
雑
般
、
~i~ 

に
代
る
ィ
保
闘
を
計
削
し
、養
蚕
を
導
入
す
る
。
本
作
皮
河
之
内

ト
人

J
似
、
列
内
、
利
川
丸
、
惣
山
谷
に
桑
同
三
町
北
少
を
笑
胞
す

る。
nU
 

1
 
(
 

林
業
振
興
、
木
地
域
は
全
町
の
七

O
Mm
に
余
る
而
砧
の
山
林

を
有
し、

何
年
三
五

O
町
歩
が
無
計
画
に
伐
採
せ
ら
れ
て
お
る



の
で
、
こ
れ
を
放
置
せ
ん
か
、
雑
木
山、

草
山
と
荒
廃
し
て
行

く
の
で
、
計
阿
伐
採
と
松
山
地
区
を
除
く
外
は
、
伐
採
後
二
年

以
内
に
組
林
を
し
て
白
地
を
な
く
す
る
。

そ
の
他
年
産
九
万
依
に
余
る
製
山
氏
が
、
無
計
画
の
ま
ま
で
あ
る

か
ら
其
改
普
策
と
し
て
、
松
瀬
川
、
及
び
相
之
谷
へ
モ
デ
ル
改

良
山
市
を
投
目
し
て

一
般
へ
普
及
を
企
図
し
て
い
る
。

又
奥
地
林
道
の
開
発
計
画
を
樹
て
て
、本
年
度
五
ケ
所
ニ
、
八O
O
米

を
実
施
す
る
。

竹

U
M
U
MF
 

農
村
中
間
十
円

4
の
育
成
、
辿
設
計
聞
の
批
進
川
体
と
し
て
、

養
成
す
る
。

(12) 

生
活
改
善
、
農
家
簿
記
普
及
を
計
り
、
生
活
改
善
を
記
帳
牛
一

活
に
起
き
、
台
所
改
弘
一口、
便
所
の
改
良
等
を
も
な
す
。

二

、

第

二

年

度

l
、
新
農
村
特
別
助
成
事
業
、
本
年
度
は
、
水
利
施
設
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
土
地
改
良
区
の
水
路
、
農
道
改
修

に
重
点
を
置
き
、
総
事
業
費
六
百
十
万
円
余
の
内
、
三
百
九
十

三
万
円
を
こ
の
胞
設
に
充
て
、
補
助
金
百
七
万
七
千
円
と
な
っ

て
い
る
。

共
同
利
用
農
機
具
は
事
業
資
百
二
十
三
万
円
、
開
墾
事
業
貨
は

百
五
万
円
で
、
補
助
金
の
総
額
百
八
十
九
万
円
で
地
元
負
担
の

内
八
割
が
公
叫
の
融
資
で
あ
る
。
本
作
度
の
負
担
は
技
り
二
割

と
な
り
営
農
上
の
使

R
は
大
き
い
。

2
、
三
内
地
区
が
小
団
地
事
業
地
域
に
指
定
せ
ら
れ
、
農
道
、
水

路
等
の
事
業
が
認
め
ら
れ
、
国
庫
補
助
は
新
出
村
と
、
同
率
で

総
制
二
百
六
十
万
円
柿
助
金
七
十
二
万
円
で
あ
る
。

3
、
青
年
桂
設
班
、
昨
年
二
固
に
亘
っ
て
閲
読
し
た
農
村
青
年
辿

設
班
は
、
終
業
後
も
炭
士
会
と
し
て
、

挺
身
活
動
を
杭
け
、
第

一
期
生
は

間
有
林
内
、
約
二
町
歩
の
植
林
を
行
い
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何
年
之

が
育
成
の
た
め
、
共
同
作
業
で
下
苅
を
行
っ
て
い
る
が
、
二
期

生
も
植
林
を
す
る
。

4、

断
農
学
校
、
農
業
の
多
角
的
経
営
を
目
、
さ
し
、
其
の
現
金
収

入
を
計
る
事
も
、
新
農
村
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
乳
牛
を
飼

っ
て
、
酪
由
民
と
米
麦
作
、
酪
農
と
果
樹
栽
地
を
組
合
せ
た
、
綜

合
経
営
を
目
指
し
て
営
山
一周
し
て
い
る
酪
農
家
同
志
が
、
北
海
道

札
幌
農
学
園
の
分
校
を
設
け
、
町
長
を
校
長
と
し
て

i¥ 
)=J 

十
四
日
本
部
か
ら
士
口
水
続
氏
の
派
遣
を
願
い
、
三
十
名
の
生
徒

を
迎
え
、
役
場
で
開
校
式
を
あ
げ
た
。
本
校
は
通
信
教
授
を
主

と
す
る
が
、
特
別
講
師
の
派
遣
も
あ
り
、
広
く
県
内
の
有
力
者



の
指
導
、
愛
大
の
教
綬
等
の
指
導
を
乞
い
何
年
度
二

十
名
を

募
集
し
二
ケ
竹
で
不
業
さ
せ
、
青
年
陥
農
家
を
養
成
す
る
。

5
、
養
蚕
、
生
糸
が
到
劫
品
で
あ
る
か
ら
、
価
格
の
変
動
が
大
き

い
の
で
、
前
途
を
誕
雌
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
州
作
地
州
市
の
山
山

部
等
で
、
大
一口品や
、
小
一品
を
A
け
る
よ
り
は
有
利
だ
と
云
う

O
R

実
な
経
営
方
引
で
指
導
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
三
介
此
秋
蚕
概
要

州

刊

数

桑

山

似

t

h

~

l

 

hψト
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ミ
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収刑制円
一叫
(
料
ま
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入
見
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制

利
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共
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制
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三
、

今

後

の

課

題

一一

一戸

二
川
七
以

九
O
瓦

七
七
民

九
八
、

0
0
0川

六

n間
(
て
二
、
〈μ
湯
山
削
育
所
)

二
O
H
附

(三
、
円
、
五
令
)

九
川
二
六
円

今
後
の
政
業
振
興
に
つ

い
て
は
、
土
地
気
象
等
、
自
然
的
な
制
約

下
に
あ
る
本
町
の
特
殊
性
に
鍛
み
、
第
一
に
米
麦
を
経
営
の
中
心
と

し
た
、
振
興
策
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
で
林
業
、
苗
山
政
を
取

入
れ
、
適
地
適
肢
を
考
践
し、

果
樹
、
養
蚕
、
特
用
作
物
(
葉
た
ば

」
、
み
つ
ま
た
)
畑
地
振
興
対
策
を
加
え
た
多
角
経
営
を
推
進
し
て

行
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

l
l
、

/
¥

三

ι
41巳h

l

叶
1
川

叶

Z

U
T

特
に
稲
作
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
土
地
改
良
事
業
、
灘
消
、
排

水
施
設
の
控
怖
を
早
急
に
行
い
、
生
産
駒
強
を
計
り
、
加
え
て
炭

長
主
将
D
改
豆
一
7
工
ιヨ
仏

x
f丁
、

叫
牙
小

1
ノ

6
・。~つ
L
H
rι
N
口
・7
A』↑λ
h
J
q
〆
干
し

生
産
増
強
を
計
り
、
農
業
以

術
の
徹
底
的
な
普
及
を
行
い
、
更
に
燥
機

HZ可
の
近
代
化
施
設
を

導
入
し
て
、
労
働
生
産
性
の
向
上
に
努
め
、
極
力
生
産
貨
の
引
下

げ
を
行
う
。
こ
れ
が
た
め
に
は
農
家
個
々
の
自
党
と
共
同
化
が
必
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要
で
あ
ろ
う
。
麦
作
に

つ
い

て
は
先
ず
一
毛
作
田
は
暗
渠
排
水
を

施
し
二
毛
田
と
し
て
、
反
当
収
量
の
地
収
を
計
り
、
極
』伎
の
生
産

貨
切
下
げ
に
一
段
の
改
善
を
必
要
と
す
る
。

2
、
林

業

適
地
適
木
を
考
慮
し
て
、
遊
休
地
に
つ
い
て
は
早
急
に
人
工
他
殺

等
に
よ
り
、
収
益
位
の
上
る
造
林
地
と
し
、
林
業
技
術
の
普
及
を

計
り
、
高
私
胤
強
に
努
め
る
一
方
、
治
山
治
水
を
考
雌
し
つ

計
回
的
伐
採
を
行
い
、
更
に
町
道
を
整
備
し
て
扶
育
搬
出
を
使
な

ら
し
め
る
。

3
、

十
回

Ë~ 



立
地
的
な
好
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
木
町
と
し
て
は
、
牧
野
改
良

飼
料
州
の
拡
充
等
に
よ
り
、

'H給
制
料
の
一
山
仏
仰
を
計
り
、
特
に
酪

州民に

つ
い
て
は

乳
牛
導
入
を
奨
励
し
、
生
乳
の
流
通
川
を
考
肱

し
つ
つ
、
今
後
大
い
に
恥
興
す
べ
念
事
項
で
あ
る

5
。
史
に
階
段

は
資
本
投
下
が
大
き
く
、
加
え
て
高
度
の
削
行
技
術
と
、
可
門
的

な
知
識
が
必
要
な
た
め

以
礎
的
な
技
術
指
導
が
山
工
ま
し
い
。

4
、
果

d附

最
近
の
果
樹
図
芸
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
風
潮
に
よ
り
、
急
速

に
新
植
栽
川
町
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
品
質
の
向
上
と
増
収
を
目
途

に
、
施
肥
の
改
普
其
の
他
地
水
設
備
を
、
強
備
し
生
産
川
口
を
到
に

向
上
せ
し
め
る
。
将
来
の
消
費
の
拡
大
の
見
込
み
は
相
当
仲
張
の

余
地
は
あ
る
が
、
立
地
条
件
等
を
考
慮
し
て
、
指
導
奨
励
す
べ
さ

で
あ
ろ
う
。

5
、
誌
・
蚕
特
則
作
物

養
護
に
つ
い

て
は
、
出
家
い
川
女
子
の
刷
業
と
し
て
、
開
和
三
十
二

年
度
よ
り
、
突
州
指
噂
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
果
樹
其
の
他
特

周
作
物
等
の
不
適
地
に
対
し
て

今
後
飼
育
の
改
普
(
手
間
条
桑

育
)
を
通
じ
、
出
来
れ
ば
畜
産
と
結
び

つ
け
た
ら
良
い
で
あ
ろ

コ

特
用
作
物
に
つ
い
て
は
、
制
度
的
な
保
護
施
策
の
あ
る
も
の
に

つ

い
て
、
適
地
週
刊
を
第

一
と
し
て
、
今
後
持
続
し
て
行
く
べ
き
で

ゐ
ろ
う
。

そ
の
他
の
物
に

つ
い
て
は
、
充
分
流
通
而
を
考
肱
し
指
導
す
べ
き

で
あ
る
。
仙
絡
変
動
の
大
な
る
も
の
、
又
は
貯
蔵
輸
送
等
の
開
刻

な
る
も
の
に
つ
い
て
は
研
究
を
要
す
る
。

以
上
川
作
に
つ
い
て
は

一
般
的
に
一
角
度
利
用
が
さ
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
は
土
域
改
良
、
州
制
地
保
全
等
、
人
工
改
良
を
加
え
て

十火
に
州
地
漉
水
対
等
綜
合
的
な
振
興
を
計
る
な
ら
ば
、
相
当
用
収
が
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山川
作
付
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。

四
、
川
内
町
農
村
青
年
建
設
班

農
業
を
主
産
業
と
す
る
本
町
は
、
新
農
村
建
設
計
画
を
策
定
し
、

着
々
実
践
に
努
力
し
て
い
る
が

こ
の
計
画
を
強
く
進
め
る
に
は

寸日
刊
に
侠

つ
べ
し
と
、
山
村
山
年
始
設
班
を
編
成
し
、
農
林
業
の
知

識
技
術
の
山
中
H

得
と
、
組
織
的
な
実
践
力
の
強
化
を
図
り
、
州
民
村
中
間ム

寸
同
作
を
技
成
し
、
寸け
れ1
の
'U
発
的
意
志
に
基
く
グ
ル

ー
プ
活
動
を
中

心
に
、
村
F

つ
く
り
批
進
吋
休
を
作
り
、
最
終
目
的
達
成
へ

、
強
力
に

昨
進
し
広
い
と
の
机
似
の
下
に
、
昭
和
三
十
二
作
十
二
月

一
日
よ
り

発
足
し
た
の
で
あ
る
。



一
、
方

主卜

青
年
が
我
が
郷
土
を
愛
し、

郷
土
建
設
を
目
ざ
し
て
共
同
精
神
を

体

得
し、

農
業
知
識
や
、
技
術
合
修
得
し
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
、i
け
れ
叶

'H
立
の
た
め
に
も
、郷
土
の
為
に
も
重
要
な
事
で
あ
る
。

こ
れ
が
た
め
に
、
川
内
町
在
住
の
い
同
年
を
対
象
に
背
年
住
設
州
を
設

置
し
て
、
こ

れ
を
育
成
強
化
し
て
背
年
の
自
主
的
活
動
に
よ
っ
て
、

将
来
の
郷
土
佐
設
を
計
る
の
で
あ
る
。

二
、
要

傾

ー
、
編
成
並
び
に
巡
科
、
当
建
設
班
は
、
川
内
町
れ
と
し
、
町
全
域
の
t
川
付
。

児
子
(
!
八
才

l
二
十
h
才
)
を
、
対
象
と
し
て
希
望
者
を
募
集
、
消
口

二
行
中
川
(
川
附
は
概
ね
二
ヶ
月
間
)
を
も
っ
て
班
を
編
成
す
る
。

辺川いけは
山引いは'日
弁
の
日
l
的
な
巧
え
の
一卜
に
、
勤
労
、
川山十
一
似
ぺ
爪
が

一
体

と
な
っ

て
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

2
、
品川業
、
川
に
定
め
る
公
共
性
の
あ
る
い山い世
止
に
柴
川
的
に
仙
く
。
叉
叩
へ判川

の
た
め
の
測
品
、
機
械
然
日
パ
の
使
用
を
す
る。

各
卒
業
ま
よ
り
の
協
刈
援

助
を
受
け
る
線
話
合
う
。

3
、
共
同
生
活
、
川
問
中
は
、
全
員
川
内
八
公
民
館
に
合
宿
し、

共
同
川
市
を

通
じ
て
、
川
出
企
な
ん
じ
活
態
度
及
び
、
'H治
に
対
す
る
能
力
を
従
う
o

A
H
山

中
の
食
此
は
、
作
業
収
入
に
よ
っ
て
賄
う
。

4
、
学
内
及
び
克
也
の
方
針

川
乙
の
辿
波
山
引
の
目
的
が
、
将
来
の
村
づ
く
り
で
あ
る
か
ら
、
庶
民
は

郷
上
の
実
仙
を
研
究
し
、
持
議
し
、
将
来
の
総
投
目
似
共
同
制
E
j
の
た

め
の
、
知
識
技
能
の
刊
行
仰
、
内
凶
業
知
識
の
内
引
に
よ
っ
て
、
'
H
aJ
H
の
方

向
を
定
め
、
特
に
ぺ
活
I
山
録
の
作
成
を
行
っ
て
、
共
同
生
活
の
広
義
を

昂
め
る
。

同

学

内

は

、
川
内
外
の
'h織
布
の
泌
必
、
機
械
似
の
使
用
巾
い
い
へ内
問
先
、

品
川
止
と
の
関
係
を
汚
雌
し
て
、
以
小

一
辿
i

二
時
間
と
す
る
〈

村
山
川
口
は
'川
卜
的
巡
引
を
す
る
た
め
、
制
郎
の
北
削
だ
胞
は
協
泌
に
よ

っ
て
決
め
る
。

、
占
作
住
ル
以
班
開
講

川
和
三
十

二
竹
広
二
川
と、

元
三
内
村

同
三
十
三
竹
皮
二
回
と、

役
場
を
道
場
と
し
て
削
減
、
第
凶
期
生
を
卒
業
さ
せ
た
。

将
米
の
本
川
女
担

っ
て
立
つ
背
付
の
長
成
に
は
、
多
大
の
則
刊
を
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か
け
て
い
る
が

ド
リ
竹
の
二
ヶ
凡
の
共
川
口
活
、
共
同
月
J
M
H

は
や
が

て
、
将
米
川
先
ー以
に
山
な
り
す
る
所
が
大
で
あ
ろ
う
。

五
、

農

業

委

員

会

こ
れ
ま
で
農
地
委
員
会
、
農
業
調
整
委
員
会
、
農
業
改
良
委
討
会

が
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
仕
事
を
し
て
き
た

が、

こ
の

三
者
間

に
は
、
閃
辿
し
た
事
叫
が
少
く
な
い
の
で
、

こ
れ
を
統
合
す
る
た
め

に
、
附
和

一十
六
作
三
川
三
十
一

日
に
、
第
十
凶
国
会
で
出
業
委
員

会
法
が
成
立
し

向
山
つ
七
月
実
施
、

こ
れ
に
よ
っ
て
農
業
委
員
会
は

こ
れ
ま
で
の

三
鹿
の
五
員
会
の
仕
事
を
引
紋
く
こ
と

に
な

っ
た
。



委
員
会
は
、
町
の
農
業
全
般
の
問
題
を
、
農
民
自
身
の
考
え
方
と

相
互
の
協
力
と
に
よ
っ

て、
決
定
し
実
行
し
て
い
く
も

の
で
あ
っ
て

其
の
任
務
と
し
て

は
、
自
作
農
の
創
設
維
持
、
由民
地
調
整
、
農
地
の

交
換
分
合
、
争
議
の
防
止
な
ど
を
実
行
す
る
と
共

に
、
農
業
振
興
計

画
樹
立
抗
進
に
つ
い

て
辿
議
す
る
。
委
員
の
定
数
は
十
五
名
、
IUJ 
長

の
選
任
し
た
五
名
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
更
に
昭
和
二
十
九

年
七
月
以
降
の
法
律
改
正
に
よ
っ
て
、
改
選
が
行
は
れ
、
こ
の
委
員

は
選
挙
に
よ
る
十
五
名
の
委
員
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業
共
済
組
合

が
推
薦
し
た
委
員
、
及
び
町
議
会
の
般
脱
し
た
委
員
を

町
長
が
選

任
し
た
八
名

の
委
員
と
に
よ

っ
て
構
成
せ
ら
れ
る
。

本
町
に
於
け
る
選
挙
に
よ
る
委
員
定
数
は
十
五
名
、
総
委
員
数
二

オ
三
名
。

事
務
局
に
は
農
地
主
事
一
名
、
其
他
の
職
員
二
名
。

尚
本
町
合
併
当
時
は
農
業
委
員
会
は
二
つ
に
な
っ

て
い
て
当
時
の

一内
地
一
民
会

長

は

近
隊
義
清
(
則
之
内
)

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十

n就
任

問
和
三
十
二
年
七
月
十
九
日
返
職

近
泌
朝
見
(
河
之
内
)

昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
日
就
任

昭
和
三
十
二
年
七
月
十
九
日
退
般

大

凶

時

久

(

吉

久

)

同

別
会
長
は

川
上
地
一民

会

長

は

同

別
会
長
は

大

昭
和
三
十
年
七
月
二
十
日
就
任

昭
和
三
十
二
年
七
月
十
九
日
退
職

清
(
松
瀬
川
)

間
和
二
十
九
年
七
月
二
十
日
就
任

附
和
三
十
二
句
七
月
十
九
日
返
職

石

れ
て 本
町
に
於
け
る
三
内
地
区
川
上
地
区
の
二
つ

の
委
員
会
は
合
併
さ

方
)
昭
和
三
十
二
作
七
月
二
十
H
就
任

近
朕
初
見
(
河
之
内
)m和
三
十
二
年
七
月
二
寸
け
就
任

柄
本
半
太
郎

(北

方

)昭和
三
十
円
年
五
片
八
円
就
任

近
版
制
見
(
河
之
内
)m和
三
十
二
作
七
九
二
十
日
就
灯

A
Z
 

lま

渡
部
鹿
太
郎

(南

長

副

会

長

は

次

会

長

は

火
リ
と
J

主
主

t
T
n
/
i
Iム
f
h

川
内
町
民
業
委
員
会
委
員

伝
吋

-vh「

ν「
ト
ヘ
九
爪
山
V

L
h
引

ヲ
/
↑
、一

一
ノ

I
hv

仙

波

悦

数

戒
能
川
削
太

ー、ぃ
h

h川
d

甘
い

/

叫

A
w
u
d

--

2
久
山
品
川
刷

出

川

t

k

・
1

1
、コ

ー-y

m
H川
野
又
一

渡
部
愛
次
郎
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(
m
m
和
三
十
二
年
七
月
改
選
)

松

本

文

市

森

秋

平

玉

井

信

義

高

須

賀

受

近

藤

貴

志

男

波

部

虎

市

三

河

川

似

細

川

繁

一

両

橋

勝

一

佐

伯
孫
問
郎

近
磁
朝
見
一
日
川
須
賀
鉄
次
郎

橋

本

義

之

宇

和

川
恒
行

渡
部
鹿
太
郎



六
、
川
内
町
の
商
工
業

(昔
と
今
)

変

司，，"

J.:f:主

硝

ei
業
の
成
川
日以
は
道
路
の
変
遷
と
交
通
機
関
の
進
歩
発
達
と
に
依

っ
て
其
の
被
む
る
影
山
村
が
多
い
。
本
町
に
於
け
る
国
道
は
周
桑
郡
川

原
町
よ
り
本
川
字
土
谷
田
鍬
に
入
り
本
町
を
通
っ
て
重
信
町
に
主
る

川沿
長
凡
そ
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
e

及
ん
で
い
る
。
そ
の
沿
川
縦
で
あ
る

川
上
は
刊
は

IM山
地

(
駅
馬
)

川
上
駅
伝
馬
門
医
が
あ
っ
て
往
来
は
活

気
を
ロ
モ
し
、
東
杭
地
方
に
於
け
る

tX
化

の
中
心
で
あ
っ

て
諸
国
の
旅

商
人
等
の
出
入
感
ん
で
市
場
等
も
あ
っ
て
繁
昌
を
川
側
め
た
。

明
治
維
新
後
は
、
免
許
制
の
廃
止
に
よ
っ
て
諸
民
自
由
に
商
業
を

営
む
様
に
改
正
さ
れ
て
商
応
は
益

々
増
加
し
、
明
治
二
十
三
年
町
村

制
実
施
当
時
は
本
川
商
工
業
の
隆
盛
時
代
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
以
米

車
川
の
住
米
紫
く
な
る
に
つ
れ
国
道
は
明
治
三
十
五
年
十
月
に
主
り

桜
三
盟
中
山
川
胞
が
峻
工
し
、
旧
道
は
全
く
さ
び
れ
て
来
た
の
で
あ
っ

た
。
改
修
以
来
も
煤
ん
で
あ
っ
た

こ
の
駅
町
も
国
鉄
政
讃
線
が
松
山

市
に
組
長
さ
れ
(
川
和
二
作
凹
川
)

て
か
ら
は
、

車
馬
の
交
通
旅
人

の
住
米
は
全
く
減
じ
た
為
、

'M川島
業
、
飲
食
業
、
悩
門
峰
、
民
車
、

力
車
、
其
の
他
'
耐
」
業
は
次
第
に
浪

へ
る
に
至
っ

た
。
伊
政
鉄
パ
ス

其
の
他
交
通
機
関
の
公
述
の
進
歩
発
達
に
よ
り
本
町
沿
線
の
商
工
業

の
今
後
の
経
日
は

A
九日山
な
る
川
出
期
を
政
州
心
さ
れ
る
状
態
と
な

っ
た
。

本
川
制
を
胞
か
れ
る

に
及
ん
で
の
辿
設
計
削
に
よ
る
と

U
H付

e

仏
5

4

、l
l

H叶

吋
れ
i
」
当
河
-
Z
H

日山

川
内
町
に
は
到
在
一
佑
七
千
万
川
に
余
る
民
業
収
入
が
あ
り
、
此

の一
川
陀
物
と
し
て

の
余
剰
物
資
を
全
而
的
に
利
川
し
工
業
の
発
川肢
を

計
り
広
い
o

u
入
、
必

-L
関
係
は
相
当
泣
来
像
方
川
に
流
通
し
て
い
る

が
、
町
内
有
l
u
に
よ
る
共
同
作
業
場
を
設
け
刷
業
対
策
と
し
て

I
楽

を
主
体
と
す
る
経
工
業
を
促
進
す
る
。

ー
、
商
業
制
光
計
画
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川
内
町
に
は
約
三
口
五
十
戸
の
商
問
が
あ
り

川
内
公
倒
的
光

施
設
と
相
候
ち
対
外
的
な
発
展
を
と
げ
る
様
計
り
度
い
。
そ
の

為
町
内
に
商
工
制
光
に
関
す
る
協
議
会
を
設
け
年
次
計
耐
を
凶

て
る
。

2
、
前
業
機
仙
の
坐
備

川
内
町
硝
工
組
合
を
整
備
充
実
し
、
組
織
に
よ
る
商
業
発
以
を

計
る
検
し
た
い
。

人

、
!1
111
j

1

3

市
峰
山

M

現
在
川
内
町
に
は
市
場
を
持
た
ず
。
此
れ
は
炭
林
業
の
経
営
に

大
き
な
院
生
口
と
な

っ
て

い
る
。
九

U
五
十
町
歩
の
農
地
、

六
、



一五

O
町
の
山
林
物
資
の
市
場
と
し
て

の
機
構
を
整
備
す
る

こ

と
は
、

今
後
の
経
営
に
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

尚、

そ
の
他

農
産
物
に
つ
い
て
は
農
協
を
主
体
と
し
て
共
同
出
荷
場
を
開
会
、

そ
の
販
路
開
桁
に
努
め
る
。

観

光

胞

設

の

光

夫

Jiu 也
l弱公内 川 ITJ又L 

千ノ。

7共施闘公 作"す業'Jj: 

IIIJ I}~ JII 
-t'll 
休業

以

f年f，jliif十|引 十万一三卜十万十二 ~Jj 

業
I，T 八年度八壬度| 
万Pl 皮 1下11 千 '(~ 

I'J 

Z児遊E 実す ムダ 川I)~ 
~jJ: るを公

!五1 品li図
業tt!l ぷ、

4光施11他(-行l 

事
立J

比J又し 、
策

色中;・ 3川'l:一

光ブJ

七
、
川
内
町
商
工
会

(現
況
)

沿

ドョ-
寸
E
-

本
町
発
足
以
前
川
上
村
商
工
会
と
称
し
て

昭
和
二
十
四
年
三
月

十
四
日
旧
川
上
村
内
商
工
業
者
相
寄
っ
て
改
良
発
達
、
並
に
会
員
の

福
利
治
進
を
図
る
た
め
設
立
し
た
。

事
業
内
容
活
動
状
況

(→ 

商
工
業
の
改
良
発
達
を
図
る
に
必
要
な
調
査
研
究
施
設
を
為

す。

(ゴ

会
員
相
互
の
徳
義
を
進
め
信
用
の
向
上
を
図
る
。

国

会
員
相
互
の
意
志
の
疏
通
を
図
り
必
要
に
応
じ

一
致
の
行
動

を
な
す
。

L
 

Lω
uv
 

営
業
上
に
山
し
・
日
庁
の
訊
問
に
応
じ
又
、建
議
上
巾
セ
な
す
。

知
徳
川
似
隣
の

た
め
講
習
会
を
聞
き
又
は
研
修
見
学
す
。

(/j~ 

商
工
業
に
闘
す
る
功
労
者
似
良
従
業
員
の
表
彰
を
な
す
。

会
員
数
は
主
の
如
し
。

(其
他
役
員
氏
名
商
応
極
別
省
略
す
)

昭
和
二
十
凶
年

一
八
一
名

"ノ

一十
五
年

一
七
三
名

-64-

// 

二
十
六
年

一
凶
五
名

// 

一十
八
年

一
二
一
一
名

1/ 

三

十

年

一
三

O
名

昭
和
三
十
行

四
月
三
内
村
、
川
上
村
町
村
合
併
に
依
り
同
句
六
月

川
内
村
商

I
一会
と
名
称
を
変
更
せ
ら
る
。
史
に
三
十

一
年
九
月
出
川

地
区
合
側
編
入
と
同
時
に
町
制
を
施、辛
口
、
川
内
町
商
工
会
と
名
称
が

変
突
さ
れ
現
在
に
至
る
。



第
七
章

教
育
文
化
施
設
の

統
合
整
備

一
、
統
合
川
内
中
学
校
建
築

三
内
、
川
上
両
村
が
合
併
す
る
や
、
新
村
建
設
計
画
に
基
い
て
、

一
村

一
中
学
校
を
目
標
に
し
て
、
そ
の
建
築
統
合
は
昭
和
三
十
五
介

ま
で
に
、
川
内
村
役
場
新
庁
舎
附
近
よ
り
三
内
中
学
校
に
至
る
問
に

建
築
す
る
と
定
め
た
。

附
和
三
十
一
年
九
月
に
は
、
滑
川
地
区
が
合
似
し
同
時
に
町
制
を

布
い
て
川
内
町
と
な
っ
て
、

川
上

3
1
1
 

抗
日
恥
似

Uμ

滑
川
の
凶
山
中

l村

学
校
を
一

一
枚
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
て
統
合
す
る
に
つ
い
て
は

生
徒
の
通
学
距
附
問
題
、
旧
校
舎
え
の
愛
着
等
議
論
の
的
と
な
っ
た

が
、
結
局

(斗

一
中
学
校
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
全
町
の
人
心
を
統
合
し
融

和
国
結
の
精
神
を
地
う
こ
と
が
で
き
る
。

同

生
徒
が
よ
り
大
さ
な
舞
台
で
勉
強
し
側
鎖

す
る
こ
と
が
で
き

る

国

教
員
陣
容
及
設
備
の
充
実
に
よ
っ
て、

教
育
効
果
が
挙
る
。

U"!) 

経
費
が
減
少
す
る
。
山
中
学
校
の
場
合
一
ケ
々
の
経
世
は
ト
人
体

二
泊
五
六
十
万
円
似
の
も
の
で
あ
る
が

統
合
し
た
場
A
n
は

什

同

U
A

、、
村
正
」
ノ

七
十
万
円
の
費
用
が
節
約
で
き
る
。

企
町
民
も
中
学
校
教
育
は

義
務
教
育
最
終
で
あ
り
刊
上
げ
の
学

校
で
あ
る
事
か
ら
、
統
合
に
多
く
の
希
出
と
期
刊
を
か
け
、
愈
々
杭

合
校
舎
建
築

へ
出
発
し
た
。

一
、
附
和
三
十
一
介
六
川
、
川
内
村
中
学
校
統
合
研
究
準
備
会
を

議
会
、
教
育
委
員
会
、
中
学
校
長
等
二
十
名
を
委
員
と
し
て
委
嘱

し
敷
地
予
似
地
の
実
状
研
究
及
び
校
舎
住
築
等
、
具
体
的
必
定
の

~ 65 ~ 

も
と
に
収
掛

っ
た
。

一
、
翌
昭
和
三
十
二
年
三
川
統
合
委
員
会
と
し
て
、
準
備
委
い
民
会
は

一
歩
前
進
。
小
中
学
校
長
、

P
T
A
会
長
、
農
業
委
員
会
長
、
農

協
長
、
い
川
人
会
長
、
古
年
凶
長
、
学
識
経
験
者
等
六
九
人
工
内
制

成
。
専
門
委
員
十

一
人
、
土
地
交
渉
委
員
二
十
八
人
を
退
任
し
て

実
施
段
階
に
入
っ
た
。

一
、
統
合
中
学
校
々
地
候
補
地
と
し
て
、

川
内
町
役
場
前
、天
神
町、

上
り
畑
、
応
矧
寺
束
、
三
内
中
学
校
等
が
あ
げ
ら
れ
た
が

調
査

検
討
の
末
、
他
は
何
れ
も
難
点
あ
り
と
し
て
、
役
場
前
を
最
適
地

と
し
て
、
制
地
而
積
二
ハ

五
一
八
歩
(
所
有
者
二
十
二
名
)

の



農
地
寅
上
げ
交
渉
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
が
、
零
細
農
家
が
多
く

ま
た
当
該
地
が
上
回
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、
交
渉
は
難
行
を
続

け
、
耕
作
者
会
及
び
緋
作
者
代
表
者
会
と
交
渉
を
重
ね
る
こ
と
ニ

十
余
固
に
及
ん
だ
。

-
、
同
年
六
月
十
八

日

町
議
会
協
議
会
に
於
て
交
渉
委
員
、
制
作

者
代
表
と
協
議
。
八
月
十
日
町
議
会
に
於
て
反
当
六
十
三
万
円
で

買
入
れ
を
な
す
決
議
を
行
い、

絃
に

い
よ
い
よ
中
学
校
建
築
の
基

礎
が
で
き
た
。

川
内
中
学
校
建
設
用
地
買
収
に
当
っ

て
所
有
者
背
野
仲
次
は
自
己

関
係
国

一
反
七
畝
五
歩
の
自
己
収
得
分
、
金
五
十
-
万
五
千
円
也

を
中
学
校
建
築
の
た
め
寄
附
し
た
。
町
は
こ
れ
に
感

謝
状
を
贈
っ

た
。

一
、
建
築
計
画
、
土
地
交
渉
と
合
せ
て
、

建
築
計
画
に

つ
き
種
々
検

討
の
末
、
三
ヶ
年
計
画
事
業
と
し
て
着
手
す
る
こ
と
と
な
り

第

一
期
工
事

(
昭
和
三
十
二
年
度
)

学
校
用
地
六
、
O
O
O坪

学
校
用
地
整
州
政

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
六
O
三
坪

木
造
校
舎

(
移
築
)

一
九
二
坪

一二
、
六
0
0、
0
0
0円

三
、
凶
三

O
、
0
0
0円

三
二
、
五
六
二
、
0
0
0円

二
、
八
八

O
、
0
0
0円

制i

計ー

第
二
期
工
事

(昭
和
三
十
三
年
度
)

木
造
校
舎

(
移
築
)
五
二
七
坪

以
臼日一
tz
u

1'1 

-一tr
n

第
三
肌
工
窃
(
附
和
三
十
凶
作
皮
)

鉄
筋
講
堂
(
一
八
O
坪
)

川
並
び
に
悶
凶
塀
工
事

以
臼

咋

孔

6

1
 

A
U
n
 

治
則
似
と
し
て

第

一
期
工
事
分

国

庫
川
川
助
金

起

仙
問

担

m 
111]二
JDJ 
工
:i"l事 itl
分

J旦

第
三
朋
工
事
分

国

庫

補

助

金

二
、
凶
O
二
、
0
0
0問

主
二
、
八
七
回
、
0
0
0円

七
、
九
O
尻
、
0
0
0円

七
一
五
、
O
O
O円

八
、
六
二
O
、
0
0
0円

九
、
七
二
O
、
0
0
0円

二
六
五
、
O
O
O円

て

二

O
六
、
O
O
O円

一
て

一
九
て

0
0
0円

七
三
、
六
八
五
、
0
0
0円
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一凶
、
三

一問
、
0
0
0円

一
円
、
三一

問
、
0
0
0刊

二
五
、
二
凹
六
、
0
0
0円

五
三
、
八
七
問
、
0
0
0川

八
、
六
二
O
、
0
0
0川

八
、
六
二
O
、
0
0
0円

三
、
二
二

O
、
0
0
0円



111] 起

m jj'i 

一ニ
、
二
二

O
、
0
0
0川

円
、
七
五
て

0
0
0川

一
て
一

九
て

0
0
0川

百1.fl 

右
の
計
副
に

よ
り
、

松
山
市
の
後
藤
種
一
設
計
士
に
設
計
を
依
刺

し
、
川
時
に
関
係
宵
庁
へ
補
助
陳
情
を
し
た
。

一
、
同
年
九
月
二
十
六
日

国
庫
補
助
事
業
費
の
決
定
を
受
け
、
制

助
金
八

一
八
一

、

0
0
0円
が
内
定
す
る
に
及
ん
で

11白
羽l

十
二
介
役
事
業
工
事
と
し
て

延

九
坪
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

l

ト
三
階
建
を
建
築
す
る

こ
と
と
な
り
、
六
業
者
を
指
名
し
岡
山
叶
十

一
月
十
八
日
競
争
入
札
を
実
施
し
た
結
果
、

ノ1、

四

O
O、
O

0
0円
に
て
大
岡
山
魁
設
株
式
会
社
が
落
札
す
る
と
こ
ろ
と
な
り

現
場
的
督
と
し
て
一
級
建
築
士
門
間
一
泊
を
雇
備
、
建
築
委
員
と

し
て
松
川
玉
樹
、
近
藤
安
長
、
仙
波
親
恵
、
相
原
寿
秋
、
高
岡
繁

市
の
各
氏
を
委
嘱
し
、
十

一
月
二
イ

一
日
現
場
に
於
て
地
鎮
祭
を

挙
行
し
た
。

着
工
す
る
や
、
季
節
は
冬
と
な
り
、
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
に
も
着

々
進
捗
せ
ら
れ
、
折
か
ら
新
年
の
初
陽
も
現
場
に
て
拝
す
る
な
ど

関
係
者
一
丸
と
な
り
困
難
を
克
服
し
、

泰
季
を
迎
え
五
月
二
十
六

在

ぜ
ん

口
組
然
た
る
'
l
t
の
教
育
殿
堂
が
組
投
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
、
附
和
三
十
三
4
度
事
業
と
し
て
五
月
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

組
三
五
七
坪
、
木
造
校
舎
九
九
坪
の
国
庫
負
担
事
業
を
申
請
す
る

(1昭和13311:.1↑)J2611峻工〕

- 67 -

川内 中学校



と
同
時
に
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
三
五
七
坪
、
木
造
二
階

建
特
別
教
室
二
九
九
坪
、
木
造
平
屋
(
旧
三
内
中
学
校
々
舎
移
築
)

一
二

O
坪
、
給
食
室
及
宿
直
小
使
室
等
六
三
坪
の
建
築
を
、
大
同

ル
他
殺
と
入
札
に
よ
り
文
随
意
契
約
に
よ
っ
て
、
詰
波
完
了
、

司事

は
順
調
に
進
捗
し
て
、
同
年
十
一
月
完
成
し
、
こ
こ
に
四
中
学
統

合
の
尚
子
闘
が
建
築
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
、
同
年
十
一
月
二
十
六
日
落
成
式
挙
行
、
大
西
県
教
育
長
、
県

宵
、
町
内
有
志
等
町
内
外
二
百
余
名
の
来
貨
を
招
待
し
、
午
前
十

時
よ
り
竣
工
式
挙
行
、
多
数
の
祝
辞
祝
電
あ
り
、
正
午
閉
式
祝
賀

会
に
移
っ
た
。

別
に
町
内
占
美
術
展
、
生
花
展
、
生
徒
作
品
展
あ
り
校
庭
に
於
て

は
餅
撒
、
相
撲
、
演
芸
等
町
民
の
心
か
ら
な
る
祝
賀
の
内
に
幕
を

閉
じ
た
。

て
型
三
十
凶
作
三
川
一|
一作
室
、
図
画
室
、
職
業
科
室
等
不
足
の
た

め
川
上
小
学
校
座
学
室
を
移
築
し
、
芸
能
科
室
の
建
築
に
着
手
、

同
七
川
六
日
一
竣
工
し
た
。

ー
、
川
内
中
学
校
建
設
費
調

一

文

年
度
一

科

度11・二←1-三和ill{3

敷

地

質

入

白

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
延
三
二
九
坪

叔
自

ι4

3

1

 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
附
位
三
五
七
坪

給
食
室
、
使
丁
室
、

約
直
室
六
三
即

木
造
二
階
特
別
教
室

凶
一
九
坪

'H転
車
世
間
切
二
円
坪

体
操
回
目
室
物
程

的

口

間

決

校

庭

造

成

此

ぷ
白

いV
4

A
ロ

J

メ3、
口

|司民:壬|二三 |三1]'''1凶三.

木メ入
n 

!医

Cコニ三l!!B Cコ

室主主雲 塁塁塁
Jl1街
I~t 
収

入

三ι
旧

一
工

J

L
一ー

円

一

一o
、四五九五
三O
一
国
庫
納
助
金

一八五四
O

、四0
0

一
起

伯

一、口六
回
、一六百
一
財
必
収
入

=一。
、。六回
、三

一

目
手
口

一九
、二九Z
一、0
0
0

五()山
、七七

、一五(〕
、c
o
c

、一五()
、0
0
0

円昭
和
三
1
問
介
七
月

一
一同現
在
)

一、一五(〕
、0
0
0

不↓メ当、
に1

同
庫
補
助
金

}包

I~H 

r、、
11 

財
注
収
入

/ち、

収
自ー一守

口

一O
、O
一(回
、。九一品

八
、回(〕O
、0
0
0

一-一一
、四八
三
、O
九五

問(〕
、二四(〕
、五八

山
、
一三一
、三(〕
O

一回
、百C
O
、0
0
0
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五一色
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、O
八

、一zo
、0
0
0



2
、
生
徒
牧
容
状
況

第
一
期
工
事
が
完
了
し
た
ら
三
内
中
学
の
生
徒
を
収
容
す
る
予
定

で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
工
事
の
変
更
等
も
あ
っ
て
第
二
期
工
事
が
完

成
し
て
昭
和
三
十
三
作
十
一
月
十
五
日
に
全
校
生
六
七
七
人
を
一
斉

収
容
し
て
統
合
し
た
。

政
て
心
配
さ
れ
て
い
た
地
域
的
な
対
立
感
仙

と
い
う
も
の
は

一
つ
も
な
く
融
合
一

体
の
実
を
結
ん
だ
。
通
学
不
能

の
生
徒
の
為
に
は
旧
川
上
村
役
場
を

改
装

し
て

寄
山
舎
に
充
当
し

た
。
主
と
し
て
出
川
部
孫
の
生
徒
が
答
抗
し
た
。

学
校
当
局
に
於
て
も
統
合
中
学

へ
の
一意
識
統
一
淳
美
な
る
校
風
の

樹
立
、
地
域
社
会
の
学
校
協
力
体
制
の
確
立
と
い
っ
た
よ
う
な
点
に

は
特
に
力
を
入
れ
て
教
育
効
果
を
挙
げ
ん
と
努
力
し
て
い
る
。

3
、
昭
和
三
十
三
年
度
生
徒
の
動
向

青1 1;;:. jF:J I判

二
、
卒
業
者
と
そ
の
動
向

匹
市
陛
誠
一pm一

一一一

フ『

男

ノ目、 ra EB 
cコ 一一

Cコ
主三五

女

g 

gg 

言|

J!l 

p
-
r
z
 
ut
寸

状

円んi
 

9j I進 学校名

20
1 
13 
い山東

2 21 *'.2: ILI前日

11 101 1公 山 工 I~':-j 

49 25 24 東 1ffii I"J 

O 11 +~~ ILI二|じ I":J

O 11 /，、 ifi:It r:j 

21 f:J} t~i J;~ ~~j 

21 ~:和!~1;;]<Im ~'1j 

21 J~ 大附 高

7新 国 寸~~玉j 

01 J:l~ 'ムヨ， ，HJ 

01 1:斉 美 MJ 

12; 12 0松 111女前日

:i j 4松山工高問

1 48i ~l~_~ ー

Jjぇ

JI治

h

十人1
 -↑
U
 

「
11
ノi
 

;:11女 1Vj 1方 TIn 

38 16! 22 

佐今京愛 阪 治神山6 61 0 
14 61 8 
18 71 11 知|
2 2 ~ I I兵~(，j iI~ 

J>li. 
2 21 ei岐 J~.\ー

Cコ

ニ
、
教

育

委

員

会

"日

ー
、
川
内
村
教
育
委
員
会

川
内
村
教
育
委
員
会
の
選
出
委
員
四
名
が
決
定
し

Cコ

村
成
立
と
共
に
、

た
。
町
村
合
併
促
進
法
の
改
正
特
例
に
よ
っ
て
選
挙
手
続
を
省
き
旧

計|女IVj I職 和

従事者
201 16 rJi 結

51 5 織 物

41 0 木製製造
51 0 食料品製造
21 0 化学工業
151 12 !万員
13 01 13 ICI動車''*耳目
2 2 O美容 1m作
4 4 D看護婦

81 401 41 合 計
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昭
和
三
十
年
四
月
二
十
五
日

川
内



間
村
委
員
八
名
が

互
選
し
て
四
名
を
決
定
し
た
。

)11 

-ヒ
地
区

佐
伯
藤
三
郎
、
伊
賀
富
美
校

三
内
地
区

M 

ユ
比

、

自
・

1
』

t
t1

1
川

J
F
E

寸
担
制

Hμ

但
し
任
期
は
一
ケ
ペ
で
あ
っ
て
、
議
会
選
出
の
議
員
に
は
、
大
西

栴
士
口
氏
が
選
出
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
新
村
五
名
の
教
育
委
員
が
決
定
し
、

川
内
村
教
育
委
員
会
が
成
立
し
た
。

教
育
長
は
、
永
野
正
氏
が
任
命
せ
ら
れ
た
。

事
務
局
職
員
の
定
数
は
三
名
で
あ
る
。

昭
和
三
十
一
作
六
月
三
十
日
に
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
辺

営
に
関
す
る
法
山
(
昭
和
三
十
一
日
作
法
作
第

U
六
十
二
号
)
が
公
布

さ
れ
、
十
川
一
円
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
の
で
、
新
法
に

よ
っ
て
新
ら
し
い
教
育
委
民
会
が
発
足
し
た

川
和
三
十
一
日
汗
九
八

一
日
間
制
を
布
、
ぎ

2
、
川
内
町
教
育
委
員
会

と
な

っ
た
。
そ
し
て
従
来
の
委
員
公

選
制
が
廃
止
せ
ら
れ
首
長
の
任
命
制
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
本
町

に
於
て
も
町
長
に
よ
っ
て
、
十
日
凡
一
日
新
委
員
が
任
命
せ
ら
れ
た
。

高
須
賀
乍
一
大
字
北
方

一片

岡

繁

市

大

字

則
之
内

f
、
マ
ド
j

J

オ

ロ

『
1

4
TJ

A
刀

mよ
「

川

面

山

パ
い
斗
円

の
五
取
引
で
あ
る
。

1"1波
間部

務ミ
策ヤ

大
字
南
方

大
字
削
川

委

員

長

高

須

賀

年

一

委
員
長
代

迎

日

間

繁
市

明
和
三
十
二
年
九
月
、
教
育
委
員
の
異
動
が
あ
っ

て
次
の
如
く
決
っ
た
。

退

任

永

野

正

九

月

三

十

円

任

則

満
了

辞

任

門
間

義

策

同

昨

任

中
川

同
年
十
月
一
日
任
命
次
の
如
く
な
っ
た
。

教
育
委
員
(
委
員
長
)
高
岡
繁
市

十
月

一
円
新
任

問

教

育

長

仙

波

直

記

同

岡

高

須

賀

来

一

司

度

前

ヤ

l

i

i

a

 

同

玉

引

明

窓

十
川

一
円
新
任

昭
和
三
十
三
年
九
月
の
改
選
に
よ
っ
て
、

退

任

玉

引

別

恕

九

川

三
十
円
任
則
前
了

教
育
委
口
(
一
み
古
川
長
)
州
針
ギ
バ
郎
十
川
一
日
新
任

仙
川
町
氏
は
f

小
干
に
し
て
川
和
三
十
円
作
一
刀
一

一川
比
仁
せ
ら
れ
た
の
で
、
日

付
一
川
十
H
束
太
市
氏
が
教
育
委
門
U
K
任
命
せ
ら
れ
た
。

教

育.

長

永
野

正

- 70 ~ 

、
川

内

町

青

年

団

青
年
国
の
沿
革
、
昭
和
二
十
九
年
三
内
、
川
上
両
村
の
合
併
問
題

が
胤
(っ

て

町
村
合
併
促
進
法
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
合
併

促
進
協
議
会
を
開
い
て
、
背
勾
問
も
そ
の
列
に
加
わ
り
、

日
H
仁
寸

l
J

-4
 

か
ら
は
官
川
町
斗
清
、
池
川
八
重
子
、
旧
三
内
村
か
ら
は
高
須
賀
義
則

近
藤
た
づ
え
の
四
氏
が
そ
の
委
員
と
な

っ
た
。
そ
し
て
合
併
を
目
的



と
し
て
の
調
夜
研
究
、
公
聴
会
、
合
併

協
議

会
を
重
ね
る
事
数
十
凶

遂
に
昭
和
三
十
介
四
月
一一
十
五
日
目
出
度
く
合
併
し
て
川
内
村
と
な

る
や
、
青
年
団
も
川
内
村
青
年
団
と
し
て
発
足
し
た
。

し
か

る
に
翌

三
十

-
什
九
月

一
日、

同
桑
郡
中
川
村
泊
川
部
落
の
編
入
A
口
仰
と
な

り
、
同
…
時
に
州
制
を
布
き

こ
こ
に
現
在
の
川
内
町
迎
合
背

4
問
が

龍
生
し
た
。

川
内
町
辿
合
f

川
作
間
と
し
て
の

1.公
な
る
行
弔

次

一
川

長

名

一

努

力

行

附
和
三

O
年
一
近
川
勝
良
否

一
今
ま
で
の

1
H
4凶
活
動
よ
り

一
歩
前
進
文
化

的
教
誌
を
身
に
つ
け
る
。
考
え
る
吋
年
を
つ

く
る
た
め
に
努
力
す
る
。
機
関
紙
「
仲
間
」

発
行
ス
ポ
ー
ツ
辿
動
に
熱
を
入
れ
る
。

秋
祭
の
際
の
暴
力
追
放
に
力
を
入
れ
る
。

平
和
愛
好
の
計
年
間
と
す
る
。
原
水
爆
禁
止

協
力
。
世
界
青
年
学
生
半
和
友
好
会
に
青
年

代
表
を
モ
ス
ク
ワ
へ
送
る
た
め
の
資
金
カ
ン

。、ノ諸話
相
の
訪
習
会
を
開
く
、
機
関
紙
発
行
。

中
学
校
抹
成
式
青
年
婦
人
大
演
芸
会
を
閃

ノ
¥
。

Fr
 

F
3
 

〆〆

〈
J

朴灯
時
点

仙
波
間
夫

ノノ

年
一
白一戸

~~( ，. 

ノノ
昭
和
三
十
四
年
度
の
団
長
は
抑
的
談
氏
で
あ
る
。

川
内
町
辿
A
川
町
付
凶
々
則
抜
本

(総
則
よ
り
)

第
二
条
十
市
川
は
凶
員
各
位
の
相
互
教
育
に
よ
り
社
会
人
と
し
て
の
教
必
を

一日
川
め
る
と
北
〈
に
川
員
相
立
の
親
慨
を
悶
り
社
会
の
改
訟
に
努
力
す
る
乙
と

を
目
的
と
す
る
。

州
知
円
条
木
団
は
た
の
単
位
団
よ
り
構
成
す
る
。

河
之
内
t
門
竹
川
、
則
之
内

ν
、
出
谷
η

、
土
谷
H

、
奥
必
瀬
川

て

前

必

戸内
HH
l

l

'

、
1
J

，
、
レ
U

イ
J

r

、
百
寸
干J
J
'

、
A
j
川
H
P
Y

甜
叶
打川
'
，h

川川

r

l1
寸
ノ

ノ

ア
|

寸
ノ

，，

J
hH
ト
j

J

第
-
M
条
木
聞
は
目
的
達
成
の
た
め
左
の
郎
を
鐙
く
、
但
し
必
要
に
応
じ
て

代
議
員
会
の
議
決
を
何
て
明
滅
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

て

総

務

-m
二
、
文
化
部

三
、
花
菜
畑
州
問
、

社
会
部

川
、
休
資

郎

六

、
家

政

部

七

、
百
年
学
級
郎

引
業
活
動
は
年
次
行
事
訂
回
表
に
よ
っ
て
お
実
に
歩
を
続
け
て
い
る
の

昭
和
三
十
四
年
度
運
動
方
針

て

明
日
の
希
盟
に
燃
え
高
潔
の
必
義
を
愛
す
る
。

て

品川
に
綴
刺
た
る
ハ
ヤ
性
に
基
い
て
活
動
す
る
の

て
若
い
時
代
を
佐
全
に
楽
し
も
う
。

て
組
織
の
充
実
を
計
り
他
の
凶
休
と
の
相
立
の
親
仲
間
を
期
す
。

て

相
互
教
育
に
よ
り
社
会
人
と
し
て
の
教
徒
を
高
め
よ
う
。
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四

、

川

内

町

婦

人

会

川
上
両
村
が
合
併
し
た
の
で
、

旧
三
内
村
山州

昭
和
三
十
年
三
内
、

人
会
、

旧
川
上
村
婦
人
会
も
合
併
し
て
、
川
内
村
婦
人
会
が
誕
生
し

た
。さ

て
村
は

一
つ
に
な
っ

て
も
双
方
共
、
婦
人
会
は
始
め

て
の
お
付



ム
ロ
だ
か
ら
と
云

5
気
兼
や
、
遠
慮
も
考
え
ら
れ
た
が
、
何
が
何
ん
で

も
一

つ
内
聞
と
な

っ
た
の
だ
か
ら

旧
村
意
識
や
、
対
立
感
情
を
持

っ
た
り
し
て
は
い
け
ぬ
と
、
会
員
相
互
の
融
和
親
善
を
目
的
の
第

に
置
い
て
発
足
し
た
。

翌
附
和
三
十

一
年
九
凡

日
、
周
桑
郡
中
川
村
大
字
市
川
地
阪
が

編
入
合
併
せ
ら
れ
、
同
時
に
町
制
を
布
い
て
、
川
内
川
抑
人
会
と
名

称
変
更
、
更
に
内
JM
什
も
一
段
と
精
彩
を
加
え
た
。

川
内
川
州
人
公
々
川

知
一
条
(
名
称
)

本
会
は
川
内
町
州
人
公
と
称
し
事
務
所
を
川
内
町
教
育
委
員
会
中
務
局
に

置
き
ま
す
。

第
二
条
(
問
的
)

本
会
は
川
内
町
の
家
佐
川
人
の
同
体
と
、

「
と
も
み
が
き
」
に
よ
り
川
人

の
地
位
の
向
上
を
同
り
、
明
る
い
笠
か
な
川
町
民
な
川
内
町
の
町
づ
く
り
に

口
献
す
る
と
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

Arm-を
東
日
令
、
内
科
、
土
作
、
南
町
、
北
松
、
央
総
細
川
の
六
分
会
に
分
け

た
が
翌
三
十
一
作
九
万
げ
比
例
川
地
u
n
が
編
入
合
併
と
な
っ
た
の
で
、
滑
川
分

会
を
置
き
七
分
公
と
し
た
。

川
内
町
川
人
公
役
口
名
鈎

昭1
'f1] I I，r-

O 

皮

、ャ
一
長
井
ヨ
リ
ヱ

一

二Fd 

度

/、h
.L、

長

長

1/ 1/ 11 

三
一
年
度
一
渡

部

ミ

ヤ

一
渡
部
清
子

一
佐
伯
マ
サ
ヨ

一

三
二
年
度
一

佐
伯
マ
サ

ヨ

一
渡
部
清
子

一
近
藤
ト
ミ

ヱ

三
三
年
度
一
波

郎

泊

予

一
問
中

花
子

一
近
藤
ト
ミ
ヱ

三
凶
年
度
一

問
中

花
子

一
青
野
サ
ト
ヱ

一
佐
伯
7

サ
子

第
八
章

消
防
施
設
の
整
備
統
合

川
内
町
消
防
団

本
部
所
在
地

大
字
南
方
二
八
六
悉
地

川
内
町
役
場
内

我
が
川
内
町
消
防
川
は
、
旧
村
時
代
よ
り
其
重
要
性
に
着
目
し
、

改
話
一口
強
化
に
意
を
用
い
、
特
に
昭
和
二
十
八
年
消
防
施
設
強
化
促
進
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法
公
布
後
は
一
一
周
回
以
し
て
い
た
が
、
合
併
後
は
、
同
法
を
迎

γ
し

以
て
消
防
施
設
と
こ
れ
が
起
営
に
つ

い
て
は
国
全
を
期
す
る
た
め

一
郎
強
化
に
努
め
、

こ
れ
に
よ
っ
て
消
防
団
の
責
務
の
重
大
性
に
か

ん
が
み
、
向
且
つ
設
備
辺
営
の
合
理
化
を
図
り
、
水
難
火
災
立
の
他

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
て
引
に
実
力
あ
る
消
防
聞
を
育
成
し
町
民
の

生
命
財
産
の
保
護
の
大
目
標
に
迎
進
し
つ
つ
あ
る
。

本
町
に
於
け
る
消
防
問
の
現
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
川
内
町
消
防
団
条
例

(
通
則
)

第
一
条

消
防
問
民
(
以
下
川
口
と
い
う
。
)
の
任
免
定
口
服
務
給
与
に

つ



い
て
は
、
乙
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
n

(
任
命
)

第
二
条
約
防
川
長
及
び
川
川
長
(
以
下
川
長
及
び
一
川
川
長
と
い
う
。
)
は

町
長
が
、

そ
の
他
の
川

H
は
川口
起
が
次
の
作
り
の
れ
絡
を
'り
す
る
も
の
、
丸

山T
よ
り
川
以
の
市
泌
を
り
て
こ
れ
を
日
へ
叩
す
る
。

て
ト
ホ
問
に
川
れ
す
る
介
入
令
制
十
八
行
以
上

h
l作
未
満
で
あ
る
こ
と
、

但
し
川
長
、
刑
川
長
匂
に
し
て
特
に
必
引
が
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で

な
い
の

二
、
川
長
の
均
九
日
は
川
民
、
川
口
の
均
A
N
は
川
長
の
求
め
に
'M

心
じ
芯
操
附

問、

身
体
強
純
で
あ
っ
て
、
川
口
た
る
も
の
に
足
る
も
の
と
し
て
消
防

委
口
会
、
消
防
川
役
口
会
よ
り
州
即
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
市
川
~
口
ハ
日

)

第
三
条
団
員
の
定
数
は
コ
二

円
人
と
す
る
。

(
退
燃
)

怖
山
内
条
問
ロ
同
は
、
退
職
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
改
め
文
書
を
以
て
任
命

ル
机
V

刊
に
剛
山
で
、
そ
の
苅
川
J

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(懲
戒
)

第
五
条
団
員
で
あ
っ
て
、次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、

任
命
れ
者
は
消
防
委
員
会
に
諮
問
し
そ
の
答
出
・
に
甘
受
さ
と
れ
を
懲
戒
す
る

も
の
と
す
る
。

て
消
防
に
関
す
る
法
介
』
条
例
又
は
規
則
に
泌
反
し
た
と
き
。

二
、
職
務
上
の
義
務
に
迎
反
し
叉
、
総
務
を
怠
っ
た
と
き
ψ

三
、
団
員
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
っ
た
と
き
・

第
六
条
前
条
の
懲
戒
は
次
の
灰
別
に
よ
り
ζ

れ
を
行
う
。

て

免

職

二

、

停

職

三
、
戒
告

停
職
は
、

一
月
以
内
の
則
聞
を
定
め
て
ζ

れ
を
行
う
n

(
服
務
規
律
)

第
七
条
団
員
は
凶
長
の
引
集
に
よ
っ
て
山
助
し
服
務
す
る
も
の
と
す
る
。

HN%を
受
け
な
い
以
〈
什
で
あ
っ
て
も
、
水
火
災
そ
の
他
の
災
引
の
発
ぺ
を

知
っ
た
と
き
は
、
時
間
め
指
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
ひ
伯
ち
に
山
勤
し
服
務
に

就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

州出
八
条
団
員
は
火
災
山
内
報
発
令
中、

そ
の
他
特
に
必
必
が
あ
る

と
認
め
る
際
は
、
警
備
K
支
障
の
あ
る
以
所
に
多
数
集
合
し
た
り
又
は
多

数
先
代
し
て
飲
食
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

m九
条
団
員
は
次
の
市
川
引
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て

日
民
に
対
し
叫
に
点
火
災
の
政
防
及
び
百
戒
心
の
峻
起
に
努
め
、
災

告
に
際
し
て
は
身
を
犯
し
て
と
れ
に
当
る
心
構
え
を
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

二
、
規
律
を
厳
守
し
て
上
長
の
指
抑
命
令
の
も
と
に
上
下
一

休
事
に
当
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
上
下
問
僚
の
附
、
互
い
に
相
敬
愛
し
礼
節
を
市
じ
信
疫
を
斥
く
し
て

常
に
言
行
を
的
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

凹
、
職
務
に
関
し
人
古
川
の
寄
贈
又
は
饗
応
接
待
を
受
け
又
は
こ
れ
を
詰
求

す
る
等
の
乙
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

-1
、
職
務
上
知
得
し
た
秘
密
を
他
に
も
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

六
、
団
員
は
団
又
は
凶
員
の
名
義
を
以
て
特
定
の
政
党
結
れ
若
し
く
は
政

治
団
体
を
支
持
し、

反
対
し
、
又
は
乙
れ
に
加
担
し
又
は
他
人
の
訴
八
叫

若
し
く
は
紛
議
に
関
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

七、

消
防
団
又
は
団
員
の
名
義
を
以
て
、
み
だ
り
に
笥
附
A
止
を
募
り
又
は

日
利
行
為
を
な
し
若
し
く
は
義
務
の
負
担
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
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は
な
ら
な
い
。

八
、
機
械
総
貝
そ
の
他
消
防
川
の
設
備
資
材
の
利
持
作
恕
に
当
り
職
務
の

外
乙
れ
を
佼
用
し
で
は
な
ら
な
い
。

(
給
与
)

第
十
条
団
員
に
は
次
の
手
当
を
支
給
す
る
。

山
間
制
下
当

一
回

六

十

円

訓

練

手

当

一

回

六

十

円

そ
の
他
臨
時
必
裂
と
認
め
る
も
の

第
十
一
条
服
務
に
よ
っ
て
死
亡
し
又
は
負
傷
し
た
川
口
H
K
対
す
る
給
ト
つ
は

愛
媛
県
消
防
川
関
係
災
以
口
柿
償
組
合
規
約
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

t
p刈
，

け
H
け，

川
制

n以

第
十
二
条
乙
の
条
例
は
公
布
の

nか
ら
施
行
す
る
。

第
十
三
条
乙
の
条
例
施
行
の
と
き
乙
の
条
例
に
抵
触
す
る
も
の
は
そ
の
効

力
を
失
う
。

条
例
第
二
十
九
日

第
八
分
団
長

新

任第
一
分
団
長

釦
凶
分
団
長

潔

liilJ 

菅
野

広士山

大
石

一巧

副
分
団
長

長
我
郎
昭
一

i
'
 

』
イ

ー

l
i
i

HHU
4世
白
川
叫

ー
、
消
防
団
員
(
各
分
間
班
別
)
現
在
数
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二
、

消

防

団

役

員

昭
和
三
十
年
七
月
二
十
日
公
布

(
昭
和
三
十
γ
凡
作十

一
月

一
円
引
在
)

団

長

本
邸
機
械
班
長

第
一
分
団
長

第
二
分
団
長

第
三
分
川
長

第
凶
分
団
長

第
五
分
川
長

第
六
分
間
長

第
七
分
川
長

佐
伯
伊
達
則
川

大

石

秀

久

{
十
一
向
英
謄

近
藤
英
一
吾

八
木

石川似

渡

部

殊

大

町

菊

川

仙

波

荷

之

篠
森
徳
太
郎

田

市

作

釆
松
辺
一
久

佐

伯

義

見

近

隊

芳

一

向

須

賀

茂

渡

部

広

谷

今

井

市

山

高

橋

市

ぃ
〈

石

谷

秀

雄

三
、

設

備

事

項

ー
、
水
分
団
消
防
備
品

一
覧
表
(
本
部

位
置
南
方
字
市
場
二
八
六
耳
街
地
)

一席

1
則
市
川
斗
繁

一一
花

別

一数量
一伊
川
」
2
一

村

山
司
己
酢
川
一
…
ヨ
一一一一一

一

イ
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四
、
川
内
町
消
防
団
表
彰
さ
る

昭
和
三
十
一

4
-川
九
日
東
温
五
ケ
村
迎
合
消
防
凶
出
初
式
を
川

内
村
川
上
小
学
校
に
於
て
間
航

愛
媛
山
知
引
日
と
し

て
胞
設
が
災

山
民
を
受
け
た
。
山
以
前
防
協
会
長
よ
り
も
川
政
表
彰
さ
れ
た
。

そ
の
後
昭
和
三
十
作
に
は
全
国
消
防
協
会
長
か
ら
も
同
級
表
彰
を

受
け
た
。

、素おゅ
ー総
v

a

愛，唯
M
師
、・
E

g

、

川
内
町
病
品
開
鴎

右
消
市
閣
は
規
捧
議
五
日
し
〈

技
能
熟
会
し
ゑ
っ
消
防
.施
設
の

改
善

F
努
め
そ
の
占
問
、
埼
特
K

優
良
で
あ
る

よ
っ
て
本
舎
は
困
旗
竿
頭
竣
そ

J

掛
マ
こ
れ
そ
来
影
す
る

3

mmιvzhif--f
キ
-
一
月
十
七
同

.

e

h

総

資
議
護
大
野
伴
睦
?
川和論

蹴柳
川

ふ

…
緩
い
段

、r

バ
ぷ J 

- 77 ~ 

主正t

、
命、



第
九
章

衛
生
施
設
の
整
備
統
合

一
、
川
内
町
国
民
健
康
保
険

ー
、
川
内
町
国
民
健
康
保
険
事
業

川
和
三
十
斗
四
月
二
十
五
日
、
川
上
、
三
内
両
村
が
合
併
し
て
、

川
内
村
と
な
っ
た

と
ぎ
、
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
引
続
き
実
施
す

る
こ

と
に
な
っ
て
、
そ
の
巡
営
内
容
は
旧
三
内
村
の
国
民
健
康
保
険

条
例
に
基
く
こ

と
と
定
め
た
。

附
和
三
十
一
年
四
月
一
目
、
国
民
健
政
保
険
条
例
改
正
を
行
っ
て

従
米
の
六
割
給
付

を
五
割
給
付
に
引
下
げ
、
給
付
期
聞
を
三
ヶ
年

と
す
る
こ
と
と
改
め
た
。
し
か
る
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
減
ず

る
た
め
、
止
む
な
く
条
例
改
正
を
行
い
、
保
険
税
の
培
額
を
行
つ

た
。

|仕

平
均

二
、
五
凶

O
円
(
前
年
度
九
二
八
円
)

開
和
三
十
三
作
十
月
一

u、
岸
生
省
告
示
第
一
七
七
号
を
も
っ
て
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
点
数
の
改
正
が
行
わ
れ
、
甲
点
数
表
、
乙
点
数

表
に
よ
り
算
定
さ
れ
る

と
と
に
な
っ
た
。

一
点
単
仙

十
円
(
改
正
前
十
一
円
五
拾
銭
)

点
数
の
改
正
に
作
い
診
療
報
酬
の
矧
お
と
な
る
た
め

乙
れ
が
財
似
を
保

険
税
に
よ
る
こ
と
と
し
、
第
三
期
、
第
四
期
分
に
よ
り
約
一

・
一
訓
の
増
税

を
行
う
、

一
山川
5
2
一、
九
一
七
円
。

昭
和
三
十
円
年
一
八
一
日
法
律
第
一

九
二
号
を
以
っ

て
、
同
民
俗
山
保
険

法
の
全
郎
を
改
正
す
る
法
作
が
公
布
さ
れ
た
。
新
法
の
胞
行
に

W
い
特
に
改

め
ら
れ
た
点
は
、
本
町
の
永
山
叶
実
胞
し
て
来
た

一
ー出
負
担
会
の
保
険
点
徴
収

制
度
を
、
窓
口
徴
収
制
度
に
切
替
え
る
乙
と
と
な
り
、
昭
和
三
卜
例
年
度
か

ら
実
施
す
る
。

2
、
川
内
町
直
営
診
療
所

旧
三
内
村
当
時
設
置
せ
ら
れ
た
直
営
診
療
所
は
、
合
併
に
伴
い
移

位
、
川
内
村
直
営
診
療
所
に
改
め
、
初
代
所
長
小
川
医
師
を
中
心
に

事
業
は
継
続
さ
れ
る
。
医
師
一
名
、
看
護
婦
二
名
、
小
使
一
名
。

-78-

し
か
る
に
合
併
に
よ

っ
て
地
域
の
拡
大
に
よ
り
、
診
療
の
'
川
上
を

凶
る
た
め
、
医
師
及
び
看
護
婦
の
増
員
を
行
っ

た
。
そ
れ
で
医
師
一

名
、
看
護
婦
三
名
、

小
使
一
名
と
な
る
。

昭
和
三
十
二
作
五
什
灯
、
兼
ね
て
申
請
中
で
あ
っ

た、

山
中
者
愉
送
用

れ
動
車
の
認
可
指
令
が
あ
り
、
補
助
金
三
十
万
円
の
交
付
を
受
け
、

町
負
担
金
六
十

一
万
五
千
円
と、

合
せ
て
九
十
一
万
五
千
川
を
も
っ

て
、
五
七
年
式

R

R
一
七
型
マ
ス
タ
ー
ラ
イ
ン

小
型
凶
輪
車
を
附
入
、

川
内
一
般
忠
者
の
輸
送
に
努
め
る
。
自
動
車
川
入
に
伴
い
巡
転
手

名
を
採
用
配
置
す
る
。



昭
和
三
十
二
年
七
月
、
小
川
所
長
退
職
に
伴
い
、
職
員
刷
新
を
行

い
医
師
一
名
、
看
護
婦
二
名
、
事
務
職
員
一
名
、
山
地
転
手
一
名
と
す

る
。
後
任
所
長
鈴
木
大
策
(
熊
本
医
大
半
)
専
門
科
目
は
外
科
放
庄

婦
人
科
で
あ
る
。

同
時
に
医
療
機
械
器
具
の
補
充
約
四
十
万
円
を

一
般
会
計
よ
り
総

入
れ
腕
入
し
た
。

ニ
、
川
内
町
母
子
衛
生
実
践
会

川
円
子
術
生
実
践
会
と
云
う
の
は
、
ほ
'
測
に
対
す
る
術
生
教
育
の
一

つ
で
、
妊
婦
に
対
し
て
妊
婦
、
分

娩
、
産
婦
中
の
版
制
生
活
と
か
、

生
れ
て
来
た
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
に
つ

い
て
の
知
識
や
実
際
の
取
扱
い

方
を
教
え
、
又
出
産
に
対
す
る
準
備
を
整
え
さ
せ
て
、
非
術
生
的
な

迷
信
や
、
古
い
習
慣
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
、
科
学
的
な
保
健
生
活
を

さ
せ
、
健
民
な
赤
ち
ゃ
ん
を
分
娩
さ
せ
る
た
め
、
妊
婦
に
対
す
る
折

導
を
す
る

こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い

る。

川
内
川
町
子
術
生
実
践
会
の
状
態
は

て

先

制

昭

和

三
十
一

4
ド九
月
二
十
五
日
「
厚
生
約
の
指
定
」
に
よ
っ

て
峨
灘
母
子
愛
育
会
が
で
き
た
。
町
当
局
と
秘
灘
地
区
母
親
は
熱
心
に
研

究
実
践
を
杭
ん
で
立
派
な
成
果
を
あ
げ
て
い
た
。
乙
れ
が
川
内
因
子
術
生

の
訴
埠
休
と
な
っ
た
。

二
、
発

μ
昭
和
三
十
三
句
山
片
一
日
川
内
町
母
子
術
牛
一実
践
会
が
指
定

せ
ら
れ
た
。

「
愛
媛
以
折
定
」

。
従
っ
て
仙
紙
国
子
愛
育
会
は
川
内
町
母

子
術
性
実
践
〈以
前
松
地
以
一
因
子
術
少
完
成
会
と
な
っ
た
。

三
、
発
会
式
昭
和
三
十
三
年
一
れ
月
十
日
川
内
町
因
子
衛
生
実
脱
会
本
会
が

川
上
小
学
校
部
堂
に
於
て
結
成
発
会
せ
ら
れ
た
。

次
に
同
年
七
月
間
伺
川
地
区
を
ト
ッ
プ
に
八
月
井
内
地
区
を
最
後
と
し
て
、

金
町
に
地
医
(
何
々
地
灰
母
子
術
小
実
践
会
)
、
を
結
成
し
た
。
即
ち
河

之
内
、
川
山
之
内
束
、
則
之
内
幽
、
ハ
内
、
土
谷
、
泊
川、

山
火
必
瀬
川、

日制

松
瀬
川
、
北
方
東
部
、
北
方
山
部
、
南
方
東
部
、
南
方
凶
郎
、
川
東
部
、

町
凶
郎
、
の
十
問
地
以
で
あ
る
。

円
、
目
的
母
子
術
作
い
を
中
心
と
し
た
街
中
思
想
の
普
及
向
上
及
び
実
践

を

A
り
地
一以
一
ハ
口
氏
の
佐
山
地
道
に
努
め
以
っ
て
れ
会
の
同
州
刊
に

μ似
せ
し

め
る
。

ム

、

事

業

1
、
阿川
政
師
、
乳
幼
児
、
保
似
衛
生
の
改
普

2
、
受
胎
制

的
の
普
及

3
、
鼠
族
及
び
術
4
1口
虫
の
駆
除

4
、
定
期
術
ぺ
検
汽
と

山
似

5
、
公
衆
術
ぺ
忠
利
仙
の
円
及
科
目
(
ん
並
に
定
政
事
項
の
徹
氏

6
、

そ
の
他
本
会
の
目
的
を
速
成
す
る
た
め
に
必
川
忙
な
る
事
柄
引
。

J

ハ
、
役
日

本
会
会
長
(
川
内
町
長
)
、
副
会
長
(
川
内
州
人
会
長
)
、

対
策
郎
員
(
支
部
長
)
、
班
長

(知
人
班
長
)
、
地

μ会
長

(μ
ぷ
ザ
〈
は

M

れ
の
判
的
)
、
地
M
F
刷
会
長
(
い
州
人
会
支
部
長
)

七
、
実
践
事
業

昭
和
三
十
三
年
度

ー、

本
会
及
び
地
以
実
践
会
、
ユ
ニ
セ
フ
ミ
ル

ク
似
川
配
給

2
、
会
員
研
修

(
壬
つ
川
町
吉
岡
地
灰
見
学
三

h
O
名
)

ろ
、
地
灰
役
員
研
修
、
助
泣
姉
研
修
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4
、
乳
幼
児
検
診
山
二
回
、
妊
産
婦
検
診
一
凶
回
、
栄
養
講
座
十
七
回

5
、
精
神
衛
生
講
座
十
九
回
家
族
計
回
指
導
十
凹
回

6
、
‘寄
生
虫
検
査
一
般
三
、
七
O
O名
、
全
町
学
童
二
回

昭
和
三
十
四
年
度

母
子
術
品
研
究
大
会
を
川
内
町
家
政
学
校
に
て
開
催

久
Mm愛
媛
県
知
事
以
下
北
条
、
必
山
、
相
川
泉
の
各
地
灰
指
導
名
及
び
本

会
役
職
員
計
四

O
O名
が
参
加

八
、
本
会
の
予
算
昭
和
三
三
年
度
二
三
九
、
六
O
O円
、
同
三
間
作
広
三

三
三
、
八
0
0円
。

第
十
章

厚
生
施
設
の
整
備

充
実

一

、

川

内

公

園

町
民
の
娘
奈
川体
健
の
た
め
と
観
光
施
設
と
し
て

川
内
公
園

白
猪
他
、
川
'
比
五
ダ
ム
を
結
ぶ
コ

ー
ス
を
、
川
和
三
十
二
年
度
よ

り
五
ヶ
年
計
幽
を
も
っ
て
整
備
充
実
を
す
る
。

一人
神
山
附
近
の
公
園
施
設
計
画
を
樹
立
し
て
、
松
山
観
光
ゴ

ル
フ
株
式
会
社
と
連
紫
し
、
総
雨
積
二
十
一
町
五
反
八
畝
歩
、

俗
称
「
半
ケ
峠
」
の
地
に
ゴ
ル
フ
場
を
併
設

其
の
施
設
の
総

て
は
、
松
山
観
光
ゴ
ル
フ
株
式
会
社
が
負
担
し
、
昭
和
三
十

年
八
月
起
工
、
総
工
費
六
千
万
円
で
、
同
三
十
二
年
十
月
に
大
体
の

工
事
を
終
っ
た
。

其
の
起
工
式
に
際
し
て
は
、

高
松
宮
殿
下
の
御
来
臨
を
賜
わ
っ

た
。
即
ち
、
昭
和
三
十
二
年
八
月
六
日
午
前
九
時
四
十
分
、
松
山
吉

港
に
御
着
、
清
瀬
元
文
部
大
臣
、
久
松
愛
媛
県
知
事
供
奉
し
て
、

路
川
内
町
に
お
山
山
に
な
っ
た
。

十
時
半
項
、
横
河
原
ま
で
お
出
迎
え
し
て
い
た
大
窪
町
長
が
、御
先

厳

寒

の

白

猪

ノ

沌
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導
し
て
町
民
多
数
の
奉
迎
し
て
い
る
国
道
を

に
山
わ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

川
内
公
悶
起
工
式
場

文
吹
上
池
周
辺
に
、
水
面
々
積
女
合
せ
、
約
七
町
歩
に
及
ぶ
川
内

と

3
3
i
v、

4
H旧
カ

uu
元

て
、
公
川
凶
に

は
凶

U
五
十

本
の
桜
、

十
本
の
柳
、

五
円
株
の
ツ

川 内公I'liiIJ)(上池

ツ
ジ
を
仙
北
机

し
、
以
内
に

!J~ 

j}ji 
1~;1 
I山

を
設
け
、
多

数
の
遊
川
ハ
を

設
備
し
、
休

恕
A
f

口
一以
出
ム
u

等
を
設
崖
し

た
。

「
松
山
観

光
ゴ
ル
フ
株

式
会
社
」
は

松
山
市
が
国

際
観
光
温
泉

文
化
都
市
で

あ
る
の
で
、

五ー

立
の
矧
光
施

設
の

一
環
と

し
て
、
附
近

に
ゴ
ル
フ
場

を
設
凶
し
た

い
と

町
一
う
事

か
ら
、
こ
の

川
内
公
凶
白
を

候
補
地
と
し

て
、
守
門
家

J公 1111制 JLコ jレフ JtJ
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に
調
査
せ
し
め
た

と
こ
ろ
、
好
条
件
と
の
事
で
地
元
関
係
者
の
協
力

に
よ
っ
て
、
こ

の
姥
設
は
進
め
ら
れ
た
。

ゴ
ル
フ
場
の
運
営
は
、
別
に
会
員
制
の
松
山
側
光
コ
ル
プ
似
楽
部



が
あ
っ
て
、
そ
の
方
で
担
当
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
三
年
七
月
一
日

仮
使
用
、
周
年
十

一
月
三
日
正
式
開
場
し
た。

場
内
の
敷
地
約
十
万
坪
、
毛
駐
を
布
い
た
よ
う
な
緑
地
帯
に
、
九

ホ
ー
ル
の

コ
ー

ス
で
あ
る
。

松
山
市
の
東
南
約
十
八
キ

ロ
の
地
点
に
あ
り
、
道
後
及
び
松
山
か

ら
は
幅
八
米
の
鋪
装
道
路
が
通
じ
て
い
て
、
約
二
十
五
分
で
到
達
の

距
離
に
あ
り
、
川
内
盆
地
内
の
小
丘
陵
地
で
あ

っ
て
、
東
南
に

四
国

山
脈
の
連
山
を
囲
ら
し
、
四
時
の
風
光
絶
佳
に
し
て
、
西
方
道
後
平

野
を
見
は
る
か
す
と
こ
ろ
、
紺
碧
の
瀬
戸
内
海
に
、
白
帆
の
点
々
と

浮
か
ぶ
さ
ま
は
、
目
も
覚
め
る
ば
か
り
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
に
来
る
人
一

日
数
十
人
、
県
内
は
勿
論
、
阪
神
、
中
国
辺

か
ら
も
見
え
る
。
適
度
な
地
形
の
起
伏
は

コ
ー
ス
に
変
化
が
あ

っ

て
、
初
心
者
に
も
熟
練
者
に
も
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
い
で

宇
品
加
」
〉
』

に
理
惣
的
な
ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
。

又
一
般
人
の
公
園
に
行
楽
す
る
数
も
頗
る
多
い
。

二
、
社

会

福

祉

生

活

保

護

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
、
方
而
委
員
に
代
っ

て
新
た
に
民
生
委
員

が
配
置
さ
れ
る
と
と
と
な
り
、
本
町
に
於
て
は
十
七
名
の
委
員
が
選

任
さ
れ
て
別
表
に
あ
る
如
く
、
担
当
地
区
の
活
動
を
し
て
い
る
。

方
民
生
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
、
ま

た
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
を
、
そ
の
地
区
住
民
の
、
関
心
と
協
力
に

よ
っ
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
結
成
さ
れ
共
同
募
金
運
動
、
戦
残
者

慰
霊
祭
、
敬
老
会
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(
参
考
)

附
和
三
十
三
年
要
援
謎
世
帯
生
活
実
態
訓
査
表

同 JJJi. 総

右喜世
人謀格
員数 数

_ 11本身

玉三六歪 陪i害陣
一刻む 外

七 ニ 冨陀i-j湯引

者 l般向t

人]i員復
l一一一一一一←」

族家人軍

者外在

一|族家守留

品
一
一一一一一一 長|

一八
六
一
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同

児

童

福

祉

児
童
福
祉
増
進
が
唱
へ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
、
終
戦
後
の
こ

と
で

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
に
設
け
ら
れ
た
児
童
福
祉
法
、
同

十
六
年
五
月
五

日
制
定
さ
れ
た
児
童
志
輩
、
五
月
五
日

「子
供
口
」

の
設
定
等
一
連
の
動
き
は
、
何
れ
も
児
童
の
人
格
を
尊
重
し
、
児
童

を
心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に
育
成
す
る
と
い
う
精
神
を
く
ん
で
行

わ
れ
た
、
も
の
で
あ
る
。



本
町
で
は
、
児
蛍
福
祉
法
の
精
神
に
基
き
、
そ
の
事
業
の
一
端
と

し
て
左

の
様
に
奨
励
に
努
め
た
。

各
地
区
の
区
長
、
婦
人
会
、

P 
T 

A
、
等
相
い
協
力
し
て
年
中
行
事
d

と
し
て
子
供
の
日
五
月
五
日
は
、

各
区
毎
に
随
意
に
学
芸
会
、
講

話
、
運
動
会
、
遠
足
等
盛
に
行
わ
れ

て
い
る
。
其
の
外

V

Y
S
の
活
動
の
普
及
、
戦
前
各
部
落
勾
に
行
わ

れ
て
い
た
託
児
所
の
開
設
等
の
再
開
の
声
も
な
い
で
は
な
い
が
今
其

の
時
期
に
到
達
し
て
い
な
い
。

国

身
体
障
害
者
福
祉

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
が
公
布
さ
れ
て
こ

れ
に
基
き
、
身

体

障
害
者
手
帳
を
交
付
す
る
と
共
に
、
其
の
更
正
が

図
ら
れ
て
い
る
。
本
聞
の
昭
和
三
十
三
年
度
末
の
身
体
障
害

者
数
は

成
年
者

一
凹

O
(男
一

O
四
女
三
六
)
、
未
成
年
者
一
九
名
(
男
八

交
一

一
)
計
一
五
二
名
で
あ
る
。

川
内
町
'
身
体
障
害

者
協
助
会
の
誕
生

昭
和
三
十
二

4
凹
月
二
十
九
日
、

会
則
が
作
ら
れ
て
実
施
す
る
事
に
な
っ

た
。
其
の
目
的
は
、
会
員
相
互
の
親
陸
と
、
福
祉
増
進
を
図
り
、
以
て
相
互

扶
助
、
自
力
更
生
を
加
し
、

生
活
の
文
化
的
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

(其
の
他
略
)

会
員
八
十
三
名
役
員
会
長
以
下
、
副
会
長
、
顧
問
、
幹
事
、
型
車
、
約

べ十四
名
。

川

内

向

協

助

会

本
会
は
身
体
陣
害
者
を
以
て
組
織
す
る
も
の
に
し
て
多
く
は
身
休
附
主
者

下
阪
を
所
持
す
る
朽
の
同
志
が
相
よ
っ
て
昭
和
三
十
二
年
凶
凡
結
成
し
た
る

も
の
を
協
助
会
と
称
す
る
。

其
の
会
則
の

一
部
を
記
し
て
見
る
と
左
の
械
に
な
っ
て
い
る
。

第

一

章

総

則

第気内

在宅rパ、パ、

本
会
は
川
内
町
身
体
障
害
者
協
助
会
と
称
す

本
会
は
事
務
所
を
川
内
町
役
以
内
に
泣
く

mm
二
挙

組

織

第
三
条

本

会

は
川
内
町
に
川
住
す
る
'山
河休
防
山
口い
引
を
以
て
組
織
す
る
。
但

し
身
体
陣
内
古
者
予
帳
所
持
者

第

三

章

目

的

第
四
条
本
会
は
会
員
相

E
の
親
位
と
福
祉
地
巡
を
凶
り
以
て
相
h
扶
助
、

自
力
吏
生
を
則
し
牛
活
の

IX
化
向
上
を
凶
る
乙
と
を
目
的
と
す
る
。

第

凶

挙

事

業

第
五
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
九
に
た
の
事
業
を
行
う
。

付

会

員

相
互
の
心
身
の
練
脱
出
川
質
の
向
上
を
凶
る
に
必
要
な
事
項

同
経
済
的
、
社
会
的
、
地
位
の
向
上
を
図
る
に
必
要
な
事
項

ー、

身
上
相
談
に
関
す
る
事
項

2
、
生
活
媛
殺
を
目
的
と
し
た
各
種
の
事
項

福
祉
更
生
、
活
動
の
促
進
に
関
す
る
事
項

其
の
他
木
会
の
目
的
達
成
に
必
裂
な
事
項

機

構
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第
六
条
本
会
に
左
の
役
員
を
置
く

H
会
長
一
名
同
副
会
長
二
名

目
会
計

同
監
事
二
名

同
評
議
員

若
干
名

中

略

て
本
会
の
会
員
は
八
十
三
名

当
時
選
任
の
役
員
は
次
の
巡
り

会

長

佐

伯

民

三
郎

副

会

長

高

木

義

一

菅

野

勝

敗

事

仲

野

正

策

河

合

4
夫

砲

事

一

日

須

貞

弘

細
川

光
義

問

中

信

教

菅

野

川

且

典

浅

野

良

雄

渡

部

金

雌

顧

問

佐

伯

正

春

本
会
則
は
問
和
三
十
二
年
四
月
二
十
九
日
よ
り
実
施
す
る
。

名

同
理
事

十

一名

1-1 ':'1 
'llf ~Ji 
賀
ー玉
tíf~ ，;己

同

共

同

募

金

国
民
た
す
け
あ
い
起
動
と
し
て

昭
和
二
十
二
年
よ
り
共
同
非
金

運
動
が
始
め
ら
れ
た
が
、
初
年
度
は
本
町
民
に
真
義
が
あ
ま
り
理
解

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
町
村
の
係
員
は
相
当
困
難
し
た
が
、

次

第
に
理
解
し
、
区
長
婦
人
会
の
多
大
の
協
力
も
手
伝
っ

て
募
金
の
目

標
を
達
成
し
た
の
で
あ

っ
た
。
以
来
本
町
に
於
け
る
募
金
成
績
は
順

調
に
行
は
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
一
年
度
共
同
募
金
成
絞

本
年
度
本
町
割
当
額
十
万
一
千
七
百
円

同
達
成
額
十
万
八
千
六
百
九
十
五
円
(
小
学
校
、
中
学
校
協

力
特
別
寄
附
入
)

凶

民
生
委
員

児
童
委
員

「
民
生
委
員
、
児
童
委
員
」
と
は
、
民
生
委
員
、
児
謹
委
員
は
兼

務
と
し
て
任
期
は
三
年
に
て
、
そ
の
間
隣
人
愛
を
も
っ
て
そ
の
力
を

社
会
福
祉
の
憎
進
に
捧
げ
、
誠
意
を
以
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
更
生
を
援
け
、
全
て
の
人
々
と
相
協
力
し
明
則
で

健
全
な
地
域
社
会
の
建
設
に
努
め
る
を
信
条
と
し
て
社
会
奉
仕
の
精
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神
を
も
っ
て
保
護
指
導
の
こ

と
に
当
り
、
市
に
担
当
区
域
の
住
民
の

生
活
状
態
や
、
問
題
の
あ
る
世
帯
や
児
童
を
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ
り

実
怖
を
把
怪
し
、
川市
に
明
る

い
社
会
構
成
に
、
山
ぃ
訟
の
健
全
な
育
成

に
、
考
肱
し
努
力
し
、
無
差
別
平
等
の
手
を
指
し
延
べ
て
見

1
っ
て

居
る
か
ら
、
若
し
生
活
に
窮
し
た
と
か
子
供
の
教
育
費
の
問
題
や
病

気
に
な
り
、
医
療
費
の
問
題
、
又
は
生
業
に
必
要
な
資
金
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
生
活
に
困
窮
す
る
問
題
は
必
ず
担
当
地
区
の
民
生
委
員
に
相

談
す
れ
ば
、
生
活
に
困
窮
す
る
人
々
に
必
要
な
保
護
を
行
い
、
更
に

進
ん
で
そ
の
自
立
を
も
扶
助
す
る
愛
の
手
を
さ
し
延
べ

、
あ
な
た
も
、

わ
た
し
も
、
キ
せ
に
す
る
の
が
民
生
委
員
で
あ
る
。



民
生
委
員
児
詣
委
員
担
当
表
は
次
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

(
昭
和
三
十
凹
年
度
)
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所

戒
能
ふ
み
子

戒

能

茂

休
伯
力
太
郎

仰
山
間
い
さ
子

下
和
川

市瓦

辺
叫
脱
却
代

村

上

体

山大

曲
円
我
加
古
政

波

部

米

蔵

総
本
と
し
ょ

渋
引
什
忠

一
郎

一日
川
須
賀

巽

波
郎

経
広

雌

智

ふ

さ

波

郎

両

叫ん夜

杉
原
英
一

波
部

辛

氏

回
二
、
川
内
町
敬
老
会

旧
村
時
代
か
ら
三
内
、 手ノ1

ト
ト
勺
』
ド
」

、

l
i
司
J
hド、

l
l
L司
」
U
J

J
4ノ
阿
V
I
I
IJ

・1
・'
什V
『

L

J

t

ノ
叶
V
』
，

M
V

惣
問
谷
上
下
、
引
内
下

保
免
、
和
問
丸

則
之
内
北
南
、
徳
吉

永
野
、

一
ヶ
谷

日
掛
川
、
出
日
間

間
際
、
狩川出

土
谷
、
相
之
谷

町仰
川
全
域
、
伊
之
曲
目

剛
山
間
似
抑
制
川
全
域

山川
必
瀬
川
、
山
東
、
ド
V
M

州出

室内
点
、
凶
ノ
側
、
原
州
、
且
/
上

海
上
、
上
下
、
西
十
日
市
、東
西
中
村
、茶
堂

天
神
、
市
場

中
ノ
問
、
小
坂
、
下
/
町
、
日
木
、
下
仲

上
砂
、
サ
ヤ
ノ
木
、
竹
/
品
、
森

北
八
万
、
八
万
、
道
向
、板
戸
、吉
久
、山
里

l也

l又

当

川
上
、
滑
川
の
各
地
区
と
も
敬
老
会
を
催

し
て
来
た
が
、合
併
後
も
此
の
美
風
は
存
続
せ
ら
れ
、
三
内
地
区
は
従

前
の
如
く
、
五
つ
の
氏
神
社
に
氏
子
の
満
七
十
歳
以
上
の
老
人
を
拙

持
し
て
、

敬
老
の
誠
を
つ
く
し
て
い
る
。
川
上
及
泊
川
地
区
に
於
て

は、

主
と
し
て
婦
人
会
後
援
の
下
に
、
前
同
様
老
人
を
制
的
し
て

心
か
ら
な
る
饗
応
、
余
興
等
を
開
催
し
て
、
老
先
短
い
人
々
を
労
わ

り
慰
さ
め
る
。
多
く
は
陽
春
の
頃
に
、
敬
老
会
の
一
一
け
を
聞
い
て
い

る
。
川
内
町
と
し
て
も
、

満
七
十
五
歳
以
上
の
老
人
に
‘
金
三
百
円

宛
の
補
助
金
を
出
し
て
此
の
美
風
の
奨
励
を
し
て
い
る
。

1

川
内
町
敬
老
年
金
給
付
条
例

川
和
三
十
三
年
度
か
ら
川
内
町
に
於
て
は
敬
老
の
誠
を
致
す
た
め
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に
、
国
家
の
長
老
年
金
制
度
の
魁
と
し
て
川
内
町
敬
老
年
金
給
付
条

例
と
一五
う
も
の
が
出
米
た
。
町
内
に
在
住
す
る
術
八
十
五
歳
以
上
の

老
人
に
対
し
一
人
一
箇
年
金
二
千
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(条
例
の
目
的
)

第

一
条
乙
の
条
例
は
、
川
内
町
川
住
の
一
品
令
朽
K
対
し
敬
之
と
長
寿
を
祝

初
し
敬
老
年
金
(
以
下
「
年
金
」
と
云
う
)
の
給
付
を
行
い
そ
の
家
庭
の

平
和
と
住
民
宿
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
乙
と
を
目
的
と
す
る
。

(
勾
金
創
)

第
二
条
年
金
の
給
付
微
は
年
徹
二
、
0
00
円
と
す
る
。

2
、
年
金
の
受
給
資
格
の
発
生
喪
失
等
の
た
め
受
給
資
格
を
有
す
る
期
間
が

一
ヶ
年
に
満
た
な
い
と
き
は
、
年
金
の
年
額
の
十
二
分
の
一
に
当
該
期
間



の
月
数
一
を
采
じ
て
得
た
傾
を
支
給
す
る
。

(
受
給
資
格
)

第
三
条
作
金
の
受
給
資
絡
は
、
木
町
に

一
ヶ
年
以
上
住
所
を
有
す
る
年
A
V

満
八
十
一九
才
以
上
の
木
町
住
民
と
す
る
。

但
し
、
木
町
に
引
続
き
一
ヶ
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
た
も
の
が
町
外
の

養
老
胞
設
に
収
符
さ
れ
て
い
る
助
合
は
木
町
住
民
と
み
な
す
ζ

と
が
で
き

る
。

(
受
給
資
絡
の
際
犯
)

第
凹
条
受
給
資
絡
を
取
得
し
た
も
の
は
、
受
給
資
格
発
生
の
旨
を
町
長
に

日
け
山
で
其
の
雌
泌
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
、
町
長
は
、
前
項
の
昨
泌
を
り
え
た
と
き
は
別
に
定
め
る
年
金
抗
告
を
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
作
金
の
給
付
)

第
百
条
年
金
は
第
三
条
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
そ
の
点
引
に
支
給
す
る
n

(沈
用
の
負
制一
)

第
六
条

ζ

の
条
例
に
於
く
巡
れ
の
事
務
政
及
び
給
付
に
去
す
る
政
府
は
す

べ
て
町
の
負
担
と
す
る
。

(規
則
へ
の
委
任
)

第
七
条
乙
の
条
例
の
施
行
に
関
し
、
必
必
な
事
項
は
奴
則
で
定
め
る
。

川
円

I
し

乙
の
条
例
は
昭
和
三
十
三
作
凹
月

一日
か
ら
施
行
る
。

川
内
町
敬
老
作
金
給
付
条
例
胞
行
細
則
は
別
に
定
め
る
。

四
、
川

内

町

老

友

会

川
内
町
老
友
会
は

(時
)

川
内
町
に
在
住
す
る
満
六
十
五
歳
以
上
の
老

人
の
会
で
あ
っ

て、

昭
和
三
十

一
年
民
生
委
員
会
が
、
川
内
町
老
人

の
福
祉
の
た
め
に
、
老
人
有
志
と
協
議
会
を
開
催
し
て
、

昭
和
三
十

二
年
五
月
二
十

一
日
、
三
内
中
学
校
講
堂
に
於
て
結
成
せ
ら
れ
た
。

昭
和
三
十
二
年
四
月
に
は
、
全
町
か
ら
男
女
四
八

O
人
の
会
員
加
入

が
あ

っ
た
。
老
人
と
言
え
ば
、

一
応
為
す
べ
き
事
を
仕
終
ら
せ
た
人

で
、
静
か
に
老
後
の
余
生
を
送
る
べ
き
人
達
で
る
る
。

と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
各
人
の
倖
は
矩
を
一
に
せ
ず
、
老
人
と
な
っ
て
も
家
計
の

気
迫
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
人
も
あ
る
し
、
家
業
の
中
心
と
な
っ
て
働
か

ね
ば
な
ら
ぬ
人
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

「世
渡
り
」
の
道
は
別
と
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し
て
、
老
人
同
志
の
語
り
合
に
よ
っ
て
、
相
互
に
身
の
上
を
慰
め
合

ぃ
、
労
わ
り
合
い
、
と
も
す
れ
ば
荒
み
勝
ち
な
世
を
憂
え
、
老
た
り

と
制
も
一
級
く
れ
て
、
世
の
た
め
に
尽
し
た
い

と
一言
う
の
が
念
願
で

あ
る
。

加
入
し
た
老
人
に
は
、
会
員
証
を
発
行
し
て
い
る
。
又
町
内
放
び

松
山
の
一
部
商
問
街
の
老
人
サ
ー
ビ
ス
尚
脂
、
三
十
二
戸

か
ら
は

割
乃
至
三
割
の
商
品
割
引
契
約
も
出
来
て
い
る
。

昭
和
三
十
二
年
五
月
に
は
創
立
総
会
を
開
催
、
同
年
九
月
右
人
の

日
に
第
二
回
総
会
を
開
似
し
て
、

温
泉
郡
一
の
長
寿
者

仙

波

ジ

ツ

(
横
灘
)
百
一
歳
の
表
彰
を
な
し、

久
松
愛
媛
県
知
事
の
祝
詞
が
あ



っ
て
、
川
内
老
友
会
の
舵
史
に
光
彩
を
副
え
た
。
繭
来
総
会
は
何
年

九
月
十
五
日
と
定
め
ら
れ
た
。
分
会
を
十
四
地
区
に
分
け
支
部
を
各

小
学
校
に
凶
き
支
部
総
会
を
年
一
回
開
似
し
て
い
る
。

会
員
は
目
下

六
百
三
十
人
位
で
会
長
三
津
山
保
太
郎
氏
、刷
会
長
橋
本
平
太
郎
氏
、

竹
内
茂
助
氏
で
あ
る
。

玉
、
川
内
町

遺

族

会

旧
三
内
村
辿
族
会
、
旧
川
上
村
辿
族
会
が
合
併
し
、
一見
に
刑
川
部

落
迫
族
会
が
合
併
し
て
、
川
内
町
迫
族
会
と
な
っ
た
。
正
し
く
は
、

愛
版
県
迫
族
会
川
内
川
部
会
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

県
に
は
愛
姫
県
辿
族
会
が
あ
っ
て
、
温
泉
支
部
が
あ
り
、
川
内
町

部
会
が
あ
る
。

一五
う
ま
で
も
な
く
日
清

日
露
以
来
の
戦
争
峨
牲
者

及
び
社
会
公
共
の
た
め
の
、
殉
職
者
の
迫
族
、
並
に
其
の
関
係
者
を

会
員
と
し
た
団
体
を
も
っ
て
組
織
し
て
い
る
。

国
家
の
為
と
は
f

一川え
、若
き
身
空
で
戦
場
の
蕗
と
散
華
し
た
人
々

そ
の
帰
還
を
待
ち
わ
び
て
い
た
親
、
或
は
多
く
の
子
供
を
抱
え
て

途
方
に
く
れ
て
い
る
妻
子
等
の
、
誠
に
気
の
毒
な
人
々
の
集
り
が
迫

族
会
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
人
々
が
互
に
身
の
上
を
語
り
合
い
、
慰
め

合
い
、
疲
わ
り
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
扶
け
合
っ
て
、
今
は
な
き
夫

や
親
や
子
の
面
影
を
胸
に
抱
い
て
、
暗
い
人
生
と
戦
い
乍
ら
、
生
活

し、

克
正
し
、
子
女
の
教
育
を
し
て
行
く
、
け
な
げ
な
人
々
の
集
凶

で
あ
る
。

川
内
川
浩
族
会
の
目
的
と
す
る
と
こ

ろ
は

て
ぶ
会
は
会
員
相
互
の
互
助
粘
仰
に
基
き
、
泣
族
た
る
の
名
誉
を
保
持
し

子
弟
の
教
義
、
生
活
の
安
定
を
図
り
、
新
興
日
本
の
再
建
に
寄
与
す
る
を

以
て
目
的
と
す
る
。

て
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
左
の
事
業
を
行
う
0

1
、
埼
同
神
社
、
御
札
予
神
社
の
祭
杷
を
維
持
す
る
ζ

と
。

2
、
全
員
相
互
の
連
絡
を
図
り
戦
争
犠
牲
者
の
祭
杷
を
行
う
乙
と
0

5
、
子
友
の
教
必
、
州
市
の
安
定
に
問
し
引
置
を
前
ず
る
こ
と
の

4
、
関
係
官
庁
及
川
休
と
の
連
絡
を
計
り
、
目
的
達
成
に
努
む
る
乙
と
。

5
、
北
(の
他
国
的
の
迷
成
に
必
要
な
事
業
を
日
む
こ
と
。

H
A

の

他

1
、
川
内
町
冶
放
会
事
務
所
は
川
内
町
役
場
に
泣
く
0

2
、
現
在
会
員
数
三
七
三
名
で
あ
る
。

3
、
役
員
会
長
休
伯
d
春
、
副
会
長
高
須
賀
策
て
各
一
以
に
理
事
を
置
い

て
述
絡
を
と
っ

て
い
る
。
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六
、
川
内
町
忠
霊
塔
附
属
設
備
の
建
設

三
内
、
川
上
両
村
が
合
併
し
て
、
新
川
内
町
が
生
れ
、
各
種
の
国

体
も
順
次
合
併
せ
ら
れ
た
。
追
族
会
に
於
て
も
両
村
遺
族
の
合
意
に

よ
っ
て
、
合
併
せ
ら
れ
川
内
町
遺
族
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
当

時
三
内
村
側
か
ら
、
川
上
地
区
戦
残
勇
士
の
英
軍
を
、
既
設
の
三
内



im
心
霊
塔
に
合
把
の
相
談
が
あ
っ
た
の
で
、
川
上
地
区
造
族
会
も
全
員

一
致
の
賛
成
に
よ
っ
て
、
夫
ま
で
応
矧
寺
似
堂
に
安
置
し
て
あ
っ
た

英
主
を
、
悉
く
A
門
記
す
る
と

と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
三
内
の
忠
一
定
借
は
、
数
年
前
村
費
並
に
辿
族
、
有
志
等

の
出
資
に
よ

っ
て
、
立
派
な
忠
安
倍
が
出
来
て
い
た
の
で
、
)11 

ー仁
J也

区
に
於
て
も
何
か
附
属
の
設
備
を
辿
設
し
た
い
と
、
昭
和
三
十
一
勾

二
月
十
二
口
有
志
者
協
議
の
上
、
第
一
回
世
話
人
会
を
聞
い
て
、
出

川
地
区
の
英
五
A
H
む
も
決
定
し
て
、

工
事
の
為
の
寄
附
金
を
引が
集
す

る
事
と
な

っ
た
。
佐
川
円
は
委

μ
の
代
表

に
は
、
三
津
山
似
太
郎
氏
が
選

ば
れ
た
。

工
事
の
主
な
る
も
の
は
忠
五
培
前
庭
下
、土
留
工
事
、
玉
町
造
営
、

川
口
巾
夜
治
川
淡
町
等
均
一介
の
と
れ
た
見
違
え
る
よ
う
に
立
派
な
造
営
が
で

会
、て、

m和
三
十
二
年
五
月
十
二
日
合
間
後
第
二
回
の
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
、
訟
に
川
内
町
全
体
の
戦
技
男
士
閉
じ
余
柱
の
英
市
況
が
川
内
町

一
、
川

内

町

神

社

総

覧

|大 |大|加
字|字 l口p

松 Ij羽
瀬|ブj

上

上

有11

tJ 

一
{
弓
迦
之
御
一縫い
仰
外
間
柱
一

一
武
裂
槌
命
一
外
出
れ

?答

全1:

In 
J干"

山
叩
A
44
』

ノJ
~-， 

事11

アI

)11 Ji 

村

や11

全!

忠
立
塔
に
林
鎮
ま
る
事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

建

設

決

算

書

金
問
一
七
、

て

収
入
の
部

二
、
支
山
の
部

金
凶
一
二
、
問
万
八
円

内
訳

1
、
陣
取
能
建
設
氏

九

五

、
二
八
八
円

2
、
玉

川

工

事

此

一

七
三
、
六

一
O
川

5
、
英
主
訪
問
μ

問
九
、
O
六
O
円

4
、
土

期

間

工

事

時

六

て

0
0
0川

5
、
純

白

三
三
、
h
O
U川

卜
制
収
支
差
引
残
令
問
、
六
八
円
川
也
、
川
内
川
逃
族
会
へ
討
附

中川
、
此
の
設
備
は
川
内
町
議
会
に
よ
り
出
附
収
納
せ
ら
れ
、
川
内
川
白
川

'K
と
な

っ
た
。

Illj 

11J 

1.1: 
I~H 
合
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信
用
十
一
立
早

川
内
町
神
社
仏
閣

一

的

考

(

古

記

録

概

略

)

-

「
久
米
川
州
、
ね
ず
村
古
冶
丸
刷
酬郎
、水年
中
出
制
制
凶
剰
剖
阿
川
判
大
宮
一札
れ
大
l

一

一
明
州
三
村
の
氏
-M

一

一
天
正
寸
八
年
A
口
杷
、
奥
大
明
神
と
号
す
。

一

一
宝
庇
九
年
再
建
、
五
柱
大
明
神
と
改
称
す。

一
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東軍峨
1越 式 な之 州

民 氏 大 大 lζ 治Ilj.J り内 銀日 熊野 !Jlb来，'. 
rr~ 

の にf主i 
事lp|ji やlリ1J1 し あ 。氏村 hjtth k i札衆 プιヘ

氏 IC て り 1'4 相4|11. lりi ?iJJ 
や11 し

称
す

と 算1 氏
之

し 7fBl-
、

':~II t-m {草 fil1 
iζ て 築

i
さ
ふ

炭

カi と 珍
fcJ 
t f ど? 1111 国 す一

し 土中州込、 の
大
tlph 
j 円IJ し ωj あ 併l と

て 河
。
在JJ |ノオ て 此 り

数
内 IljJ 

判
lリ1j1 
人 相11 屯 の

。 。 11:1 河
大 斤; lζ を 凹 ネ| 人 地 7} 目下

[)4 和|児
11
三
"1' 
しと

ブL
l乙 の lζ 治 天 氏

て 称
す
Lっ 合

11& 
君主 王

と :j|1 41材1fR 
it 

し )-1 杷 選
よ|
'Slこs 族

lIt む d土 さ し と 不11
't 
』
1fJi . すラ 相h||

l 』ζの せ 天く 説名明 I投 も 回
あ 大旦 当 i也 る 再 r:. 氏
り 氏

改
称
す

と 』ζ り lζ 。 d を 丈l! よ、 押

す
と 子
数

，1;，¥11=1: 大 司に 以 あ
r:. lζ め 山 i崖 中て り 主/:
五、 (ま て る J

ノ
f
弘

i、
ーヲ
ド 手ノ1τk と な とrτ1 。 じ 。 切氏 。 ;h主 11 

。
り i三

ご打 中Il J)矢 f ι7 :!J& や/1 n 」、

'|『
仕
日'

造氏 rtJJ ';:1: 。

号、 と

医I~'J' Iモ
)11 

内

町

寺

院

総

覧

一
見
言
宗

一
大
字
北
方
、
玄
白川水

一
真
言
宗

一
大
宮
北
方
、
宝
泉

7汚

il 

:F 

楽

師

如

来

}変|後大
長|長宝
十 1"1二二
二 I1 Mj1.1二
年 I!.!!，I)管|仙l長|総n
伝|ふ:基
阿 IJlj.JljM
|羽{二111
梨|王な
開|門り
山 i11Jと
な 1愁い
り|すう
と l

つ
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j也

'1~1 

所

オノ1

:LE 

問

乙
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千

手

観
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tE三ヨ1 うE 金 _，C 安 F怒 長 南 大 上

iも
IYl 方止 同 1 LI 総t ノlIくg 1Eζ1 1 間l F品
，v，i!c 

，'J" 。j 年

1!;~ 阿 耳、 延 1!;~ IJ ヲム 主ι¥:!.I日、
z3n -I 釈

f:ijj 3か 動 命 f:ili 而 法 観 迦
I ~じ i也 iiii 輪

主日 如 IYJ 政 虫日 金 大 組首Ilt・ 観|日比
111: 主日

来 当ミ 王 ~~~: ~~ 問11 日市 I:三1，!2 

lミ 1:[ ょ1
'y五EIニ三jbZ!1ミ

天 真 事ii 宇ii 事ii

-t刀tコb15 p ，z司百三フ、-
壬舌 Jlコι、

そ，刀仁士三コ1ミ
言真c> コ

'ン-Jミ， 白河ミ 'ノニIフ" 己ノ日コ c月b三 位月三エ， ，F三j3tミ l

字大J作li| -
大P子HLj・
大子河之

大 大

方大子南市場

大

存大字南
大

幸桧海 I 子弁1
1す

字

日之i] 
{ 子=久口七 字:1じ

仲)11 方H 

助成弥
l吋 件l' 内
v; 
*" 
屋 ノ / 

J也 ケ 品 上 松
主主

社 大 うね4 ヌ;

遭いう年問 皇天寺門
]才YjhEく 延

車南l列ii 
建脇IL村i

一に.lー 同 O=J-11tロ， 中 守'士有二

仁相長詰克i叫不動亀閥草

大
II¥J 

年間j
4Yで社じ5 E二i'し dlリjj 四 fを:m 

弘法
の 。足

年秀誉な と 定1 手iJiJK ミ五21FI:: 明創

り 大 11昌 2氏7 l孟| 'l-il し
し
Il法1j1日Ii つ

な 城 和 て 仰の純
も る り

ゴミ

、1 尚 f日
す|l洞lJ 1I1l月l持のメ寸入

長成 と 米流 入山
。~(J て主~

lま な L 、
再建

lζ る

薬自守外
とり

力11

つ 州各 せ と し給な。
し し、 てにり

も 国
寺な つ

河野家建立 天はいとL 、
Ibt f， 

l乙
。

つ ノム¥ り ヌ;ぅ。
lJFik l 

十 と 1'1。
r:iji ノ¥ し、 な年と | 1、iιd主， ぇ~， つ
FZ を

。
り あ

祈く 建立 と る
し、 。

1所'IJ!自 し つ
j 1 。

な の
り
と ペコ
し、 の

~ 90 ~ 
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